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○議事日程（第２号） 

  平成20年３月６日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第１号から議案第34号まで） 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ９番 北 川   進 

   11番 水 口 裕 子 

   ８番 能 村 憲 治 

   ３番 川 口 正 己 

   １番 生 田 勇 人 

   ４番 藤 井 良 信 

   ６番 北 川 悦 子 

   10番 清 水 文 雄 

   ５番 恩 道 正 博 

   ７番 夷 藤   満 

   13番 中 川   達 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ○議長【渡辺旺君】 ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議時間を延長することに決

定いたしました。 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【渡辺旺君】 おはようございます。  本日の会議に説明のため出席している者は、

４日の会議に配付の説明員一覧表のとおりで

あります。 

 傍聴の皆様、大変早朝から、寒い中にもか

かわらず多くの方が傍聴に来ていただきまし

て、心から感謝し御礼を申し上げます。大変

ご苦労さまでございます。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【渡辺旺君】 本日の会議時間は、議

事の都合により、あらかじめ延長いたします。

これにご異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【渡辺旺君】 日程第１、議案第１号

平成19年度内灘町一般会計補正予算（第５号）

から議案第34号内灘町道路線の変更について

までの34議案を一括して議題といたします。 

 各議案に対する提案理由の説明は、既に聴

取しております。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質   疑 

○議長【渡辺旺君】 これより提出議案に対
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する質疑に入ります。 ○９番【北川進君】 座席番号９番、北川進

です。  質疑ありませんか。──質疑なしと認めま

す。  傍聴者の皆様におかれましては、大変お寒

い中、こうしてたくさんの傍聴大変ありがと

うございます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託  それでは、平成20年第１回定例会において、

町政一般質問の機会をいただきましたので、

通告に従い質問いたしますので、町長初め部

局長におかれましては明快なるご答弁をお願

いいたします。 

○議長【渡辺旺君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第１号平成

19年度内灘町一般会計補正予算（第５号）か

ら議案第34号内灘町道路線の変更についてま

での34議案は、お手元に配付してあります議

案付託表のとおり所管の各常任委員会に付託

いたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

 第１点目は、平成20年度の当初予算内示会

についてより、２点ご質問いたします。 

 去る２月19日、予算内示会において平成20

年度の当初予算が内示されました。町長にと

りましては、この内示会は１期目最後の当初

予算編成になったと思います。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【渡辺旺君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 一般会計では、当初予算額80億4,000万円、

前年度当初比３億8,000万円の減、伸び率

4.5％減となっております。また、特別会計８

会計では、当初予算額60億5,370万円、前年度

当初比12億4,060万円減の伸び率17％減とな

っております。 

 なお、継続審査となっております請願第５

号については、付託委員会の方で審査をお願

いします。 

 次に、今期定例会までに受理いたしました

陳情第５号「鳥獣被害防止特措法」関連予算

を鳥獣捕殺ではなく、自然林復元と被害防除

に使うこと等を求める意見書提出に関する陳

情、請願第６号「バイオマス推進基本法」（仮

称）の制定を求めることについて、請願第７

号政府に高齢者の医療費負担増と高齢者医療

制度の中止、撤回を求める意見書の提出を求

める請願については、お手元に配付の請願・

陳情文書表のとおり所管の各常任委員会に付

託いたしますので、審査をお願いします。 

 そこで１点目として、人件費に伴うことに

ついてお尋ねいたします。 

 説明では、職員の新規採用をせず、人件費

の抑制に努めるとともに、人事院勧告を１年

先送りすることで人件費の削減に努めている

ように受けとめられました。本当にこれでよ

いのでしょうか。私は、もし６人の退職者が

いるのならば、せめて半数の新規採用を図り、

職員の新陳代謝による職員間のやる気を起こ

させる必要があるのではないかと思うのであ

ります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  最近の職員の仕事ぶりを見ていると、もう

少し迫力があってもよいのではないかと思わ

れます。職員は、町の頭脳集団であり、町民

生活の安心・安全を担うものでなくてはなら

ないと思うものであります。今の状態をこの

まま続けるならば、役職員だけがふえ、一般

職員が減り、頭でっかちの職員体系になるの

    ○一 般 質 問 

○議長【渡辺旺君】 日程第２、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 通告順に発言を許します。 

 ９番、北川進さん。 

   〔９番 北川進君 登壇〕 
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ではないでしょうか。私は、優秀なる新規職

員の採用により、一般職員が切磋琢磨、競争

心を持つことにより、活気あるまちづくりに

つながるのではないかと思うものであります。 

 正職員の減った分だけ嘱託やパートで補う

のも人件費の削減につながると思いますが、

責任ある仕事をこなしてもらうためにも正職

員を採用することが一番と思うが、町長はど

のように考えているのかお尋ねしまして、次

の質問に移ります。 

 次に、２点目としてお尋ねいたします。 

 内示会資料を見た段階で、20年度はソフト

面を中心に予算編成がなされているように思

います。町長にとりましては、20年度は１期

目の最終年度であり、そこでお尋ねいたしま

すが、選挙公約されたことがこの３年間でど

れだけ実現され、ことし１年間でどれだけ実

現される見込みなのか、あわせてお尋ねし、

次の質問に移ります。 

 次に、ゆとりの中で未来を拓く教育推進会

議から提出されました提言書により、２点お

尋ねいたします。 

 ２月２日の新聞報道によりますと、教育委

員会の諮問機関でありますゆとりの中で未来

を拓く教育推進会議から町長に対し、内灘中

学校の規模適正化及び学校教育環境の充実を

求める提言書が町長に提出されたとのことで、

早速、パソコンで提案書を開いてみますと２

項目提言されております。 

 １項目は学校評議員制度についてと、２項

は学校規模適正化についてでありましたので、

この提言書を甚だ失礼と思いますが、朗読さ

せていただきます。 

 まず、１項の学校評議員制度について。 

 教育関連３法の改正趣旨のひとつである学

校及び教育委員会の機能強化や、学校評価の

一層の推進に資するため、学校運営に関する

有識者や地域住民の助言などを求め、かつ、

適正な外部評価を実施し、望ましい学校運営

を実現するため学校評議員を早急に制度化す

べきであると考えます。 

 ２項目は、学校規模適正化について。 

 内灘中学校は、現在24学級であり、文部科

学省が示す義務教育諸学校における適正規模

の上限である18学級を、長きにわたり上回っ

ている状態である。このような状況から、当

会議として設置当初から、学校現場の視察や

学校長の意見聴取、ＰＴＡのアンケートなど

を実施し議論を重ねてきたが、このたび以下

のように意見を取りまとめました。 

 （１）として、内灘中学校の現状から。 

 内灘中学校の現状は、全般的に落ちついた

中にも、明るく活発な生徒がほとんどであり、

特に近年は良好な学校運営がなされていると

考える。具体的には、学業や部活動における

良好な成績や問題行動をとる生徒の減少、不

登校生徒の減少などが示している。また、文

化祭での合唱コンクールや運動会の自主的運

営など大規模校の利点を生かし、迫力とまと

まりがある生徒の自主的活動が随所に見受け

られる。これらは、生徒たちの学校生活の向

上に向けての主体的な取組みとともに、それ

を支えるため保護者や地域住民の理解と協力

を得て、的確かつきめ細やかな指導を続けて

きた教育集団の教科指導・生徒指導などの結

果であると考える。 

 （２）として、２校化推進の基本的考え方

から。 

 文部科学省が示す適正規模（12学級～18学

級）の実現は、長期的視野に立った場合、児

童生徒の社会性の涵養や教科指導、生徒指導

の安定的実現のために必要であることは言う

までもないことであると考える。しかしなが

ら、前述した内灘中学校の現状及び保護者の

意見並びに適正規模化するための第２の中学

校建設位置及び校区のあり方などを考えると

まちづくりの観点からなお議論が必要ではな

いか、との委員からの指摘があった。町当局

におかれては、中学校規模適正化の実現に向

け、まちづくりの観点から鋭意議論を続ける
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とともに、財政面の環境整備に取組むよう望

みたい。 

 （３）内灘中学校における一層の教育環境

の整備について。 

 前項の考えからも、内灘中学校の規模適正

化には、なお時間を要するものと見込まれる

が、現状の項で述べたとおり学校は、全般的

には落ちついた状況とは言うものの、家庭や

地域の学校に対する要望の多様化など教員に

かかる負担は益々増加する傾向にある。した

がって、現在の落ちつきある状況を維持・向

上するために、よりきめ細やかな生徒指導や

教科指導、教育相談体制の更なる充実が必要

である。そのため、教材・教具・備品等の物

的支援とともに、人的支援を含めた教育環境

の整備を推進するよう強く望みたい。 

 そこで、まず１点目についてお尋ねいたし

ます。 

 提言されております新規事業として、学校

評議員会設置事業費として45万円が計上され

ております。この評議員会の設置については、

学校単位の設置なのか、また学校全体での設

置なのか、もう一度お聞かせ願います。 

 あわせて、評議員会の運営に当たり、設置

条例がないが、それでよいのでしょうか。私

は、第１節報酬で予算計上されておりますの

で設置条例が必要と思いますが、いかがなも

のでしょうか。このことをお伺いし、次の質

問に移ります。 

 最後の質問になりますが、学校規模適正化

についてお尋ねいたします。 

 提言は先ほど朗読したように、（１）内灘

中学校の現状から、（２）２校化推進の基本

的考え方から、（３）内灘中学校における一

層の教育環境整備について、以上のことが提

言書に記載されておりましたが、そこでお尋

ねいたします。 

 （１）で述べられている中学校の現状につ

いては提言されているとおり、先生方、地域

の方々、それから学校の先生方の協力、ご努

力があって生まれたたまものと私も思ってお

ります。 

 （２）で述べられています２校化推進の基

本的考え方については、学校教育及び当面す

る町の現状等を理解した提言だと思いました。 

 そこでお尋ねいたしますが、（３）で述べ

られている教材・教具・備品等の物的支援、

人的支援を含めた教育環境の整備を提言され

ているが、内灘中学校は河北郡市の各中学校

よりどれだけ劣っているのか、また、どれだ

け追加しなければならないのかお尋ねいたし

まして、私の質問を終わります。 

 ゆとりの中で未来を拓く教育推進会議の委

員の皆様方には、大変ご苦労さまでした。 

 以上で質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川進議員の一般

質問にお答えしたいと思います。 

 まず１点目は、20年度の予算の中から人件

費についてのお尋ねがありました。お答えし

たいと思います。 

 本年度は厳しい財政状況の現状を踏まえま

して、行財政改革をより一層進める、こんな

ことで、まず役場の内部経費の見直しに、あ

るいは節減に努めたわけであります。そのた

めに、人事院勧告の１年先送りや平成20年度

に向けて退職予定職員の欠員分を補充しない

ことにしたわけでございます。 

 一方で、政策的に健康福祉施策の充実を図

るマンパワーの確保のために２名の保健師の

増員と消防職員を１名採用する予定でありま

して、健康福祉部門や消防部門の充実強化を

図る考えであります。 

 また、集中改革プランに沿い、事務事業の

効率化と職員定数の適正化によりまして、職

員数を削減する計画となっているわけでござ

います。その目標数値の達成に向け、今努力

をしているところでございます。 
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 もともと少ない職員数をもとに集中改革プ

ランでさらに削減を図っていることもあり、

昨年、総務省が公表した定員管理調査結果に

よりますと、内灘町の人口1,000人当たりの職

員数が7.03人と石川県内では最も少ない職員

数でありました。 

 町民に行財政改革に伴うご負担を理解いた

だくためには、まず職員が率先垂範すること

であり、人件費の削減に鋭意努めているもの

であります。このことは当然職員も理解して

おりまして、議員おっしゃるように士気が低

下していると、こんなふうには思わないと思

うわけでございます。 

 ただ、職員１人当たりの仕事量がふえてい

ることは事実でありまして、また、新たな政

策遂行や山積する課題に向けた適切な人員配

置も必要でありますので、新規採用をこれか

らも検討してまいりたいと、こんなふうに考

えておりますので、ご理解をいただきたいと

思います。 

 ２つ目は、私の選挙公約についてのご質問

であります。 

 平成17年の２月に町政を担当させていただ

いて以来、早いもので３年が経過をしまして、

平成20年度が任期最終年としての集大成の重

要な年であると認識をしているわけでござい

ます。 

 ご承知のとおり内灘町の財政状況は、国の

三位一体改革の影響で平成15年度から歳入の

減少が著しく、極めて厳しい状況であり、基

金の取り崩しにより歳入不足を補い続けてお

りました。そのため、平成17年に私は町長に

就任したときに、財政規模に応じた町への転

換を図るために、行財政改革を進めながら選

挙公約をした事業を推進していく必要があっ

たわけでございます。 

 公約実現のため、私は「町民参加」「情報

公開」、そして「現場主義」という３つの基

本姿勢で町政運営に当たってまいったわけで

ありますが、幸いにも議員各位並びに町民の

皆様のご理解とご協力を賜りまして、順調に

お約束した事業、施策が実現できたと考えて

いるわけでございます。 

 具体的に言えば、情報公開、住民との協働

という視点では、タウンミーティング、まち

づくり町長談話室、職員の出前講座の開催、

ホームページの充実、公募委員制の導入、パ

ブリックコメント制度の導入、交際費の公開

などがあります。さらに、子育て支援、教育

環境の充実という点では、子育て支援センタ

ーの設置、休日・延長保育などの保育環境の

充実、小学校低学年の少人数学級の実施、学

童保育の充実などがあります。そのほか、男

女共同参画の推進、夕陽ケ丘苑の増床、シル

バー人材センターの設立、地方分権時代に備

えた広域行政の推進など実施してまいりまし

た。 

 内灘中学校の２校化についてでありますが、

現校舎の老朽化と耐震力が極めて脆弱であり、

２校化まで改築工事は待てないと判断をいた

したわけでありまして、そのため、平成18年

度に基本設計、実施設計を着手をいたしまし

て、平成19年、20年度の２カ年で大規模改修

を進めているところであります。 

 内灘中学校につきましては、先般の教育推

進会議からの提言を踏まえ、まず財政環境を

整えることに全力を尽くし、この間、よりき

め細やかな教科指導、生徒指導や相談体制の

充実を図る支援によりまして、教育環境の整

備に努めてまいりたいと考えているわけでご

ざいます。今後も引き続き学校規模適正化に

向けて鋭意努力をしてまいりたいと考えてお

ります。 

 また、行財政改革につきましては、今年度

までに一応の成果を上げつつも、いまだ道半

ばでございます。歳入に応じた歳出規模を視

点とした財政構造の改革が必要であると考え

ているわけでございます。 

 いずれにしましても、今後も町民本位の町

政に邁進する決意でありますので、皆様のご
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理解とご協力を賜りますようにお願いしたい

と思います。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 北川進議員の教育

に関するご質問でございます。 

 まず、学校評議員制度についてでございま

す。 

 ご質問の学校評議員会の設置は学校単位な

のか町内の学校全体なのかとのお尋ねでござ

いますが、この設置につきましては、学校教

育法施行規則におきまして学校単位との趣旨

での規定がなされておりますことから、本町

におきましても学校単位に設置されるもので

ございます。 

 もう一点の学校評議員会の設置に当たって

は条例制定が必要ではないかとのお尋ねでご

ざいますが、学校評議員につきましては、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律にお

きまして、それに関する事項については教育

委員会規則の制定権の範疇にあるとされてお

ります。したがいまして、ご指摘の条例制定

の必要はないものでございます。 

 次に、学校規模適正化についてのご質問に

お答えをいたします。 

 議員ご質問のゆとりの中で未来を拓く教育

推進会議からの提言におきましては、現在の

内灘中学校の落ちついた中にも明るい状況を

維持し、さらに向上させるため、生徒指導及

び教科指導並びに教育相談体制のさらなる充

実のために物的支援や人的支援を含めた教育

環境の整備を求めているものでございます。 

 町では、この提言内容を真摯に受けとめま

して、物的支援につきましては、現在進めて

おります内灘中学校校舎の改築事業において

学校施設や備品等の整備を進めております。 

 また、人的支援につきましても、平成20年

度から教育相談体制のさらなる充実を図るた

め、心の相談員を現在の１名から３名に増員

するとともに、スクールカウンセラーの生徒

への対応を一層充実させる措置を講ずること

といたしております。 

 なお、ご質問の中にありました、教育環境

で内灘中学校は河北郡市の各中学校よりどれ

だけ劣っているのかとの件につきましては、

現在の改築及び大規模改修事業が完了すれば、

施設面においても何ら遜色のないものになる

と、そのように考えております。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 ９番、北川進さん。 

○９番【北川進君】 （議席より）それでは、

議席からお願いいたします。 

 今ほどお答えになりました今のゆとりの中

で未来を拓く教育推進会議のこの質問の中で

本当にもう一度お伺いしますが、その法的根

拠というのは、今施行令という形でおっしゃ

いましたね。この施行令というものがあれば

それで設置条例をつくらなくてもよろしいと

いう考えというがに私は今受け取ったんです

が、それではこのゆとりの中で未来を拓く教

育推進会議もその中に入るものではないんで

すか。今、教育委員会のほうではこれは設置

条例を設けて運用しておりますけれども、上

部施行令などがあれば、それで何もつくらな

くてもいい。報酬を支払う場合には何を根拠

にしてかってやるとなれば、その施行令を根

拠にしてやるという形になるんですか。 

 それともう一点お尋ねいたしますが、物的

なものについては、先ほど言いました中学校

の増改築で満たすかもしれませんが、人的支

援について本当にうちの学校では先生方の人

数が足らないんですか、多いんですか、そこ

のところを聞きたいんです。ほかの中学校か

ら比べて。その点もう一度お答え願いたいと

思います。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 北川進議員の再質
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問にお答えをいたします。 

 学校評議員の設置については条例の必要が

ないと。ゆとりの中で未来を拓く教育推進会

議の設置については条例が必要であったと。

そこの違いはどういうことかというお尋ねか

と思います。 

 まず、学校評議員につきましては学校教育

法という法律の中にそういうものの学校の管

理についての大枠の規定がございまして、そ

の詳細の規定が学校教育法施行規則というも

のにおりてきておりまして、そこで学校評議

員の設置ということが法律的にそれは設置が

認められているという、そういう法体系の中

で法律がしっかりと存在しているものでござ

います。 

 こういったものにつきましては、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律という、こ

れはもう一つ法律があるんですけれども、こ

ちらの法律では、そういった学校の管理運営

に関するような事項については教育委員会規

則を設けて、それでもって法的な根拠としな

さいと、することができますよと、そんな法

律的な体系の流れになっております。 

 したがって、学校評議員の設置については

条例の規定ではなく、教育委員会規則の範疇

にあるというふうになるわけでございます。 

 一方、ゆとりの中で未来を拓く教育推進会

議のほうでございますけれども、こちらのほ

うは法律の規定はございませんで、内灘町が

独自にこの組織を設置をして、そこでこうい

った審議をお願いをするという、その法的な

裏づけがない組織でございますので、議会の

議決を経て、町として設置するというその法

的な根拠を与える必要があったわけでござい

ます。 

 そういったことから、一方では条例の規定

がありますし、一方では教育委員会規則の範

疇にあるという違いになるわけでございます。 

 それから、もう一点の再質問でありました

郡市内のほかの学校に比べて教職員の数が少

ないのかというご質問でございましたけれど

も、教職員の数というのは日本じゅう法的な

規定によって一定の約束事がありまして、ど

れだけの学級数であればどれだけの先生とい

うふうになっておりまして、その規模に応じ

た先生がしっかりと配置をされております。 

 ただ、精神面でといいますか、ソフト面で

教育相談体制の充実を図ったほうがいいとい

うこの提言は、そういった大規模校には大規

模校にふさわしい先生の数が措置されていま

すけれども、非常に多様な考えを持ったとい

うか、環境に置かれたというか、いろんな子

供たちが通っているわけです。それは、学校

の悩みもあれば、家庭の悩みもあれば、精神

的にいろいろな多様な、多感な時期ですから

相談をして、精神的に落ちつく必要がある状

況でございます。 

 そういったわけでございますので、内灘中

学校においては、今はそういうふうにして落

ちついた状況にあるけれども、提言の中にも

ありましたように、さらなる充実のためにそ

ちらのほうのソフト面のてこ入れをしたほう

がいいですよと、こういう提言をいただいた

わけでございますので、教育相談員の増員と

か、スクールカウンセラーの充実とか、そう

いった措置を講じたいとするものでございま

す。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 ９番、北川進さん。 

○９番【北川進君】 （議席より）それでは、

町長にお尋ねいたしますけれども、新規職員

採用についての件についてもう一度お伺いし

ますが、昨年度、今年度と２年度にわたって

新規職員、一般職ですね。専門職は、これは

もちろん新しい職員を採用しながらやってい

たと思いますけれども、一般職員の２年度間

採用せんかったということは、どうしても一

番下の職員はいつまでたっても一番下なんで

す。役職の職員がふえれば、何か頭でっかち

のそういう職員体系になる。やはり職員体系
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というものはピラミッド型でなかったら私は

いけないのではないかなという感じするんで

す。せめて半分ぐらいの一般職の新規採用を

図って、先ほど申しましたとおり、新陳代謝

を進める、そのことが私必要でないかなと。

そのことによって職員自身で切磋琢磨しなが

ら、いいまちづくりに努めてもらえるのでは

ないかなという、そういう気がしましたので、

それを質問いたしましたので、もう一度町長

として、来年度はこうしますということはな

かなか言いにくいと思いますけれども、そこ

のところも含めてお教え願いたいなと思いま

す。 

 先々日ですが、議会初日に町長から、こと

しの提案理由の説明がございました。この中

に５つの大きな柱というのが示されたわけで

ございます。 

 厳しい財政状況の中でですが、この中で５

つの主要施策として、１つ、健康福祉の充実、

２つ、子育て支援や義務教育の向上、３つ、

町民の生命・財産と生活を守る、４つ、都市

基盤整備や定住促進、コミュニティの創出を

育む、５つ、循環型社会の環境整備という、

こういった５つの施策方針が示され、大変頼

もしく思ったわけでございますが、この５つ

の重点施策の中でも子育て支援や教育の環境

整備は柱であり、最も意を注ぐところだとい

うその方針をお聞きして、これからの子供た

ち、内灘町の子供たちの未来にこれから希望

が持てるまちづくりが進むものと大いに期待

をいたしておるわけでございます。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川進議員の再質

問にお答えしたいと思います。 

 現在の職員採用がこのまま推移していきま

すと、逆ピラミッドになっていく。ある年代

のところだけ抜け落ちていくようないびつな

格好になるのではないかという、そんなご心

配もあるわけであります。おっしゃるとおり

でありまして、私どももそんなことになって

はいけないということを思っているんですが、

今の財政環境の中でなかなか厳しいというこ

ともあります。先ほど答弁しましたように、

近い時期に採用していくという、そんな方向

について確認しているところでございますの

で、ぜひともご理解をいただきたいと思いま

す。 

 まずそこで、北川議員の質問と少し重なる

部分もございますけれどもお許しいただきま

して、質問させていただきたいと思います。 

 まず、小中学校の耐震化を最優先に選んだ。

とても待ってはいられなかったという今の八

十出町政の、八十出町長の方針が正しかった

ということは、能登半島地震や中越沖地震な

どで私たちが身をもって痛感したことでござ

います。大きな直下型の地震が老朽化した校

舎で学ぶ子供たちを襲っていたらと思うだけ

でぞっとするのは、私だけではないと思いま

す。 

 以上です。  １月28日に開催された石川中央都市圏議会

連絡会、これは議員の勉強会でございますが、

この行政課題研究会でも金沢大学の平松准教

授が森本富樫断層の危険性を示唆されるのを

聞いて、優先順位に誤りのない正しい選択の

結果だと再認識したわけでございます。 

○議長【渡辺旺君】 ９番、北川進さん、よ

ろしいですか。 

○９番【北川進君】 はい。 

○議長【渡辺旺君】 11番、水口裕子さん。 

   〔11番 水口裕子君 登壇〕 

○11番【水口裕子君】 おはようございます。

11番、水口裕子でございます。 

 でも、中学校の規模が今のままでいいのか

という問題は残りました。それについては、

今北川議員が取り上げられたゆとりの中で未

来を拓く教育推進会議の提言書が答えを出し

 通告に従いまして一般質問をさせていただ

きます。 
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てくださったわけで、熟考を重ねられた推進

会議の皆様に敬意を表したいと思います。あ

りがとうございました。 

 町の姿勢も北國新聞に掲載されまして、そ

の提言を踏まえ、今、新しい教育長から説明

もありましたが、心の相談員やスクールカウ

ンセラーを増員するなどというソフト面から、

子供たちの心の支援事業を強化するというこ

ともお聞きしました 

 ですが、ずっと中学校の２校化を訴えてき

た者として、僣越ではありますけれども、再

度そのことをここで確認させていただきたい

と思います。 

 明治以降の日本では、どこの自治体でも子

供たちの教育に全力を投入してきました。教

育にかける情熱や熱意がそのまま市町村住民

の見識となってあらわれてきたのです。かつ

て村を挙げて禁酒をして小学校を建てたとい

うお隣の津幡町の河合谷村の話は余りにも有

名ですが、河合谷村に負けず劣らず、この内

灘町にもそんな輝かしい歴史があったのだと

いうことを先日、内灘町の町史を見ていて知

りました。そこには、大正14年11月、建築費

11万2,000円余りと。当時としては巨額の費用

を投じて、田舎には希有の高層な校舎を建て

たという記事を報じた地元の新聞記事が掲載

されておりました。 

 当時の内灘村では、大人たちも子供たちも

どれほどこの立派な大根布小学校を誇りに思

ったことでしょうか。当時の住民たちに教育

にかける深い思い入れがあったからこそ、そ

んなすばらしい学校を建てられたのです。そ

んな歴史を持つ内灘町を今も誇りにして、私

たちもこれから先の子供たちに伝えていかな

ければならないと思います。 

 今、内灘町は全小中学校を耐震化するため

に全力を注いでおります。西荒屋小学校の耐

震補強の実施設計に380万円の予算が計上さ

れていますが、この事業が終わったら、次は

ぜひ12学級以上18学級以下を標準とすると定

められた学校教育法施行規則に従って、内灘

中学校を２校化し、その教育環境をより良好

なものにするために努力していただきたい。 

 内灘を支えていく子供たちのために、昔の

人たちに負けないよう、私たち今の住民も力

を合わせていきたいと思います。どうか町も

中学校の規模の適正化実現に向けて最善を尽

くしていただけるものと確認したいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

 次に、給食についての質問に移ります。 

 ２月12日、内灘町子ども食育地域ワークシ

ョップというのが町民ホールで開かれまして、

町の各分野での熱心な取り組みが紹介されま

した。給食については、そこで栄養士さんが

巡回指導をしたり、給食時に放送を入れたり、

郷土料理をメニューに加えたりといろいろな

努力をされていることを聞きました。来年度

は給食教諭制度も導入されるそうで、給食へ

の取り組みは一段とパワーアップするものと

期待しております。来年度の予算でも新たに

食育推進事業に予算が計上されているところ

です。 

 そこで、週に米飯３回、パン２回となって

いる現在の基準を見直して、週５回の完全米

飯給食の実施を提案させていただきたいと思

うのです。 

 私の小学校のころに始まった給食は、アメ

リカから援助される小麦を使ってのパン食で

した。それ以来、給食というとパンというの

が私たちの常識になりましたけれども、最近

ではパンはどこでもいつでも手軽に食べられ

る時代になり、かえってさまざまな問題が指

摘されるようになり、最近では見直しが進ん

でおります。 

 まず１つ目ですけれども、米飯に変えれば

いいというその理由の１つ目としまして、パ

ン食のときの副食はスープとサラダが主体で、

単調でおなかもちがよくないというふうに言

われております。 

 ２つ目として、米はパンのように味つけを
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していないので、いろんな副食と合わせられ

るということを私たちが経験しているところ

ですけれども、お米が主食になるとおかずも

しっかりしたものが食べさせられるようにな

ります。バランスのとれたものが食べさせら

れます。 

 そして、３つ目ですね。このことは、子供

の味覚をよく発達させるという、そういうこ

とに大切だと言われております。 

 また、最近よく聞く地元のものを食べよう

という地産地消ですが、野菜や肉などの副食

だけではなくて、主食についてもこれは語ら

れるべきで、小麦はそのほとんどを輸入に頼

っているわけですから、まずはここから変え

ていかなければならないのです。 

 日本の食料自給率は40％、穀物自給率は

28％を切り、小麦の自給率に至ってはわずか

13％なんです。だから、給食のパンに使って

いる小麦は現在輸入100％であり、カナダ産と

アメリカ産が50％ずつだとお聞きしました。

輸入小麦には輸入のときにその検疫のため、

日本への上陸に際して臭化メチルなどの燻蒸

剤をその系統の殺虫剤が大量に使用されて、

中国産のものだけが危ない、中国産だけのも

のが問題だというふうな今の風潮とは少し離

れて、現実はそのようになっております。 

 ですから、４番目には自給率というそうい

う点からも。そして、５番目には安全性。子

供たちに食べさせる、口に入れるものの安全

性という点から。そして、６番目には生産者

の顔が見えない。遠くからトラックに載せた

り船に載せたりして二酸化炭素をまき散らか

して運ぶ、そういうことが地球温暖化防止の

点からも今は見直していかなければならない

というフードマイレージというそういう考え

が広まってきておりますけれども、輸入小麦

の利用は減らしたいことでございます。 

 そして７番目には、米の消費量をふやすこ

とは日本の農業を守ることであり、食料安全

保障（食料安保）という言葉もありますが、

まさに日本の存在そのものにかかわる問題で

ございます。 

 一昨日、県の子育て支援課で県庁で講演会

があったと聞いております。新潟県上越市の

大手町小学校では、５年生になると日本の輸

入の食料がゼロになる日というのを想定して、

子供たちを１泊させ、そしてそこで本当に自

給ベースでのカロリーでの食事だけ、それだ

けを食べさせて１泊体験するという、そうい

うことがもう20年近く行われていると聞いて

おります。 

 寝るときに子供たちはおなかがすいて寝ら

れない。朝起きたときはおなかがすいて気持

ちが悪い。そういうことを訴える子供たちも

結構いるそうですけれども、でも、教育委員

会にそれに対して文句を言っていく親はいな

い。いっときそれをやめようとしたときに、

親御さんのほうから続けてほしいという、そ

ういう熱い要望があったという、そういった

こんな思い切った取り組みをしているところ

があるという上に、またそれがすばらしい取

り組みだとして、それが全国に紹介される時

代になってきているわけです。 

 その結果、大手町小学校では、８番目の問

題ですけれども、食べ残しがほとんどないそ

うです。 

 そして、９番目ですね。伝統という視点も

あります。先日、豊かな心を育む町民会議が

主催した講演会で、そこに来ていた講師の方

が、「日本の伝統は右手でおはしを持つこと

だ。1,000回練習させても右手でおはしを持つ

ようにしなさい」と述べられて、私は驚いて

しまいました。持って生まれた資質を無理や

りに人と同じにさせることが伝統的で美しい

こととは思えなかったからです。日本の伝統

というのなら、おはしを持つのは右手でも左

手でもよい。御飯を食べる、そのことが伝統

だと思うわけです。 

 10番目、またその上に最近の輸入穀物の価

格沸騰があります。小麦の輸入価格が、昨年
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は10％を引き上げられ、それに続いてことし

４月から30％を値上げされると聞きましたが、

これが給食費にはね返ったり、または副食物

の仕入れにはね返ったりする、そういうこと

はないのでしょうか。 

 いろいろ申しましたけれども、以上のよう

に、米飯をふやすことはさまざまな面からメ

リットが多いと思われるわけです。この際、

完全米飯に移行してはいかがでしょうか。全

町的なワーキンググループを立ち上げて食育

の推進を進めようという町長の方針に沿った

取り組みでもあるのではないかと思うわけで

す。意欲的な取り組みは子供たちに必ずよい

影響を与えると思います。 

 来年度の新事業に給食の試食会があります

が、まず完全米飯給食を目指した試食会から

始めてみてはいかがでしょうか。町の見解を

お聞かせください。 

 さて、給食の次の点ですが、先日、河北潟

干拓地の野菜農園を訪問してまいりました。

微生物と能登の珪藻土を利用して浄化した水、

そしてよく改良された土で野菜づくりをして

いて、遠く大阪のデパートで高く評価されて

いるとのことでした。実際、大変食してみる

とおいしいものでございました。米と同じく

野菜や肉などの副食品も、「身土不二」とい

う言葉のとおり、自分の身はそこの土地でと

れたものと不可分だというそういう言葉のと

おり、できるだけこのような顔の見える地元

の農家から買い上げる試みをする時期に来て

いるのではないでしょうか。 

 同じものを大量に仕入れるためには、農協

が一番手軽ではあるでしょうが、すべてをど

ちらかにと考えるのではなく、地元で手に入

るものでつくれるメニューを今でも試されて

いるとは思いますけれども、それをまた一段

とふやしていっていただけないでしょうか。

町のそんな姿勢が農家のやる気を引き出すと

いうこともあるわけです。 

 石川県という農業県に住みながら、不安な

中国からの輸入品に頼らなければならないと

いういびつなそんな現状を変えていく牽引役

に町はなってほしいと思うのです。まず、地

元の野菜を完全米飯給食とともに試食会でこ

れも試してはいただけないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

 米飯に関してもう一点お伺いします。 

 内灘町にはビニール水田という珍しい田ん

ぼがあります。こちらに引っ越してきたとき

に、本当に砂丘の中にある水田に驚いたわけ

ですけれども、この砂丘にビニールを敷いて

まで田んぼにして米をつくった｡食べるもの

にも困った時代の貴重な生き証人でございま

す。残していかなければいけないのではない

でしょうか。 

 飽食の時代の子供たちにビニール水田の持

つ歴史、意義を教えた上で、米を育てる体験

をさせていただきたいと思いますが、いかが

でしょうかお伺いして、次の大きな２番目の

質問に移らせていただきます 

 講演会、学習会、フォーラムと名前はいろ

いろありますが、講演会やイベントが大変多

いのです。それぞれの担当課の方は頑張って

いらっしゃいますが、その担当課だけで頑張

っているというのが参加してみての私の感想

です。目的をはっきりさせ、その効果を高め

るためにも、ばらばらに開催するのではなく、

この際全体の把握を生涯学習課がしてはいか

がでしょう。一つのものに総括し、その上で

出先機関も含め、１階から５階まで役場全体

で盛り上げるようにするべきではないかと思

うのです。 

 また、講師の選択は慎重にということを強

くお願いしておきたいと思います。予算とス

ケジュールに従ってマスコミに露出する人を

講師として組むとがっかりすることになりま

す。これも各部署が予算を持ち寄って一つの

ものにまとめれば、よりよいものができるの

ではないかと思いますが、いかがでございま

しょうか。 

 －24－



 次に、男女共同参画室のことを通告させて

いただきましたけれども、これはきのう広報

を見ましたら、お父さんの料理教室とか、そ

れから先日伺いましたときには子育て支援セ

ンターでお父さんの参加している子育て支援

センターの「パパ'sほほほほん」というのが

開かれておりましたり、いろいろさまざまな

改革というか、さまざまなことが計画されて

おりますので、もう少し見守られせていただ

きたいと思いまして、これは今回は取り下げ

させていただきます。 

 ただ、何度も申し上げておりますけれども、

何が男女共同参画なのか。そうして、どうし

て今男女共同参画なのかという、その本当に

本質に沿ったそういった講演会、それをぜひ

とも開いていっていただきたい。男女共同参

画まちづくり条例が４月に発効する。それに

あわせて、そのような本質をあらわす、本質

を示す講演会をぜひとも催しをお願いしたい

と申し上げておきます。 

 それから、３番目でございます。 

 ３番目、12月議会でお尋ねした職員提案の

中に、庁舎内にエコ委員会をというのがあり

ました。来年度の予算でも公用車などの維持

管理費も含め6,833万円が計上されている。庁

舎の維持費削減のためにも、二酸化炭素削減

のためにも、早急に立ち上げてほしい委員会

ですがいつ立ち上がるのでしょうか、お尋ね

します。 

 ９月議会で提案した住民ボランティアのワ

ーキンググループを職員のエコ委員会と合体

させて一つにまとめ、町民も庁舎内のエコ活

動に意見を出せるような体制をつくっていた

だきたい。エコ活動を通じて住民の目が庁舎

内に入ることは、エコだけにとどまらないよ

い結果を生むのではないかと思います。見解

とスケジュールとをお聞かせください。 

 ４番目に、移送サービスについてお伺いし

ます。 

 車いすの方が気軽に外出できるようにとい

う気持ちを持った人が集まって、社会福祉協

議会の福祉車両を運転しているのが移送サー

ビスです。その運転ボランティアが４月から

有償ボランティアに変わるに当たって、70歳

以上はだめだということになりました。現場

で元気に活躍されていた方の多くがリタイア

を余儀なくされ、移送サービスのグループは

手足をもがれた状態になっていると聞きます。

特に４月からは車いすだけでなく、視覚に障

害のある方を初め、広く障害者一般にまで利

用範囲を広げようと意気盛んだっただけに落

胆は大きいのです。 

 国の法律がそうなったのだと思っていたと

ころ、国土交通省石川運輸支局の松本英二専

門官にお話を聞く機会があり、「これは国が

決めたのではなく、近隣の自治体が集まって

つくった石川中央圏域福祉有償運送市町共同

運営協議会が決めたのだ。70歳以上が運転を

してはならないという法律はどこにもない」

と教えていただいたのです。 

 そこでお尋ねします。この協議会の委員は、

タクシー業界の人や大学教授、警察関係者、

自治体担当者などと聞きましたが、当事者団

体の代表は協議会のメンバーには入っていた

のでしょうか、お尋ねいたします。 

 また、各自治体からは担当の部長が出てい

たそうですが、ボランティア団体の現状を知

った上で70歳までという縛りに賛成されたの

でしょうか。他の自治体でも現場は困ってい

ると聞いております。金沢のメルシーキャブ

では、数十人が運転ボランティアをやめなけ

ればならないということです。ボランティア

年齢は、年金の支給開始年齢とともに高齢化

していますし、きのうまでタクシーに乗って

いたとか、70を過ぎても運転技術にたけた方

は多いわけです。運転免許センターで行われ

ている70歳以上のチャレンジ講習に合格する

というような条件つきで、70歳以上が現場復

帰できるよう、いま一度協議会へ差し戻して

検討をし直していただきたいと思いますがい
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かがでしょうか、お伺いいたします。 

 最後に、何回か取り上げてきた飲み物の自

動販売機についてお尋ねいたします。 

 庁舎や保健センターなどにあるものと公園

にあるものとの設置基準が不公平だというこ

と。それぞれに電気メーターを設置させ、付

加価値のあるものに変えること。何よりも自

動販売機そのものを減らす必要があることを

申し上げておりました。自販機を減らすこと

は、私でなくても町のエコ委員会が必ず取り

上げるはずのことです。契約が終わるこの３

月をめどに20年度は新しい基準を取り入れる

と確約をいただいておりますが、先日、私の

ところに他の町有地にある自販機については

どうなっていますかとメールが来ました。町

有地だということもほとんどの人が知らない

土地にどういういきさつで自販機が設置され

たのかと問われて、答えようがありませんで

した。町としては、このような自販機はこれ

を機会になくすべきだと思います。以上を踏

まえた上で、今回、自販機設置条件について

どのような改革がなされたのか、お伺いしま

す。 

 私の質問は以上で終わりますが、終わりに

一言だけ申し添えさせていただきます。 

 この４月に内灘町男女共同参画まちづくり

条例が先ほど申し上げましたように発効しま

す。町の重点施策に「男女共同参画」の言葉

が見えなかったのは少し残念ですが、行政改

革の俎上にのっていたひとり親への支援は廃

止されませんでした。ひとり親は圧倒的に女

性が多く、収入は男性の半分以下なわけです。

一人で親になったわけではないのに、批判を

受けるのはいつも母親です。父親たるべき男

性の存在がない母子家庭、母親ひとり親の家

庭は、社会全体で支えていかなければならな

い存在ではないでしょうか。この支援が継続

されたことに感謝するとともに、これからも

男女平等の理念が広がっていくような取り組

みを願いまして、私の質問を終わらせていた

だきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員の一般質

問から、中学校の２校化につきましてお答え

をしたいと思います。 

 私は、町長就任以来、内灘町の未来を担う

子供たちを健やかに育てるため、義務教育環

境の整備充実を最優先課題としてとらえなが

ら、まことに厳しい財政状況下ではあります

が、学校施設の耐震工事などを年次的に行っ

てまいったわけでございます。なお、こうし

た学校施設の一連の耐震関連工事は平成21年

度末までにすべて完了させる予定でございま

す。 

 さて、ご質問の中学校の２校化問題につき

ましては、内灘中学校２校化を含む本町の教

育環境整備全般について議論していただくた

めに、学識経験者、学校教育関係者、ＰＴＡ

の代表、公募による町民等で組織しますゆと

りの中で未来を拓く教育推進会議を平成17年

の11月に設置したことは、ご案内のとおりで

ございます。 

 この教育推進会議から、去る２月１日まで

に学校現場の視察や学校長の意見聴取、ＰＴ

Ａのアンケートなどを実施しながら、２年余

りにわたり議論していただきました内灘中学

校２校化についての提言がございました。 

 その内容は、おおむね次のとおりでござい

ました。 

 内灘中学校は、全般的に落ちついており、

特に近年は良好な学校運営がなされている。

これは、生徒たちの主体的な学校生活への取

り組みとともに、保護者や地域住民の協力と

教職員の指導の結果がある。しかしながら、

長期的視野に立った場合、文部科学省の示す

適正規模である12から18学級にする必要があ

る。 

 ただし、第２の中学校建設位置及び校区の
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あり方などを考えると、まちづくりの観点か

らなお議論が必要であり、また財政面での環

境整備を進めるべきである。 

 まず、１点目の給食を完全米飯にという件

についてでございます。 

 現在、内灘町では学校給食共同調理場で１

日約2,900食をつくっております。主食につき

ましては、週５日のうち３日は米飯、２日は

パン類というふうになっております。これは、

主食によって、米飯の場合は和食中心の献立

とし、パンの場合は洋食中心の献立とする。

そういったことによって、でき得る限り数多

くの種類の食材を使いまして栄養バランスを

とるということを目的にいたしております。

また、献立の多様化によりまして食べ残しを

少なくし、発育期にある子供たちに必要な栄

養を提供するという効果もあると、そのよう

に考えてとっている措置でございます。 

 したがって、中学校規模適正化にはなお時

間を要することが認められることから、その

間、現在の落ちつきある状況を維持し、さら

に向上させるために、生徒指導や教科指導の

さらなる充実のため物的支援や人的支援を町

に望むというものでありました。 

 私は、この提言内容を真摯に受けとめ、今

後とも学校施設などの耐震化などの喫緊の課

題に対処しつつ、内灘中学校の規模適正化に

向け、まちづくりの観点から検討を続けると

ともに、財政面の環境整備に取り組んでまい

りたいと、こんなふうに考えているわけでご

ざいます。  また、授業や給食時間に体の仕組みや栄養

に関する指導、食事マナーの指導、そういっ

た食育も実施をいたしております。時には郷

土食を献立に加えたりするなど、給食は生き

た教材ととらえて、学校教育の一環としての

取り組みを現在行っているところでございま

す。 

 なお、提言の中でご指摘を受けました中学

校に対する支援策につきましては、先ほど北

川進議員のご質問に対して教育長から答弁い

たしましたが、物的支援面では、改築後の内

灘中学校には少人数指導教室や多目的教室を

設置することを初め、広い図書室の設置や図

書そのものの充実、教室で多様のコンピュー

タを使った授業の実施のための施設、備品の

整備などを行うこととしているところであり

ます。 

 さて、議員ご質問の給食を完全米飯にとい

う件でございますが、現在、石川県内では白

山市の一部など完全米飯での給食を行ってい

るところがございます。内灘町といたしまし

ては、学校現場はもとより、家庭や地域の食

育や食料政策全般に対する意識の向上を図る

ための健康、とりわけ食育に関する取り組み

を推進することとしているわけでございます

が、今後は学校給食の状況を勘案しながら、

議員ご指摘の点も踏まえ、給食における米飯

給食の回数増について米飯の推進を目指した

試食会を実施するとともに、そのことにつき

ましても今後の課題として前向きに検討して

まいりたいと、そのように考えております。 

 また、人的支援としましては、学校現場と

協議した結果、生徒指導の充実、とりわけ教

育相談体制の強化充実が必要であるとのこと

から、心の教育相談員を現在の１名から３名

に増員するほか、スクールカウンセラーの配

置を現在の月３回から４回に増しまして、不

登校や学校に不適応ぎみの生徒などの心のケ

アをさらにきめ細かく進めてまいりたいと考

えておるわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 西尾雄次教育長。  次に、来年度予定している食育についての

事業の内容につきましては、内灘町の子供た

ちは朝食をほぼ毎日とって登校しているとい

う割合については、ほぼ全国平均でございま

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 水口議員ご質問の

学校教育に関するお答えを申し上げます。 
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す。しかしながら、その食事の内容といいま

すか、そのバランスがとれていないというか、

その半数以上の児童生徒の品数ですね。朝食

の品数が２品以下という非常に簡素きわまる

朝食だというのが調査の結果わかっておりま

す。こうした調査結果を踏まえまして、手軽

で栄養バランスにすぐれた朝食の調理実習と

いうようなものを食育講座として予定してい

るわけでございます。 

 以上です。 

 失礼しました。もう一点の答弁がございま

した。 

 町の講演会などについて、生涯学習課で統

括的に関与してはとのご質問にお答えをいた

します。 

 保健事業や介護予防事業あるいは男女共同

参画に関する事業、あるいは子育て支援に関

する事業、こういった事業のほとんどは町民

との密接な連携によってこそその成果が得ら

れるものでございます。また、それらの事業

ごとに行われている各種の講演会も、より多

くの町民の皆様の参加があってこそその所期

した成果が得られるというものでございます。 

 議員ご提案の地元野菜類を利用した試食会

の実施につきましては、こうした調理実習に

取り入れることができないか検討してまいり

たいと存じます。 

 それから、２点目のビニール水田を活用し

て米作体験をという件につきましては、米づ

くり経験については、現在、鶴ケ丘小学校に

おいて５年生、６年生による自然体験活動の

中で５月に田植え、９月に稲刈りというよう

な米づくりを通して生産の喜びを体験すると

ともに、その環境についても学習をしている

という取り組みがございます。今年度から文

部科学省が学習指導要領の改定案を示してお

りまして、この改訂につきましては来年度か

らその準備と移行期間に入っていきまして平

成22年度に実施されるという、これから移行

期間に入っていくわけでございます。 

 本町の生涯学習行政につきましては、きめ

細かに配置された公民館組織あるいは文化、

スポーツ、それから連合女性会とか女性団体

連絡協議会、あるいは子ども会連絡協議会な

どなど非常に活発な活動をする各種団体によ

って支えられておりまして、それらのネット

ワークによって構成され、展開されていると

いう状況でございます。 

 まちづくりに関する町民の参画とその行政

との協働がこれからのまちづくりにおいて極

めて重要なことは申すまでもございませんが、

その町民と行政との接点として、教育委員会

の生涯学習部門は非常に大きな役割を果たす

ものであると、そのように認識をいたしてお

ります。 

 その内容につきましては、確かな学力、豊

かな心、健やかな体という、その３つの調和

を重視するものとなっておりますが、具体的

には約30年ぶりとなる学習内容と主要科目の

授業時数の増加がここに加わってきます。こ

のようなことから、体験学習の授業時数の確

保というものが従来に増して非常に厳しくな

るという、そういう状況が考えられます。 

 そういったことから、町行政の各部局で開

催している各種講演会等につきましては、公

民館を所管し社会教育関係団体等とつながる

生涯学習課とより連携を強固に図り、町民参

加を促進していくことを庁内の部課長会議に

おいても、いつも申し合わせをしているとこ

ろでございます。 

 したがいまして、ビニール水田での米作経

験というような、こういった体験学習そのも

のについても検討を迫られる状況にあるわけ

でございますけれども、こういったことの重

要性というものにつきましては十分に認識を

いたしているところでございます。 

 また、そうした講演会などに参加する方た

ちの参加動機そのものも生涯学習的な自己実

現を求めるような側面がありますことから、

生涯学習課が統括的にそれらに関与すること
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の意義は非常に大きなものであると認識をい

たしております。 

 その許可要件につきましては、平成18年２

月に当町を含む金沢中央広域の３市３町にお

いて共同で石川県中央福祉圏域福祉有償運送

市町共同運営協議会を設置し、そこで定めた

運営指針により協議、承認されたものについ

て、石川運輸支局より許可されることになっ

ております。なお、当圏域において平成19年

10月末現在で24の法人が認められております。 

 したがいまして、今後とも生涯学習課を中

心に全庁的な連携を図りながら、各種講演会

などにおいて町民参加の効果的な環境をより

一層整えていきたいと、そのように考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 夷藤渉町民福祉部長。  この運営協議会は、大学教授、利用者代表、

ボランティア団体の代表、タクシー関係団体

の代表、バス事業者代表、石川運輸支局職員、

警察官を含む石川県職員及び共同設置市町か

らの総勢17名の委員で構成されており、現在、

私が内灘町からの委員として委嘱されており

ます。 

   〔町民福祉部長 夷藤渉君 登壇〕 

○町民福祉部長【夷藤渉君】 私のほうから、

４番目の移送サービスボランティアについて

のご質問にお答えいたしたいと思います。 

 議員ご質問されましたように、お仕事を退

職して体の元気なときに何らかのボランティ

アを行いたいという方など、今やボランティ

アは住みよいまちづくりを進める上で欠くこ

とのできないこととして認識いたしておりま

す。しかしながら、活動を行うといたしまし

ても制限や制約などがあり、せっかくの厚意

を摘み取るということもあり、まことに残念

に思われます。 

 議員ご質問の運転者年齢制限につきまして

は、運営協議会設立当時に定めた運営指針に

ありまして、道路運送法施行規則及び先進自

治体の運営マニュアルを参考に、各意見を協

議、調整し決定したものと聞いております。 

 ご質問の中で70歳以上が運転をしてはなら

ないとの法律はないとのことでございますが、

確かに低い料金であります。聞くところによ

ると、今、社会福祉協議会では１キロ当たり

約150円程度ということですが、低い料金であ

れ有償の運送のための運転手は、普通第２種

免許取得者が基本であります。そのため、や

むを得ない理由として自動車交通局長通達で、

安全確保のため十分な能力と経験を有する者

として講習の受講等一定の基準を設けなけれ

ばならないということでございました。しか

しながら、議員が申されますように、今や福

祉有償運送は要介護者や身体障害者の方々の

低料金による移送サービスとして必要不可欠

なサービスとなっており、運転される方にお

いてもボランティアで運転していただいてい

る状況であり、元気でボランティア活動を行

いたい、続けていきたいとのご意向を大事に

して､基準の見直しにつきましては、関係市町

と協議、連携して運営協議会に提案してまい

 ご質問の移送サービスにつきましては、内

灘町社会福祉協議会が以前より行ってきた運

転ボランティアにかわり、平成18年度から道

路運送法の規定による福祉有償運送の事業者

として運輸局の登録許可を受けて実施してい

るものと存じます。 

 この事業は、社会福祉協議会やＮＰＯの非

営利法人等が要介護者や身体障害者等、単独

では公共交通機関を利用することが困難な移

動制約者に対し、自宅から目的地等までの移

動を安価な料金で移送サービスを提供してい

くもので、事業者につきましては道路運送法

の規定によりタクシー等の営業類似行為、い

わゆる白タク行為等を排除し、災害時や公共

の福祉を確保するためやむを得ない場合に限

って一定の条件で白ナンバーとしてそれが認

められるという登録許可制度となっておりま

す。 
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りたいと存じますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長【渡辺旺君】 田中徹総務課長。 

   〔総務課長 田中徹君 登壇〕 

○総務課長【田中徹君】 私のほうから、エ

コ委員会及び自動販売機の設置基準について

というご質問にお答えをいたします。 

 まず、エコ委員会でございますが、昨年の

職員提案の中に役場庁舎等の経費削減策が28

項目提案をされまして、すぐ実行できるもの

については既に取り組んでおりますが、その

取り組みを役場全体に広げ、かつ省エネ、経

費削減の意識を職員全員が共有するため組織

したものでございまして、先ごろ開催をいた

しました。 

 今後は、提案された内容の効果的な実行方

法の検討を含め、日ごろの業務を進める中で

継続的な経費削減対策の推進に努めたいと思

っております。 

 住民ボランティアの方々とエコ委員会を合

体させてはとのご提案でございますが、昨日

発行いたしました町広報３月号の特集記事に

もありますように、現在、内灘町は協働のま

ちづくりプロジェクトの推進を積極的に進め

ております。住民の皆様との協働により、多

くの方々のお知恵を拝借しながら進めること

がより効率的なエコ活動につながると思いま

すので、ぜひご協力いただけるものであれば

お願いしたいと思います。これからその詳細

を検討した上で、町広報等で公募に取り組ん

でまいります。 

 続きまして、自動販売機の設置基準でござ

いますが、本年４月から飲料用の自動販売機

につきまして屋内、屋外を問わず月額6,000

円の設置料を徴収するほか、その電気料につ

いては設置者の実費負担ということにいたし

ております。 

 また、これまで議会において議論のありま

したデポジット方式やＡＥＤ搭載型などの付

加価値のある自動販売機につきましては、そ

の設置場所等について優先的な取り扱いをし

ていきたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長【渡辺旺君】 11番、水口裕子さん、

よろしいですか。 

 11番。 

○11番【水口裕子君】 （議席より）答弁あ

りがとうございました。 

 移送サービスについては、再協議していた

だけるそうで、ありがとうございます。よろ

しくお願いします。 

 学校教育の米飯教育についてですけれども、

今のまま推移するのかなと聞いておりました

けれども、でも、給食だよりというのを見ま

したところ、例えば２月などは米飯が11日、

11回、そしてパン食が９回というふうになっ

ております。何か３回と２回というふうにす

るとバランスとれているような感じしますけ

れども、そういうふうにして２月は11と９と

いうふうにするとたった２回しか差がないわ

けで、もう少しやっぱりこれは米飯が多くて

もいいんじゃないかというふうな感じがする

わけです。 

 ５回すぐにならなくても、例えば４回にす

るとか、そういったふうな取り組みを広げて

いくということで、ぜひともお願いしたいと

思いますが、その点について。２月は月曜日

の休みがあったがためにこのようになるのか

なと。月曜日がお休みが多いのでこういうふ

うになるのかなと思いますけれども、その点

考慮していかがでしょうか、ちょっと答弁を

お願いします。 

 それから、自販機についてですけれども、

これも改革されることわかったんですが、た

だ、１基について6,000円ということでしたけ

れども、台数についてはどうなるのかなと。

例えばプールなんか行きますとプールにもた

くさんいろいろありますけれども、一つの場

所に幾つも要るのかなという感じはするわけ

です。そういった台数の削減ということにつ
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いてはどういうふうになりますか。 

○議長【渡辺旺君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 水口議員の再質問

にお答えをいたします。 

 学校給食の米飯とパン食の数でございます

けれども、基本的には米飯は月水金という約

束事で実施するというふうになっていますけ

れども、それは月曜日が振替休日になるとか

いうような月もいろいろございますので、そ

このところは全体として５日のうち３日と２

日というふうになるわけでございまして、月

の状況によってはそれが必ずしも５日のうち

３と２という形になるものではございません。 

 それから、これからの課題ということでご

ざいますけれども、先ほども答弁の中で申し

上げましたように、米飯の回数増というもの

につきましては、どちらかというとそういっ

た方向で現在、全体的に学校給食全体がそう

いう方向に進んでおりまして、内灘町におき

ましてもそこのところを勘案しながら対応し

ていきたいと。 

 ただ、栄養バランスといいますか、非常に

たくさんの食材をとるという、そういったこ

との工夫も加えながら、米飯の増加というよ

うなものについて創意工夫を凝らしながら検

討していきたいと、そのように考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 田中徹総務課長。 

   〔総務課長 田中徹君 登壇〕 

○総務課長【田中徹君】 自動販売機の台数

でございますが、今現在、部内で検討中でご

ざいます。 

○議長【渡辺旺君】 11番、水口さん、よろ

しいですか。 

○11番【水口裕子君】 （議席より）はい。 

○議長【渡辺旺君】 ８番、能村憲治さん。 

   〔８番 能村憲治君 登壇〕 

○８番【能村憲治君】 傍聴の皆様方、大変

ご苦労さまでございます。 

 ８番、能村憲治。 

 平成20年第１回定例会におきまして、町政

に対し一般質問の機会を得ましたので、通告

に従って質問をさせていただきます。 

 まず、社会福祉協議会のあり方について。 

 社会福祉協議会は、昭和26年に全国都道府

県レベルにて誕生し、その後市町村で組織を

拡大し、住民の参加を含めながら地域福祉活

動の中心的な役割を果たしてきました。 

 平成12年、社会福祉制度は、これまでのよ

うな限られた者の救済だけでなく、国民全体

を対象としてその生活の安定を支える役割を

果たしていくことが期待されました。そして、

社会福祉事業法は、社会福祉法に改正され、

社会福祉協議会も地域福祉の推進を進める上

で重要な存在となりました。 

 そして、この年、介護保険制度が導入され

ました。多くの社会福祉協議会がサービス事

業に参加するなど、そのあり方が大きく変わ

りました。 

 ところで、私は平成16年第４回定例会にお

きまして、社会福祉協議会の役割とあり方に

ついて質問しております。町は福祉制度の啓

発と充実を促進し、直接サービスを実施する

役割が必要であり、また形態としては介護保

険導入によるサービス事業の企画や実施をみ

ずから行う団体を目指し、自立に向けた活動

を行っていくことが大切であると、大変積極

的な答弁をいただいております。 

 以来３年が経過しましたが、現在、その方

向に向かって取り組んでいるのかどうか。今

後はどのように進むべきと考えているのか、

再度お伺いをいたします。 

 さて、内灘町の社会福祉協議会の事業とい

たしまして、ボランティア事業、地域福祉事

業、居宅介護サービス事業など10の事業を行

っております。現在、保健センターは子育て

支援センターが移動し、５つの事業所が混在

して使用しております。住民の福祉部門を受
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け持ち、数多くの事業を進めていくには大変

手狭だと言えますが、このことを町はどのよ

うに考えているのか、お伺いをいたします。 

 先日、私は、宝達志水町の社会福祉協議会

に立ち寄ってみました。この町では、町民セ

ンターアステラスに福祉、医療、介護といっ

た福祉部門を集中させており、社会福祉協議

会もこの中に入っております。住民は、福祉

に関することはあちこち回ることなく、この

場所ですべて完了するシステムになっており

ます。昨年４月には民間のノウハウを取り入

れるべく会長に民間人を起用し、職員22名が

民間と競合しながら地域福祉に取り組んでい

ます。 

 内灘町においても、高齢者世帯が増加する

中、これまでの福祉制度の枠組みでは対応し

切れない難しい課題が出てくると思われます。

よって、社会福祉協議会の今後の活性化が望

まれます。町の取り組みをお伺いをいたしま

す。 

 次に、上水道についてお伺いをいたします。 

 町は、鶴ケ丘浄水場の地下水を水道水とし

て使用するため、水質分析業務費450万円、実

施設計費2,000万円を予算計上しております。

行財政改革で町民に大きな負担をお願いして

いる今、先の見えない多大な費用がかかると

思われる浄化処理施設の必要性についてお伺

いをいたします。 

 内灘町の水道事業は、地下水を利用した簡

易水道で始まりました。地下水には、鉄分や

マンガンなど不純物が含まれており、飲料水

として適していないことから、ろ過装置でこ

して配水する方法がとられました。昭和39年

12月、事業認可を受け、給水人口7,000人、１

日1,820立米の計画で工事を進め、昭和42年に

完成し配水するに至っております。 

 その後、宅地造成の拡大に伴い人口の急増

により昭和48年には上水道拡張工事が行われ

ました。しかし、アカシア団地を初め、旭ケ

丘や鶴ケ丘、緑台などの新興住宅地が次々と

形成され、地下水に頼っていた内灘町の上水

道は供給の限界に達したのであります。この

水不足を救ってくれたのが、霊峰白山の清水

と言われた県の水道水でありました。 

 ところで、過去に内灘町の水道水用として

掘った井戸は400メートルの深井戸２本を含

め13本ぐらいあると聞いています。アカシア

２号水源として掘られた井戸、また緑台水源

として掘られた井戸、これらはともに飲料水

として適さなくなり、消雪用に転用されてお

ります。 

 大清台、向粟崎、大根布などに掘られた井

戸は、水質不適か水量不足かで休止していま

す。現在は、向陽台３号水源として掘られた

150メートルの井戸のみが１日1,000立米を水

道水としてくみ上げ、ろ過して使用していま

す。その後、もっと深く掘れば良質の水が得

られると想定し、平成11年、向陽台浄水場と

鶴ケ丘浄水場内にそれぞれ深さ400メートル

の井戸を相次いで掘ったのであります。費用

は１本約4,000万円余りかかったと伺ってお

ります。 

 平成12年、県営住宅地内の水道水が配水後

わずか10カ月足らずで赤い水が出たため使え

なくなり、急遽、県水に切りかえて対処した

経緯がございます。また、向陽台浄水場の深

さ400メートルの井戸についても、現在のろ過

装置ではすべてろ過し切れず、使っておりま

せん。 

 そこで、多額の費用をかけた深井戸をどう

すれば使えるのかと、平成15年向陽台浄水場

で水質調査を行いました。その調査によると、

水に溶けた鉄やマンガン及び有機物を取り除

く必要があることから、その方法として除鉄、

除マンガン処理に加えて、特殊な膜でろ過す

る処理をしなければならないことが明らかに

なりました。この膜ろ過で処理する施設の建

設には、おおむね６億円という膨大な費用が

必要と見積もられたため、工事にかからず使

用中止の状態で現代に至っております。 
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 さて、冒頭に述べました鶴ケ丘浄水場の地

下水でありますが、水源の種類としては向陽

台と同じでありますが、水質はさらに悪く、

除鉄、除マンガン処理、プラス膜ろ過処理に

加え、アンモニア性窒素を除去する処理工程

が必要であると、水質調査の結果が出ており

ます。 

 この処理施設の建設費用としては町は１億

円から２億円を想定しているようですが、そ

れ以上に膨らむ可能性が十分考えられるわけ

であります。今なぜこのような地下水を浄化

して町の水道水としなければならないのか、

理解に苦しむところであります。 

 さきの調査の結果で、次のような結論づけ

がなされています。「これまで水道水源とし

て一般的に良質として考えられてきた地下水

でありますが、内灘町の既設の水源の場合、

一般論で話を進めることが難しい水質であり、

安易に削井し自己水源をふやすという発想は、

結果として莫大な浄化処理施設の改良を伴う

危険性を持つことを示唆するものである」と

なっております。 

 このような結果にもかかわらず、自己水の

比率を高めようと昨年11月、向陽台浄水場の

敷地内に今度は深さ50メートルの井戸を掘っ

ております。水質検査の結果、ヒ素が基準値

を上回りました。その後、井戸の構造を利用

し、上層部と下層部それぞれの持つヒ素の検

査を行った結果、基準値内となり、現在、１

日300立米をくみ上げ、県水とともに使用して

おります。 

 このようなことから、内灘町の地下水には

不安定な要素があり、水質障害という大きな

課題があることが実証されているのでありま

す。 

 内灘町は、現在、１日約9,000立米の水道水

の需要があります。取水の内訳は、向陽台浄

水場の150メートルの井戸から１日約1,000立

米、昨年掘った50メートルの井戸から300立米、

合わせて1,300立米を自己水として確保し使

用しております。足りない分は金沢市から

1,000立米、石川県から6,700立米を買って使

用しています。 

 県水には、県内各市町への割り当て水量と

いうものがございまして、内灘町の責任水量

は１日6,000立米と伺っております。したがっ

て、700立米を県より余分に買い入れているこ

とになります。 

 県水は、霊峰白山の水、良質で水量は豊富、

量的には全く問題がありません。金沢市水に

ついてもあり余るくらいあり、量をふやす余

地は十分にあります。また、水はおいしいと

伺っております。 

 住民は供給された水道水を選ぶことができ

ません。よって、水質に障害のある地下水を

浄化処理して水道水として使うより、安全で

水量の安定した水を水道水として供給するこ

とが自治体の使命であると考えますが、いか

がでしょうか。 

 内灘町は、金沢市の都市計画に組み込まれ

ていることから、水道事業についても金沢市

と連携し、広域的に給水の方法を考えるべき

ではないでしょうか、町の考えをお伺いをい

たします。 

 終わります。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 能村憲治議員の一

般質問から、私からは社会福祉協議会のこと

について答弁をしたいと思います。 

 社会福祉法人内灘町社会福祉協議会は、昭

和60年の設立以来、社会福祉法の規定に基づ

きまして福祉活動への住民参加を進めながら、

当町の地域福祉活動の根幹を支える組織とし

てその機能を遺憾なく発揮をいたしてまいり

ました。その間、在宅福祉サービス事業や障

害福祉サービス事業、そしてボランティアセ

ンター事業など住民ニーズを的確にとらえた

新規事業の開拓など積極的な事業展開を進め

てまいったわけでございます。 
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 このようなことから社会福祉協議会は、行

政と地域住民との協働のまちづくりを目指す

上では大変重要だと考えておりまして、今後、

ますます高い専門性と同時に、保健、医療、

教育など広範な分野での活動を推進していく

ことが期待されているわけでございます。 

 しかしながら、経営面では自主性、自立性

が求められている中、数多くの事業展開をし

ておりますが、社会福祉事業という性格上、

大変厳しい財政状況であります。今後、新規

事業の開拓や既存事業の見直しを行いながら、

より一層自主財源の確保を図っていかなけれ

ばならないと、こんなふうに考えている次第

でございます。 

 次に、議員ご指摘の施設面における問題に

つきましては、自主財源確保の課題とあわせ

て、他の市や町の例を参考にしながら、今後

調査、検討を進めてまいりたいと、こう思っ

ているわけでございます。 

 次に、会長に民間人を登用してはとのこと

でございます。現在、県内の社会福祉協議会

のうち、各市や町の首長が会長を務めている

団体が６団体ありまして、徐々に減る傾向に

あるわけでございます。自主性、自立性が求

められる中、私は議員のおっしゃるとおり、

首長でない民間人が会長を務め、民間の経営

ノウハウを取り入れまして組織を活性化させ

ることが必要な時期に来ているとこんなふう

に考えており、今後、組織のあり方も含め検

討していきたいと考えておりますので、ご理

解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 浅田裕副町長。 

   〔副町長 浅田裕君 登壇〕 

○副町長【浅田裕君】 能村議員ご質問の水

道事業についてお答えいたします。 

 現在休止しております鶴ケ丘の400メータ

ー深井戸は、アンモニア性窒素濃度が１リッ

トル当たり約２ミリグラム、鉄濃度が１リッ

トル当たり１ミリグラムと高く、現在のろ過

装置ではろ過できないため、水質障害が発生

したものでございます。 

 その後、平成15年度に膜ろ過装置でのろ過

システムに関する調査、検討を行いましたが、

その設備投資に係る費用が高く、１立米当た

り98円以上の給水原価が見込まれたことから、

導入が見送られ、現在に至っております。 

 そのため、自己水を地下水に依存している

内灘町は、県水の依存率が高くなり、平成18

年度において年間配水量約326万立方メート

ルのうち、約90％が県水となっております。 

 県水の購入単価は１立米当たり税抜きで

119円と高く、給水原価178円の67％を占めて

おります。これまで水道料金を抑えるため、

一般会計から高料金抑制対策として4,000万

円を水道事業会計に補助をいたしておりまし

たが、平成19年度から町の財政健全化を図る

ため、補助金を廃止いたしました。そのため、

19年度の水道事業会計決算見込みにおいては、

約1,600万の予定欠損を見込んでおります。 

 この赤字会計の解消を図るため、さまざま

な経営努力を重ねております。 

 まず、水道電気課と下水道課を上下水道課

に統合し、企業局を廃止し、その業務を都市

整備部に統合するなどの人件費の抑制に努め

ました。 

 次に、費用の中で県水の購入費が大きなウ

エートを占めています。県水の受水について

は石川県と協定を結んでおりますが、この協

定の中で必ず購入しなければならない責任水

量として70％が決められております。責任水

量購入費用として年間約２億6,000万円であ

ります。しかしながら、平成18年度の年間県

水購入費は３億5,000万円となっており、責任

水量を超えた分として約9,000万円の県水を

購入しております。 

 このようなことから、自己水の比率を上げ

ることができれば県水の購入費用を抑えるこ

とができます。水道会計の健全化を図るため、

昨年、議会産業建設常任委員会と一緒に関西
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方面の上水道施設５カ所を視察してまいりま

した。視察先は、内灘町と同じく自己水を地

下水に依存している自治体で、水質はアンモ

ニア性窒素や鉄などの濃度が内灘町と同様か、

それ以上のところであります。 

 薬品を使わず微生物の力により浄化する生

物接触ろ過装置を導入し、ろ過装置を構築し

て給水単価を安くできる装置として成功した

事例でありました。 

 町は、この生物接触ろ過装置が鶴ケ丘の400

メートル深井戸に対応できないか実証実験を

行い、その結果、ろ過処理がうまくできる確

証が得られれば、すぐに設備投資に対する費

用対効果を検討した上で、議会の皆さんと相

談しながら自己水の確保に努めてまいりたい

と考えております。 

 現在、金沢市と災害応援協定に基づき、ろ

過システム装置を整備するまでの間、金沢市

水を暫定的に受水しておりますが、議員の提

案にもあります水道事業の広域化なども今後

研究していきたいと思います。 

 いずれにいたしましても、町民に安全・安

心で安価な水道水を提供することが大前提と

考えております。 

 今後、水道事業の健全化を図り、水道料金

の値下げや老朽化した水道施設の更新を進め

るためにも、自己水の確保は必要不可欠と考

えておりますので、ご理解を賜りたいと思い

ます。 

○議長【渡辺旺君】 ８番、能村さん。 

○８番【能村憲治君】 （議席より）少し質

問の趣旨と答弁が食い違っているように思い

ます。 

 まず、現在、9,000立米需要量があるところ

に、自己水が既に1,300立米、そして金沢市水

を1,000立米いただいております。私は、この

金沢市水を1,000立米いただく、八十出町政の

数々の業績の中でも金沢市と内灘町の水道水

が合体するというか、バルブが開かれるとい

うこのことに対して本当に敬意を表し、すば

らしい施策であると、こう思うておるわけで

ございます。 

 現在、1,000立米いただいておりますが、実

際に県水が700立米だけオーバーしていると

いうようなことから、まず700立米を町長にも

う一踏ん張りしていただいて、金沢との交渉

を進めていただく。そして、自己水中心的に、

先ほどからも自己水がどうしても必要やとい

うようなことでございますが、先ほど私が述

べましたように、水質に非常に不安があると

いう水を無理やりこして配水ということは､

私はいかがなものでしょうか、その辺を再度

お伺いをいたします。 

○議長【渡辺旺君】 浅田裕副町長。 

   〔副町長 浅田裕君 登壇〕 

○副町長【浅田裕君】 能村議員の再質問に

お答えいたします。 

 水道については、18年度の決算のみの数量

でとらえておりますが、水道というのは年々

上がり下がりが配水があります。総配水量が

平成12年度では356万トン、年間です。それか

ら、13年度の342万トン。たまたま18年度が325

万トンなんですが、その前の17年度でも総配

水量が335万トンというところで、県水の単価

が安ければいいんですが、県水単価が119円、

税抜きで高い単価でございますので、先ほど

言いました他の先進事例で調査した結果、安

価な、安くくみ上げる装置ができれば水道料

金の供給単価が抑えられる。抑えられれば高

い単価のものを仕入れなくても、町民にその

装置がうまくいけば安く水道料金ができると。

そういうものの今実証実験をして、その実験

の結果がよかったら、そういう費用対効果を

考えて水を安く安定的に供給できる装置にし

ていきたいという計画でございます。それが

だめなら、今お話のとおり、次の方策も考え

なければなりませんが、今、議会の産業建設

常任委員会の委員の皆さんと一緒に５カ所の

そういう施設を見た限りでは、内灘町の水質

よりも悪いものがそういう装置を使って安い
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単価でできる装置がありますので、内灘町も

実験をして、町民に安価な安い安心してでき

る水を供給したいということで実験を今進め

ておる最中でございますので、よろしくご理

解をしていただきたいと思います。 

○議長【渡辺旺君】 ８番、能村憲治さん。 

○８番【能村憲治君】 （議席より）どうも

何か話がよくわかりません。私の質問にある

のは、石川県から6,000立米という水を必ず買

わなければならないという、そういう水であ

るということを今副町長からおっしゃられた。 

 だから、足りん分は700立米だけが今のとこ

ろ余分でいただいておると。だから、県水が

119円と高いと言いながらも、今現在は内灘町

の水道水の割合は約75％が県水に依存してお

るわけでございまして、そのうちの先ほど言

うたように6,000立米というのはもう責任水

量としてとらなければならないその水量であ

る。したがって、700立米が余分であるという

ことから、その辺をもう一度聞きたいなと。 

 再度の質問になりますが、いろいろとよそ

の施設を見てきたと。だからよく似た水質や

から内灘町の水もそうしてやってみたいと。

そういう考えは考えで私はよくわかります。

しかし、内灘町の場合は、金沢市や石川県か

ら量も豊富できれいな水が来ておるわけでご

ざいます。その視察した町にはその地下水し

かない、地下水を水道水として使わなければ

ならないというようなもしも状況があるとい

うことであれば、内灘町と視察したその浄化

設備のあるところとの比較というのがなかな

か難しいんじゃないかなと。この辺を私は再

度お聞きしたいです。 

○議長【渡辺旺君】 浅田裕副町長。 

   〔副町長 浅田裕君 登壇〕 

○副町長【浅田裕君】 議会の皆さんと視察

に行った地区については、地下水のみに頼っ

ておる町でございません。市でございません。

行ったところも県水を得ながら、自分の自己

水をする。京都の城陽市、奈良の大和郡山に

つきましても、県水と自分の自己水との併用

したやり方をとっております。その中の地下

水のみをくんでおる処理場をいい水にどんな

ような装置で転換するかということを視察を

しております。 

 先ほどお答えいたしましたが、15年のとき

にしたのは、今、視察に行った中にも一部あ

ったんですが、膜ろ過という特殊な膜のとこ

ろを通してろ過をするシステム。これは海水

でも真水にする装置ができる、そういう膜ろ

過装置ということで15年度は検討したんです

が、その部分も視察に行っとるんですが、そ

の装置にすると費用も膨大な費用がかかりま

すし、売る単価も高くなる関係から、今安く

仕上がる生物処理という装置がいい結果が出

ておりますので、そういう部分の実証実験を

しております。 

 先ほどから数字が何度も出ますが、水とい

うのはだんだん減る状態になっておりません。

水というのは上がり下がりがあります。その

たびに、先ほど数字をお話をしておりますが、

平成12年に356万トンと今の18年度325万トン

の数字だけでも相当な数字が上がり下がりし

ますので、18年度の水だけに限ると県水と金

沢市水と地下水が少しでいいんじゃないかと

いうことにとりがちなんですが、水というの

はお客さんが蛇口をひねったら水が枯渇せん

ような、そういう対応を常にしておかなきゃ

なりませんので、そういうものも含めて安い

料金で得る、そういう装置に今検証をしてお

りますので、そういうことでご理解賜りたい

と思います。 

○８番【能村憲治君】 （議席より）もう一

回だけお願いします。 

○議長【渡辺旺君】 回数は過ぎております。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【渡辺旺君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時といたします。 
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           午後０時02分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時00分再開 

    ○再   開 

○議長【渡辺旺君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 ３番、川口正己さん。 

   〔３番 川口正己君 登壇〕 

○３番【川口正己君】 議席番号３番、川口

正己でございます。 

 傍聴人の皆様、傍聴大変ありがとうござい

ます。 

 質問に先立ちまして、２月26日に河北地区

日中友好協会が主催した春節の祝いが金沢医

科大学に医学の研究のために派遣された中国

の留学生を招いて福祉センターで行われまし

た。そのときに、孫さん夫妻と小学校１年の

女のお子様と同席したのですが、「内灘に来

て本当によかった。ここは、私たちの第二の

ふるさとです。保育所、学校の先生、役場の

人たちには本当にお世話になりました」と言

われ、お礼を言っておいてほしいと言われま

したので、孫さん親子になりかわり、この場

をかりましてお礼を述べさせていただきます。 

 それでは早速ですが、今回、私の方から通

告してあります質問は２点ございます。町長、

並びに執行部におかれましては、明快な答弁

をお願いします。 

 まずは、世界じゅうで大発生が懸念されて

いる新型インフルエンザについてですが、こ

とし１月12、13の両日にわたりＮＨＫで放映

された新型ウイルスエンザの番組を見て脅威

を感じた町民の方たちもかなり多いと思いま

す。私もそう感じた一人ですが、既に鳥イン

フルエンザの中でも強毒性で致死率の高いＨ

５Ｎ１型という高病原性鳥インフルエンザに

より、鳥から人への感染がアジアを中心に世

界14カ国で報告されています。また、感染者

の家族間における感染も、中国、ベトナム、

インドネシアで報告されています。 

 世界保健機関ＷＨＯの報告では、発症者数

が360人で致死率が約63％とのことです。この

鳥インフルエンザが人の体内で増殖しながら

変化し、人から人への感染力が高まると新型

インフルエンザが発生します。ＷＨＯによる

と、この新型インフルエンザの発生がいつ起

こるか、また発生を阻止することはほとんど

不可能と言われており、また人類のだれもが

抗体を持っていないために発生するとパンデ

ミックと言われる爆発的な大流行が世界じゅ

うで起きると予測されています。 

 人類は、20世紀に３度新型インフルエンザ

に襲われています。1918年のスペイン風邪、

1957年のアジア風邪、1968年の香港風邪です

が、いずれも世界的に大流行し、多くの死亡

者を出しており、香港風邪以降、既に40年が

経過しておりますので、新型インフルエンザ

の出現をＷＨＯ並びに世界各国が警戒してお

ります。過去の強毒性のスペイン風邪のとき

は、日本では約2,300万人が感染し、約39万人

が死亡したと報告されています。 

 政府は、このＨ５Ｎ１型の鳥インフルエン

ザウイルスが変異した新型インフルエンザが

発生したとすると、スペイン風邪と同等の感

染率があると予測し、感染者が2,500万人、死

亡者が17万人から64万人と推定しています。

また、二次的被害として経済社会活動の停滞

も懸念されており、我が国の経済的損失は約

20兆円との試算もあります。 

 このようなことから、国では平成17年10月

に「新型インフルエンザ対策推進本部」を設

置し、同年12月に「新型インフルエンザ対策

行動計画」を取りまとめております。この行

動計画に沿って、予防投与などのための抗イ

ンフルエンザウイルス薬のタミフルを国、各

都道府県、民間を合わせて2,800万人分、鳥イ

ンフルエンザ感染患者からのウイルスをもと

に製造されたプレパンデミックワクチンを

1,000万人分配備するなどの対策を進めてお
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ります。 

 しかし、これらのワクチンが新型に対して

の有効性が完全に確立しているものではない

ということです。先般も通常のインフルエン

ザでタミフルに耐性を持ったウイルスによる

集団感染が、フランスで確認されたわずか１

週間後に横浜で発生したと報道されていまし

た。 

 新型が発生するかどうかはわかりませんが、

できるだけの予防も含めた対策を金沢医科大

学と連携し、我が町でもとったほうがよいと

思います。 

 そこでお聞きします。各都道府県や各市町

村でも対策が進められているとのことですが、

我が町の対策は、現在ある防災対策で行うの

か、また別の対策を策定しているのか、お聞

かせください。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 昨年の９月議会の町政一般質問において、

私は小中学校へのＡＥＤの設置を要望しまし

た。そのときの教育長の答弁では、来年度以

降は学校、その他の町の施設全体を考慮しな

がら計画的に配備をしていきたいとのことで

ありましたが、どうなったのでしょうか。 

 先日、県内の公立小中学校でのＡＥＤの設

置率が、中学校では25.7％、小学校ではわず

か2.1％とおくれているために、県教育委員会

では各市町教育委員会に早期の設置を求めた

と報道されていました。 

 また、金沢市では平成20年度に81カ所の全

小中学校に１台ずつ設置することを初めとし

て、今後３年間で体育施設、保育所などよく

利用されている公共施設250カ所に完備する

とのことです。また、現在でも市役所、市の

体育館などに15台あり、また市の保健衛生課

と教育委員会に３台ずつあり、運動会などの

催し物に貸し出しているとのことです。 

 かほく市でも、平成20年度に全小学校６カ

所に設置し、市内の公共施設では公園、老人

福祉センターなどを含め19台にふえるとのこ

とであります。なぜ我が町の設置状況は温水

プール、寄附による中学校への設置だけと、

こんなに少ないのでしょうか。 

 自治体によるＡＥＤの設置は、新聞報道等

でも大きく取り上げられていますので、町民

の方たちの関心も非常に高くなっています。

昨年末に緑台公民館で消防職員によるＡＥＤ

の講習会があり、私も参加したところ、多く

の住民の方たちが参加していました。確かに

我が町には日本海側最大規模の金沢医科大学

がありますので、他市町に比べて安心の感は

ありますが、もう少し積極的に設置できない

ものでしょうか。 

 私も町の財政が厳しいのは重々理解してい

るつもりですが、どう考えているのかを改め

て聞かせていただきたいです。 

 以上で私の質問を終わります。 

 町長、執行部におかれましては前向きの答

弁をお願いします。 

 どうもありがとうございました。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 川口議員の一般質

問から、私からは新型インフルエンザ対策に

ついてお答えをしたいと思います。 

 新型インフルエンザの出現時期を正確に予

知することは今のところ困難であり、またそ

の出現を阻止することも現時点では不可能で

あると言われております。世界じゅうのどこ

かで新型インフルエンザの出現が起きれば、

我が国、石川県、そして内灘町への侵入も避

けられないことと今考えられているわけであ

ります。しかしながら、鳥インフルエンザの

蔓延防止を的確に講じることによりまして、

新型インフルエンザの出現をおくらすことは

可能であると、こんなふうに言われているわ

けであります。 

 したがって、新型インフルエンザ対策は、

当町の家畜衛生部門、産業振興課を初め、関

係部局と連携をとりながら、新型インフルエ
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ンザの出現を防止をし、発生初期の段階でで

きる限り封じ込めを行って感染の拡大を阻止

をし、健康被害を最小限にとどめるというこ

とにあると思うわけであります。 

○１番【生田勇人君】 議席番号１番、生田

勇人です。 

 傍聴の皆様方におかれましては、午前中に

引き続き大変ご苦労さまです。 

 石川県では、平成17年に新型インフルエン

ザ対策行動計画が策定をされましたが、内灘

町では今のところ新型インフルエンザ対策行

動計画を町の防災計画の中に盛り込んではお

りませんが、今後、町として危機管理面で新

型インフルエンザ対策行動計画の策定は必要

かと思いますが、専門分野の対応が必要とな

りますので、あらゆる機関での具体的な調査

研究が必要だと思っているわけでありまして、

また非常事態が発生した場合には、当面、石

川県の策定行動計画に記載されている町の役

割として、県の要請に応じた対策本部を町と

して設置をし、実情に応じた必要な対策を講

じてまいりたいということであります。よろ

しくお願いいたします。 

 平成20年第１回定例会におきまして、一般

質問の機会を得ましたので、通告内容に従い

質問をします。 

 私からの質問は２点です。町長初め関係部

局長には、質問内容に関して明快な答弁をお

願いいたします。 

 それでは、質問に入らさせていただきます。 

 １点目は、内灘町の職員像について質問し

ます。 

 将来の内灘町のため、約１年前、私は町議

会議員に立候補しました。地域のインフラ整

備、文化レベルの向上、環境問題等々さまざ

まな視点から内灘町をよりよくしたいとの志

を持っております。 

 町長初め町民代表の方々から編成される各

種委員会において、当町の将来像がイメージ

され、第４次内灘町総合計画が立案に至り、

そして実行段階に入る今、その計画達成のた

めに今最も必要なものは何なのか。目標は設

定したが、達成のための具体的手法とその実

践の最前線での攻防は、だれが担当するのか

であります。それは当然として町長になるの

ですが、町長一人ではいかんともしがたい部

分もあると思います。町長の手となり足とな

り耳となり口となる体制が役場機構には必要

であります。その役割を担うのは、言うまで

もなく役場職員の皆さんです。 

○議長【渡辺旺君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 川口議員の教育施

設、体育施設などへのＡＥＤの早期設置をと

のご質問にお答えをいたします。 

 ＡＥＤにつきましては、ご質問の中にもあ

ましたように、現在のところ、本町では屋内

温水プールと内灘中学校の２カ所に配備され

ております。 

 今後、町の財政の状況等も勘案しながら、

教育施設や体育施設など公共施設全体の優先

順位を考慮した上で、計画的に、かつできる

限り早期に配備してまいりたいと、そのよう

に考えておりますので、ご理解賜りたいと存

じます。 

 現町政が発足し、役場職員の意識改革、研

修の実施、職員提案制度等々評価すべき部分

はあるものの、この厳しい財政状況の中で、

前回、他の議員の一般質問でもあったとおり、

職員提案については提出する職員、しない職

員がいたという答弁を聞き、本当に意識改革

はされているのか、研修制度等の成果は得ら

れているのか、今当町の危機的状況を本当に

認識し受けとめているのか、私は疑問を感じ

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 ３番、川口さん、答弁

漏れございませんか。 

○３番【川口正己君】 （議席より）はい。 

○議長【渡辺旺君】 １番、生田勇人さん。 

   〔１番 生田勇人君 登壇〕 
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ます。 

 そして、その具体的評価はだれがするのか。

町長や各部課局の上司ですか。とんでもあり

ません。その評価は町民がするのです。町民

が役場職員を見てどう評価しているのかを考

えて仕事をしていますか。内灘の将来のため

に自分がすべきことを考えて仕事をしていま

すか。町や町民に対するロイヤリティは持っ

ていますか。地方自治法、公務員法に守られ

たサラリーマン公務員ばかりになると町はこ

の先どうなるのでしょうか。 

 また、職員の方々は町長のタウンミーティ

ングをどのようにとらえていますか。私は毎

回思います。なぜ町長みずからがこれほどま

でに直接町民の声を聞かなければいけない体

制となったのか。町職員が町長の耳となるこ

とはできないのでしょうか。 

 町を会社に例え、町長が社長なら、我々町

民は株主であります。会社の社員は役場職員

の皆さんです。各地区に職員がたくさん居住

しているのですから、出前講座等要望、要請

があれば行うのではなく、町民がわかりにく

いこと、町としての方針を伝えたいときなど

に要所要所で自発的に地区へ働きかけるべき

だと思います。職員の皆さんは、住民へのサ

ービスを売る営業マンなのです。その営業マ

ンたるものが町民との視点を合わさずに町を

考えられるでしょうか。 

 そして、住民から、または住民の代表から

各種要望が出た場合も同じです。住民の声を

知恵を出してトップまで届けていますか。町

の財政状況をかさに、お金がない、お金がな

いと言っていたら仕事はしなくてもよいので

しょうか。本当に大事なこと、大切な声まで

無駄になりねません。本当に必要か必要でな

いか、時期や状況に応じて判断するのはトッ

プの役目だと私は思います。職員の皆様方が

余りにもそういうことを口にするのはいかが

なものか。 

 今、私は大変申し上げにくいことを申し上

げております。一生懸命情熱を持って取り組

んでおられる方々もたくさんおいでるのも感

じております。しかし、今必要なのは専門知

識ではないのです。内灘町職員とはという精

神的な意識改革ではないでしょうか。 

 ここでお聞きいたします。町職員の評価を

町民の視点で評価を加える制度を設けること

と、幹部職員の選考、選定についてはその評

価とあわせた実績、情熱を加味し、町民が納

得する人選を行うこと。今後の新規町職員採

用の選定においても、ペーパー試験や学歴に

よる選考も大切でしょうが、ここで私が言う

いかに町を思う情熱を持っているかも評価す

る町独自の職員採用を行うこと。 

 以上の必要性があるのではないかというこ

ととあわせまして、今まで実施してきた職員

研修制度の成果についてもお聞きいたします。 

 ２点目は、能登有料道路内灘インターチェ

ンジについての質問です。 

 まず、現在工事が進められている能登有料

道路の大根布地内から金沢間の直線化工事に

おいて、整備されることにより、能登－金沢

間の利便性が高まるとともに、この直線化が

当町にもたらす利益は多々あると思われます

が、では具体的にどのようなことが想定され

るのか。 

 白尾インターチェンジでは、かほく市より

津幡を経由し、金沢または北陸自動車道への

アクセスが確立され、その逆もしかりです。

昇降口もその区間の土地利用も各種企業や商

業施設の進出の拠点となり、その発展は計画

性の高いものとなっております。 

 現在、当町が掲げる重点施策として定住促

進があります。また、企業誘致も叫ばれてお

り、そして能登有料道路の全線無料化が2014

年１月30日と予定されている中、この内灘町

の将来発展における拠点となるべき位置に能

登有料道路内灘インターチェンジのフルイン

ター化の早急な取り組み、計画が必要でない

かというものが今回の質問でありました。 
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 私が今定例会一般質問の通告書を提出した

後、先般の来年度予算内示会におきまして内

灘インターチェンジ設置計画費が盛り込まれ

ておりましたことは、新聞などのメディアを

通して周知のところとなりましたが、この計

画は将来の内灘町発展の大いなる希望となり

ます。計画位置周辺の環境、土地利用につい

ても期待が広がるわけですが、この点につい

てどういう構想、計画を持っておられるのか

もお聞きします。 

 また、他市町に比べ特色ある、そして魅力

ある定住促進計画や企業誘致計画が必要にな

ってくると思われますが、そのような考えが

あるかもあわせてお聞きします。 

 私の質問は以上の２点です。 

 町長初め関係部局長には明快な答弁をお願

いいたします。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 生田議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 まず最初に、将来の内灘町発展のために必

要な職員像ということでのご質問でありまし

た。 

 私は、町長就任当初より、職員には住民参

加、情報公開、そして現場主義をモットーと

して住民の側に立ち、住民満足度の向上を追

求する必要性を求めてまいりました。また、

厳しい財政状況の中にあっても、町民本位で

将来に向けて明るい夢が持てるまちづくりを

町民の皆様とともに協働でつくり上げたい、

こんなふうに申し上げてまいったわけであり

ます。 

 町発展への原動力となるのは、まさに町職

員の気持ちと行動でありまして、その成果も

住民の満足度により評価されるものでありま

すし、職員に元気がないと町も活性化しない

わけであります。 

 職員には、住民全体の奉仕者としてはもと

よりでありますが、この困難な時期にこそ住

民との意思疎通を大切にしながら、心の通っ

た応対を求めるものであり、町を愛し、熱意

と誇りを持って職務に精励しなければならな

いと、このように思っているわけであります。 

 これまでまちづくりに関する研修や行財政

改革推進に関する部内ミーティング等を実施

しながら、職員の意識改革に努めてまいりま

したが、議員ご指摘のような職員としての資

質が問われるような言動がありましたら、ま

ことに遺憾なことであります。現にあったと

するならば厳重に注意をし、そして再び繰り

返すことのないように指導してまいりたいと、

こんなふうに思っているわけであります。 

 今後は職員の意欲向上や自己啓発及び組織

の活性化にポイントを置いて、活力と元気を

引き出す工夫に努めてまいりたいと、こんな

ふうに思っているわけであります。また、幹

部職員への登用や新規職員の採用の際には、

能力や人格が求められており、論文試験や面

接試験なども実施する中でまちづくりへの思

いや意欲も評価しておりますが、今後、そう

いった面をより一層重視をしながら、町民の

奉仕者、サービスマンとして町民に信頼され

るように努めてまいるよう努力したいと思い

ますので、ご理解をお願いしたいと思ってい

ます。 

 次に、能登有料道路内灘インターについて

のご質問であります。 

 ご承知のとおり、能登有料道路の放水路以

南の直線化につきましては、町の重要課題と

して従来から継続して国、県に要望をしてま

いったところであります。 

 関係各位のご尽力と金沢港へのコマツ進出

と相まって平成18年度から新規事業として採

択され、石川県で鋭意事業に取り組んでいた

だいているところであります。 

 能登有料道路の直線化によりまして、道路

ネットワークが形成をされ、自動車交通の分

散化が図られ、ラッシュ時の交通混雑・渋滞

が解消し、懸案でありました千鳥台、縁台地
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区周辺の居住環境が改善されることになるわ

けであります。また、直線化区間から昨年末

オープンいたしました大京商業施設への出入

りが可能になることから、金沢、能登方面か

らの集客による地域活性化が図られ、元気な

まちづくりに貢献するものと考えているわけ

でございます。 

 一方、現在進めております白帆台の住宅団

地造成、いわゆる北部地区土地区画整理事業

につきましては、平成19年度で施設整備がほ

ぼ完了し、平成20年度未に組合を解散する予

定となっているわけであります。現在、区域

内で進められています商業施設計画がまとま

り開業することになれば、白帆台地区の利便

性が増し、定住促進につながるものと期待し

ているところでもあります。 

 また、金沢港におけるコマツ第一工場の稼

働や第二工場の建設、さらに多くのコマツ関

連企業が進出し、これら企業に勤務する方々

の住宅地として良好な住宅環境を形成してい

る白帆台地区をコマツに対してＰＲ活動を行

っているわけであります。 

 このために有料道路の直線化事業とあわせ

て、内灘インターチェンジのフルインター化

は商業施設の集客にも有利となり、町の活性

化や定住促進を図る上で不可欠であることか

ら、これまで県に要望を行ってまいったわけ

であります。 

 しかしながら、当地で金沢方面への出入り

口を設置すると、放水路にかかる橋にまで影

響範囲が広がるために整備費が高くなること

になりますので、今回、整備費が安くなると

考えられる白帆台中央の権現森線に金沢方面

の出入り口を設置する基本構想を策定するた

め予算を計上したものであります。 

 北部地区にインターは、北部地区の利便性、

白帆台の定住促進等からも絶対必要だと考え

ているわけであります。能登有料道路は平成

26年１月に無料化、その後一般県道になると

伺っておりますので、これにおくれをとらな

いスケジュールで、関係機関に強く働きかけ

てまいりたいと思っているわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 １番、生田さん、答弁

漏れございませんか。 

 １番、生田さん。 

○１番【生田勇人君】 （議席より）自席よ

り失礼いたします。 

 １点目の内灘町職員に関する件なのですが、

先ほど申し上げましたとおり、当町各地区に

はたくさんの職員の方が居住しているのです

から、各地区の行事、町の行事に職員の方々

のボランティアでの参加を推奨、推進してい

く必要性があるのではないかと思います。 

 町民は、地域と町の活性化を思い無償で頑

張っているのです。人員不足である消防団員、

推進隊等への参入も認められているのですか

ら、そういうことももっともっと推奨してい

ただきたい。それが住民との目線を合わせ、

声を聞き、血の通った行政や住民サービス、

ひいては評価へとつながっていくのではない

かと考えますので、今後の取り組み方も少し

お聞かせください。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 生田議員の再質問

にお答えしたいと思います。 

 今おっしゃいましたとおり、日ごろから各

地区の行事や町が開催する行事に積極的なご

参加をいただいていわけでありまして、心か

ら感謝を申し上げる次第であります。 

 議員ご指摘のとおり、町職員は住民の皆様

と連携を密にして、そして地域との連帯感を

深めていくことはまことに重大なこと、重要

なことと、こんなふうに思っているわけであ

ります。 

 職員には、日ごろから各地区の行事に参加

を促しているわけであります。今後、改めて

より積極的な参加を奨励してまいりたいと、

こう思っているわけであります。 
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 また、お話があったように、防犯と交通安

全推進隊、さらには消防団のことであります

が、推進隊には現在４名の職員がなっている

わけでありますが、消防団員にはなっていな

いわけであります。地域の安全確保の上で両

組織ともなくてはならないものと、こんなふ

うに思っていますので、職員に入隊、さらに

は入団について働きかけをしてまいりたいと、

このように思っているわけであります。 

 次に、昨年の能登半島地震、そして大根布

近辺の集中豪雨の経験から、町の安全・安心

を確立するための体制づくりにおきまして、

新年度予算編成に洪水ハザードマップの作成

が組み込まれておりますが、この作成につい

ては洪水等の災害に備えた浸水想定区域や危

険箇所のマップ作成と認識しておりますが、

特別警戒水位の設定などデータ調査はこれか

ら準備に入ることと思われます。避難区域、

避難場所、避難誘導、警戒標識などの検討も

必要と思われます。ハザードマップ作成の概

要につきまして、一住民の防災知識として知

っておきたいと思いますが、ここでお伺いい

たします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長【渡辺旺君】 よろしいですか。 

○１番【生田勇人君】 （議席より）ありが

とうございました。 

○議長【渡辺旺君】 ４番、藤井良信さん。 

   〔４番 藤井良信君 登壇〕  次に、災害時に自力で避難できない高齢者

や障害のある方、乳児など災害時要援護者に

対する支援体制の整備についてお伺いいたし

ます。 

○４番【藤井良信君】 本日、傍聴の皆様方、

長時間ご苦労さまでございます。 

 平成20年度第１回内灘町議会定例会におき

まして一般質問をさせていただきます。  昨年の能登半島地震で震度６強を観測した

輪島市は、死者１人、重傷者46名、全半壊し

た建物は1,599戸に上る大きな被害でした。そ

の中で、65歳以上が約半数という市内でも特

に高齢化が進んでいた門前地区では死者、行

方不明ともにゼロで、地震発生から数時間後

にはすべての高齢者の安否確認がとれました。

それは、同地区が日ごろから行政と民生委員

が協力し要援護者情報を十分把握していたこ

とが上げられます。寝たきりの方は桃色、ひ

とり暮らしの人は黄色といった色分けされた

独自のマップが大いに役に立ったようであり

ます。 

 先月２月19日、耳を疑うようなまさかの事

故が飛び込んでまいりました。最新鋭を誇る

イージス護衛艦「あたご」とマグロはえ縄漁

船「清徳丸」との衝突事故です。被害に遭わ

れたご家族にお見舞いを申し上げますととも

に、原因の徹底解明は言うまでもなく、改め

て緊急時の危機管理体制の見直しが重要であ

ると感じております。 

 まず最初に、危機管理対策についてお伺い

いたします。 

 昨年９月２日、向粟崎小学校グラウンドを

主会場とする平成19年度内灘町と金沢市合同

震災訓練が開催されました。地域住民が一致

協力して、自分たちの地域は自分たちで守る

という共通認識を高めていくための訓練とし

て、また地域と行政初め防災関係者が一体と

なった体制での相互の連携と協調の大切さが

改めて求められているところです。 

 一方、新潟県中越沖地震では、地元の柏崎

市が要援護者の名簿を作成していたが、個人

情報の取り扱いに慎重だったことなどから地

元との情報共有が不十分で、迅速な安否確認

に活用されなかったと伝えられております。

公明党議員団は、こうした現状を重く見て、

要援護者の情報把握を含めた支援体制の推進

に取り組んでおります。 

 ここで災害に強いまちづくりとの観点から、

合同震災訓練の成果と今後の課題についてま

ずお聞かせください。  政府も昨年12月、犠牲者ゼロを目指して

 －43－



2009年度までをめどに要援護者の情報収集の

共有などを進めるための避難支援プランを各

市町村で策定の推進を決めております。同制

度の実施に当たり、町が特に注意を払っての

個人情報は、明らかに本人の利益になる場合、

本人の同意なしに第三者提供ができると思わ

れます。 

 次に、千鳥台で計画されておりますところ

の内灘高校横、準幹１号線から千鳥台５丁目

に至る準幹10号線道路整備の着工についてお

尋ねいたします。 

 この道路計画は、当初、コンフォモール内

灘オープンに向けての完成の予定となってお

り、コンフォモールへ通じる鉄板道路の千鳥

台信号付近の車の渋滞緩和対策として、また

千鳥台５丁目の救急用道路としての位置づけ

がされております。工事未着工の経緯と進捗

状況を明らかにしてください。着工が困難と

のことであれば、代案の計画については検討

はなされるのでしょうか、お伺いいたします。 

 ある自治体では、個人情報は生命の危険に

かかわる災害時の避難支援に活用することが

可能とした上で、本人またはその家族が登録

を申し込む手挙げ方式の採用をしております。

地元町会や自主防災組織、そして日ごろから

高齢者や障害のある方と接する機会の多いケ

アマネジャーやデイサービス事業者から参加

を呼びかけてもらうことで地域力のアップを

期待しているところです。 

 次に、特養老人ホーム夕陽ケ丘苑の施設整

備からお伺いいたします。 

 現在、入所申し込み済みの約70名の方々が

今遅しと入所の待ち受けをしております。加

えて今後、団塊世代の高齢化を控え、ますま

す入所希望者が増加してまいります。介護職

員の確保もさらに必要となってまいります。

介護従事者の多くは、高齢者の役に立つこと

で社会貢献をしたいとの使命と責任から、理

想を胸に資格を取得し、希望を持って介護の

道を歩まれます。まさに今、人材が求められ

ております。まずは介護に携わる人たちが安

心して暮らせるような労働条件と環境整備が

求められます。 

 取り組むべき対策のポイントとして、防災

及び福祉関係部局における避難支援プランの

検討はなされておりますでしょうか。 

 また、町全域の要援護者の情報が十分に把

握されておりますでしょうか。要援護者支援

班などの設置についてはどうでしょうか。避

難支援体制を進めていくための範囲を示し、

要援護者の情報伝達整備の充実はできている

でしょうか。 

 以上の観点から、災害時要援護者の支援対

策整備についてお伺いいたします。 

 次に、19年度整備事業の進捗状況から、北

陸鉄道浅野川沿線のガードレール改修工事に

ついてお尋ねします。 

 また、キャリアアップの仕組みの構築と福

祉介護現場における指針の実現などが重要と

考えられますが、年度内着工予定とされてお

りますところの夕陽ケ丘苑増築工事の進捗状

況と完成予定、施設概要など教えてください。 

 向粟崎地区内機具橋から踏切に至る町道と

北陸鉄道浅野川沿線との境界フェンスが30年

以上も前に築造されていることから、その老

朽化に伴い安全性が危惧されております。 

 また、現在、週２回、金沢医科大学から担

当の医師の往診による入所者の健康管理がさ

れておりますが、今回の増築工事において医

務室を新設することのより充実したサービス

機能の向上にも配慮されるべきとの声もあり

ますがいかがでしょうか、お伺いいたします。 

 ９月の補正予算に組まれておりますところ

のガードレール改修工事についていまだ着工

の様子を見ないのですが、改修箇所が内灘町

の玄関口でもあり、美観上からも住民の声が

早急な対応を求めております。この工事の進

捗状況をお聞かせください。 

 次に、平和教育について述べさせていただ

きます。 
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 2005年、国連の持続可能な開発のための10

年がスタートいたしました。この持続可能の

開発とは、未来の世代を犠牲にすることなく、

現在の必要を満たしていくことであるとされ

ております。また、教育の10年とは、世界じ

ゅうの人々がポジティブな社会変革と持続可

能な未来を実現するための価値観、行動、生

き方を学ぶ教育の機会とし、その重要性が示

されております。具体的内容としては、国際

的な実施計画の中で環境教育、平和教育、人

権教育、開発教育などが網羅されております。 

 また、1999年５月、ハーグ平和アピール世

界市民平和会議では、世界じゅうのあらゆる

教育が平和と文化のための教育を進めること

にあるとして、すべての教育機関が平和教育、

人権教育に取り組むキャンペーンを進めるこ

との宣言がなされております。 

 ここで本町の平和教育についての方針をお

示しください。 

 次に、『青年は荒野をめざす』とは五木寛

之の名作です。内灘町が持つ新しい青年のイ

メージから、内灘で未来を開く青年がはぐく

まれ、平和教育のモデル都市とする実行計画

が策定されるべきとここで提案いたしますが、

いかがでしょうか。また本年、内灘町闘争よ

り55周年を記念して「五木寛之、世界の平和

と文化を語る」と題した講演会などの開催は

なされないでしょうか、お伺いいたします。 

 次に、さきの12月度の議会におきまして私

の一般質問から、常設リサイクルステーショ

ンの設置要望を提案させていただきましたが、

早々、新年度予算計画に取り入れられ、町の

環境教育を含めての速やかな対応に喜んでい

るところでございます。 

 また、津幡町では地球温暖化防止の実行計

画が策定されました。ついこの間です。これ

により、庁舎を含む町の施設は京都議定書に

係る６％の二酸化炭素削減目標が達成される

こととなるようです。電気代にして年間1,754

万円の光熱費節約に加え、地球環境に大いに

貢献したと関係者は胸を張って喜んでおりま

した。 

 しかし、驚くべきことは、この温暖化防止

実行計画書が外注ではなく、都市建設課３名

の職員がプロジェクトチームを組んで調査研

究し、１年がかりで仕上げたようであります。

その策定の作成費用ゼロ円。実質の製本代及

びコピー代、用紙代、諸費用に50万円が計上

されたようでございます。 

 内灘町でもぜひそのようにしてほしいとの

そんなやぼな話はいたしません。二番せんじ

は後味が悪いんです。 

 申し上げるまでもなく、時代は情報戦略の

真っただ中にあります。パソコンで「平和教

育」を検索すると膨大な情報が配信されます。 

 ここで、まちづくり政策部の若い知性をお

かりし、新しい感性からの平和教育実行計画

の作成が実現されることはないでしょうか。

また、平和教育推進のプロジェクトチームが

県の平和教育に魁て広域を先駆するポジショ

ンの確立で新しい内灘の地域資源発掘の研究

の推進とはならないでしょうか。グローバル

な視点からとらえた平和教育のまちづくりを、

時には金沢市の歴史と文化のまちづくりに学

び、近い将来は金沢市との連携協定の中で広

域での平和教育推進都市計画が実行されるべ

きと考えますが、いかがでしょうか。ご所見

お示しください。 

 また、20年度予算編成から文化会館自主事

業はこれらのことから平和教育実行計画のプ

ロジェクト推進のための研究費に活用される

べきと考えますが、ご見解をお示しください。 

 次に、さきごろ学習指導要領改訂案が公表

されました。新たに学校全体での道徳教育が

見直され、09年度からの道徳の先行実施とな

っております。「道を教えることが徳である」

と聞いております。教師が人の子の手本とな

って、そして人の子がそれにのっとる、その

学ぶ純粋な姿勢が徳であるとあります。ただ

し、その前に、まず教師の側の道徳教育、人
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間教育が重要となってまいります。道とは平

和であり、人権であり、教育であると言われ

ます。 

 最後になりますが、そういった事柄も含め

て、新教育長の教育にかける所信と抱負など

お聞かせください。 

 以上、私の一般質問とします。 

 ありがとうございました。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 藤井議員の一般質

問から、私からは夕陽ケ丘苑の進捗状況につ

いてお話をしたいと思います。 

 初めに、夕陽ケ丘苑の運営方針についてで

ありますが、入所されている高齢者の方々は

長年にわたって社会のために貢献された人た

ちであり、その方々に家庭的な雰囲気の中で

自立した日常生活を尊厳を持って送ることが

できるよう、職員が入所者一人一人の生活リ

ズムに合わせて何の不安もない心豊かな老後

を送っていただく総合的なサービスを提供す

ることが夕陽ケ丘苑の運営方針でございます。 

 次に、介護職員の人材確保でありますが、

全国的に各介護保険施設の共通の課題であり

まして、これは介護福祉士資格を取得しても

介護業務に従事しない潜在介護職員が増加し

ているためでありまして、その理由として職

員の給料の安さや深夜までの重労働などにあ

ると言われているわけであります。 

 夕陽ケ丘苑におきましても同様のことから、

私が理事長に就任後の平成17年10月に全職員

を対象に施設の入所者のサービスの低下につ

ながらないように給与の引き上げをしたとこ

ろでございます。 

 私は、町高齢者福祉行政を進める上でも夕

陽ケ丘苑は重要な施設であると認識いたして

おりますし、今後も夕陽ケ丘苑運営上欠くこ

とのできない介護職員の人材確保については、

雇用環境の改善を図りながら取り組んでまい

りたいと、こんなふうに思っているわけであ

ります。 

 次に、増築工事の進捗状況でありますが、

今回の増築は町民の皆様方よりかねてからの

要望のありました待機者解消のために行う増

築工事でありまして、ユニットケア型個室40

床を現在の施設の西側に建設するものでござ

います。ユニットケア型というのは、個人の

プライバシーの尊重を図ることを主眼に、全

室トイレつきの個室になっているわけであり

ます。 

 工事の進捗状況でございますが、既に実施

設計も完了し、県からの補助金内示を待って

おりましたが、先月２月29日に内示があった

わけでございます。今後の日程といたしまし

て、入札を３月18日に予定いたしまして、入

札後建築確認がおり次第、工事に着工するこ

とになっているわけでございます。完成につ

きましては、平成20年、ことしの12月未の予

定をしているわけでございまして、平成21年

２月に開所する予定でございます。 

 次に、医務室の新設についてご要望があり

ましたが、医務室を設置して診察を行うと入

所者の方々が車いすで診察室まで移動しなけ

ればならない。移動時間や体調面に係る入所

者の負担を考慮して、現在、診察は医師が入

所者の部屋を回って診察をいただいているわ

けでございます。こういうことですから、ご

指摘の医務室の設置につきましては考慮して

ございません。 

 なお、医療面において家族との面談が必要

な際には、各部屋や相談室などの利用で対応

したいと考えておりますので、ぜひともご理

解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 藤井議員の平和教

育についてのご質問にお答えをいたします。 

 内灘町では、平和を希求する町民の願いを

実現するとの観点から、平成４年に平和都市
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宣言を行いまして、その啓発看板を町内２カ

所に設置したほか、平成８年には福祉センタ

ー横の泉源公園に平和都市宣言像を建立して、

町民の平和への願いを形あるものとして広く

訴えているところでございます。また、現在、

学校教育の現場では、社会科の授業において

戦争の歴史を学ぶことなど平和についての教

育を実施しているところでございます。 

 議員ご質問のとおり、生涯学習であるとか

学校教育であるとか、こういったものにかか

わるあらゆる機関が平和教育を実施すること

は人類が求めてやまない平和な世界を実現す

るためには欠くことのできないものであると、

そのように認識いたしております。 

 内灘町といたしましても、このような考え

を今後とも堅持しつつ、平和というコンセプ

トを念頭に置いた教育施策を実施していく所

存でございます。 

 また、ご提案の平和教育のモデル都市実行

計画であるとか、広域での平和教育推進都市

計画の策定等といった事柄につきましては大

変意義深いものであると存じますことから、

今後の検討課題とさせていただきたいと存じ

ます。 

 それから、平和教育は平和な状態を維持す

るためにどうすればよいかを学ぶそういった

ものでありまして、平和のとうとさ、命のと

うとさなど人権学習の大きな柱となっている

ところでございます。 

 ご質問の中にありました平成20年度の文化

会館自主事業につきましては、本年がご質問

の中にもありましたけれども、内灘闘争から

55年という節目の年に当たりますことから、

「平和」を重要なテーマとして、この事業に

臨んでいきたいと、そのように考えておりま

す。 

 藤井議員のご提案等も参考にさせていただ

きながら、今後の取り組みを考えたいと存じ

ますし、また、世界の凧の祭典など各種のイ

ベントにおいても、この年は何らかの形で平

和を訴えるような、そのようなものにしたい

と存じております。 

 それから、藤井議員のご質問の最後の部分

にありました新教育長としての所信と抱負を

述べよという件についてお答えをいたします。 

 私は、人間を人間たらしめているものはそ

の教育であると考えております。人類が数百

万年の進化の過程を経て、今日の成熟した人

間社会を築き得たのは知識を集積して知恵を

生み出し、それを次の世代へと代々にわたっ

て譲り渡し、また受け継いでいくという、そ

うした営々とした知恵の伝承があったからで

あると考えております。そうした人間の営み

を教育と呼び、人間はその教育の営みによっ

てこそ今日の繁栄を築き得たのだと、そのよ

うに考えております。 

 そして、人間はいつの時代にあっても自分

たちが受け継いだとき以上の社会を次の世代

に残していくという、そういうとうとい使命

を帯びているのであると考えております。そ

して、その使命を果たすものこそが教育であ

ると、そのような認識をいたしております。 

 昭和22年に制定されました旧教育基本法は、

平成18年に全部改正され新しい教育基本法が

制定されておりますが、新旧いずれの教育基

本法も第１条の始まりは同じでございまして、

「教育は、人格の完成を目指し」というとこ

ろから始まっております。この言葉から始ま

っていますように、そうした人格の完成を目

指すというその営みの中にこそ、いつの時代

にあっても常に最高の知恵を獲得する、その

個人的な教育的な営みが社会の進歩につなが

っているのだというその真理が反映されてい

るのだと、そのように考えております。 

 そして、当然なことではありますが、新旧

いずれの教育基本法の前文でもうたわれてい

るとおり、日本国憲法の精神にのっとり、平

和を希求する人間の育成を目指した、そうい

った教育を推進しなければならないと、その

ように考えております。私は、そうした見地
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に立って、この内灘町の教育行政の一翼を担

わせていただきたいと、そのように考えてお

ります。 

 内灘町の教育行政は、学校教育と生涯学習

と大きく分けて２つの分野から成っておりま

すが、私はこれらが個々別々にあるのではな

く、相互に密接なかかわりを持つそういう意

図的な強い意思を働かせながら、それらを連

携させて職務の遂行に当たっていかねばなら

ないと考えております。 

 学校教育の課題の多くは、社会そのものの

あり方にかかっております。また、環境教育

などのように社会そのもののあり方にも深く

かかわるという、そういう大きな要素を学校

教育が担っているという、そういう側面も持

っております。 

 先ほどは藤井議員からご質問の中で、教育

に携わる者のあり方などさまざまなご提案が

ございましたが、そういったことも含めて、

今後、全力で取り組んでいきたいと存じます。 

 ともあれ、内灘町の子供たちが健やかな環

境のもとにはぐくまれるように、ハード、ソ

フト両面にわたり学校教育の充実を図るとと

もに、また内灘町に暮らす人々が住みよい環

境で暮らし続けられるように、この生涯学習

行政も町が策定しております生涯学習推進基

本構想に沿った形で推進し、本町教育行政の

なし得る最善を尽くして、住みよい内灘町づ

くりに邁進したいと考えております。 

 以上、新しい教育長としての私の所信と抱

負の一端を申し述べさせていただきましたが、

これらの成否はひとえに議員各位を初め町民

の皆さんのご協力、ご理解があってこそ可能

なものでございまして、この機会に改めて議

会の皆様や町民の皆様にご理解とご協力を賜

りますようお願いをいたしまして、所信と抱

負の表明にかえさせていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 高木和彦総務部長兼ま

ちづくり政策部長。 

〔総務部長兼まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長兼まちづくり政策部長【高木和彦

君】 私のほうから、１点目の地域支援対策

の拡充の中で、震災訓練についてお答えをい

たします。 

 平成19年９月、向粟崎小学校グラウンドを

主会場に、内灘町・金沢市合同震災訓練を実

施いたしました。訓練には、内灘町民のほか、

金沢市との災害相互応援協定に基づき参加さ

れた金沢市粟崎校下の方々を含め約650名参

加をいただきました。 

 ２回目となる金沢市との合同訓練は、町長

と金沢市長との衛星電話による相互応援の確

認に始まり、町消防本部と金沢医科大学災害

医療チームとの合同による救出訓練、また住

民の皆さんによる集団避難訓練、応急手当訓

練、消火訓練など18種目の実践型の訓練をい

たしました。今回の訓練により、震災初動時

における関係機関の相互連携、協調体制の確

立、住民、地域、行政の自助、共助、公助の

役割分担の確認、住民の皆さんの防災意識の

高揚が図られたと思います。 

 課題としては、今回は行政側だけで立案を

した訓練でありました。訓練の企画立案段階

から住民の皆さんにもご参加いただけばよか

ったという反省の思いがあります。 

 また、ご質問された要援護者への対応も課

題としてあります。その災害時要援護者の支

援体制の整備についてでありますが、避難支

援プランの全体計画につきましては、議員ご

指摘のとおり、国、県から平成21年度までを

めどに作成する旨、指導がございます。 

 このプラン策定の手順として、①要援護者

の特定、②要援護者情報の収集・共有、③避

難支援プランの策定であり、それに基づき要

援護者の避難訓練も実施してまいりたいと考

えております。 

 現在、①の要援護者の特定について事務を

進めており、これまで民生福祉部局だけで所
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有、把握していた情報を防災部局でも共有し、

要援護者支援台帳の基礎となる台帳を共有い

たしております。今後は、それに基づくマッ

プを早急に作成するとともに、防災と民生福

祉部門合同の計画推進会議を開催しまして、

議員ご指摘の避難支援プランの検討、要援護

者支援班の設置、要援護者情報の伝達整備な

どを検討し、20年度中に計画策定を目標とし

て進めたいと考えています。 

 ご質問のハザードマップにつきましては、

都市整備部長のほうから詳細をご説明いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長【渡辺旺君】 中本英夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕 

○都市整備部長【中本英夫君】 私のほうか

ら２点の答弁をさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、ハザードマップの関係でございます

けれども、近年の集中豪雨等によって浸水被

害は、河川のはんらんなどによる外水からの

被害、また内水が排除できないため起きる内

水被害が発生しまして、住民の生活活動や社

会経済に大きな影響を与えるものとなってお

ります。 

 現在、石川県では大野川、河北潟等が大雨

により増水し、堤防の決壊や堤防からあふれ

た場合に浸水が想定される区域とその被害程

度を示す外水のハザードマップを作成してお

ります。 

 町は平成20年度において、この石川県の洪

水ハザードマップに基づきまして、水害のお

それのあるときは避難準備、避難勧告、避難

指示を行う情報の伝達や避難場所など必要な

事項を作成するための予算を計上いたしまし

た。作成しましたハザードマップを公開して、

浸水が想定される区域の住民、町会は平常時

から自助意識、防災意識を高めていただき、

今後、災害が想定されるときには、町と連携

を図り速やかな避難活動などがとれる体制づ

くりをしていく必要があるというふうに考え

てございます。 

 次に、19年度事業の進捗状況ということで、

２点のご質問がございました。 

 まず、浅野川線沿線のガードレールの改修

についてでございます。 

 このガードレール改修につきましては、昨

年の９月定例会で改修工事に係る費用を補正

予算で計上いたしましたが、その財源は全額

町の一般財源としたものでございました。し

かし、厳しい財政状況の中で何か補助金がな

いかというふうなことで石川県と協議を重ね

てまいりましたところ、ガードレール改修工

事がまちづくり交付金事業の補助対象事業と

して対応が可能というふうなことになりまし

た。 

 そこで、昨年９月補正で計上いたしました

改修工事に係る予算を今３月定例において減

額しまして、平成20年度のまちづくり交付金

事業で改修工事を実施するというふうなこと

にしておりますので、ご理解をお願いしたい

というふうに思います。 

 次に、準幹10号線の道路整備に関してでご

ざいます。 

 この道路整備につきましては、平成18年度

に国の補助対象事業として取り組んでござい

ます。平成18年度には内灘高校用地の一部を

買収しまして、平成19年度には個人の地権者

の方と用地交渉を重ねております。地権者の

うち１名の方は専業農家でございまして、農

地の代替用地の確保が必須条件で、現段階で

は条件に合うような農地がなく、難航してい

るというふうな状況でございます。また、も

う１名の方は、当該区域で過去にありました

開発計画に係る問題を提起されまして、交渉

が複雑化しまして、現在難航しているという

ふうな状況でございます。 

 この事業は補助対象事業であることから、

厳しい現状について石川県と協議しましたと

ころ、平成19年度に計上しておりました土地

購入費については減額するというふうなこと
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になりまして、来年度、平成20年以降につき

ましては、地権者との用地交渉が成立し次第、

町の土地開発公社で対応するというふうなこ

とにしてございます。 

 なお、現在のところ､道路の位置については

変更するというふうな案は検討しておらず、

交渉につきましては継続して粘り強く取り組

んでいくというふうな所存でございますので、

ご理解を願いたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 ４番、藤井さん、答弁

漏れございませんか。 

 ４番。 

○４番【藤井良信君】 （議席より）１つだ

けちょっとお伺いいたします。 

 ガードレールの改修工事の今、まちづくり

交付金の事業、これに新年度変更したという

ことでございますが、それにちょっと関係す

ると思うんですが、今の事業の向こう側、踏

切を挟んだ向こう側ですね。同じ木さくのフ

ェンスが県道側にあると思うんですが、ああ

いったのはどうなんですか。いつごろ建てら

れて、どこで建てられたのか、それがちょっ

とわからない。できれば一緒にやってもらい

たいなという希望からそういうことを言って

みたんですけれども。 

 どうせ道路特定財源使わせていただくとい

う申請するんでしょうから、そういったこと

もいかがかなということも、美観上から考え

てみるわけですけれども、その辺はいかがな

ものなんでしょう。 

○議長【渡辺旺君】 中本英夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕 

○都市整備部長【中本英夫君】 藤井議員の

再質問にお答えいたしますけれども、今、ご

指摘の箇所につきましては、石川県の県道部

分でございまして、その木さく部分につきま

してはだれが、北陸鉄道が設置したのか、石

川県が設置したのか私どもで調べているんで

すけれども、ちょっとわからないような状況

でございます。 

 そこの部分につきましては、町は石川県に

対して同時に施工をしていただきたいという

ふうな要望は今現在しているところでござい

ます。 

○４番【藤井良信君】 （議席より）ありが

とうございます。大体そういった規模で進め

ておられるということであれば、あそこも一

遍にきれいになれば駅前がきれいになるなと

いうことでございますので。 

 ただ、もう一つは、あそこによくポスター

なんか張ってあるんですよ。持ち主がわから

ないと、また失礼なことにもならないかなと

いうこともございますので、その辺、いま一

度またお時間はいつでも結構ですから、あそ

このいわゆる管理権というんですか、どこが

管理されるのか、その辺明確にしていただけ

ればと思いますけれども、よろしくお願いし

ます。 

 ありがとうございました。 

○議長【渡辺旺君】 よろしいですね。 

 ６番、北川悦子さん。 

   〔６番 北川悦子君 登壇〕 

○６番【北川悦子君】 ６番、日本共産党の

北川悦子です。 

 通告の順序をちょっと変えさせていただき

まして、一番下の平成20年度予算の中で、こ

とし４月実施予定の後期高齢者医療制度につ

いてお尋ねします。 

 ことしの４月より、大きく医療制度を変え

ようとしています。後期高齢者医療制度は75

歳以上の方の保険料を年金から天引きするこ

とで確実に納入させ、高齢の方々の医療を別

枠にすることで若い人たちの保険料も安くな

るようなイメージで後期高齢者医療制度をス

タートさせようとしています。 

 受けられる医療の中身を今後どう変えよう

としているのか。また、２年ごとの見直しで

保険料はどのように変わっていくのか。どの

説明会でも説明されていないように思います。
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年金から天引きされること、扶養家族であっ

ても１人ずつ保険料がかかってくること、今

までよりほとんどの方が高くならないといっ

たような説明会であったように思います。 

 内灘町の説明会は、高齢の方たちにとりち

ょうど出かけにくい夜行われたために参加者

も少なかったと聞いております。今後の周知、

相談窓口体制をお聞かせください。 

 また、予算の中に国民健康保険費の中に後

期高齢者支援金２億4,729万6,000円が計上さ

れていますが、これは加入者数によって毎年

計上されてくるものでしょうか。また、２年

後の見直しで後期高齢者医療保険料が増額に

なれば支援金も連動して上がるものではない

でしょうか、お伺いいたします。 

 他市町村では、国民健康保険料の値上げ案

も出されているところがあるように聞いてい

ます。内灘は、後期高齢者医療制度の実施で

影響はないのでしょうか、お伺いしたいと思

います。 

 また、厚生労働省は現在、老人保健法に基

づく基本健康診査は40歳以上を対象にしてい

ますけれども、４月からは75歳以上の後期高

齢者の健康診査になり、実施しなくてもよい

努力義務に格下げされ、さらに血圧を下げる

薬、インスリン注射とか、または血糖値を下

げる薬、コレステロールを下げる薬のどれか

を使用していれば、既に治療中で生活習慣の

必要な検査をしているとみなし、実施の必要

薄く、対象者から除くとしています。医療費

抑制のねらいが露骨に表明されているように

思います。 

 内灘町では、健康診査事業として422万

1,000円の計上となっていますが、希望者全員

がこの予算で受けることができるのでしょう

か、お伺いしたいと思います。 

 それから、65歳から74歳までの障害のある

方たちは後期高齢者に移行するかしないかは

選択性になっています。移行しない場合、今

までどおりの補助を受けられるのか、お伺い

いしたいと思います。 

 ２つ目には、２月よりスタートとしたコミ

ュニティバスについてお伺いいたします。 

 ２月中は、寒い中とはいえ無料とあってた

くさんの方々の乗車があり、超満員でおりる

のに苦労したといううれしい話も聞きました。

小さく向かい合わせに乗るバスなので、私が

乗車したときも見ず知らずの方から病気の話

やら、また若いころの話やら、いろんな話を

声かけていただきました。また、小さいお子

さんには言葉をかけて、バスの中は本当にや

わらかな空気が流れて、込んでくれば席を譲

り合う若い人の姿も多く見られました。 

 私は、よく金沢へバスで通勤しておりまし

たけれども、なかなかこういう光景には出会

うことができませんでした。また、西荒屋の

方は「食事の買い物に出るのに片道350円かか

っていたのが、今回これで安くなって大変う

れしい」と言われていました。車社会の中、

小さい子供たちはバスに乗ってみる機会がで

き、珍しそうに乗っている姿は本当にほほ笑

ましく映りました。 

 無料期間が過ぎ、意見がたくさん寄せられ

ているかと思います。２月の無料期間の15日

間の統計で見ますと、乗車数が一番高いとこ

ろは福祉センター、次いで内灘町役場、コン

フォモール内灘、内灘駅となっています。内

灘町役場は乗り継ぎのためと思われます。 

 ほのぼの湯へ行くために南部ルートの方々

の乗り継ぎをなくしてほしいという声を多く

聞かれます。悪天候の中でも、役場で乗り継

がないと行かれないと聞くと「サンセットパ

ークから歩いていく」とおりた人がいました。

「いいね、私は足が痛くて歩けないわ」と言

われ役場まで乗っていった方にも出会いまし

た。また、待ち合わせ時間が長くてみんなが

歩き出したら、これは自分も歩かなければと

思われたのか高齢の方が自宅まで歩いて帰っ

て、10日間ほど関節の痛みが治らなかったと

いう話も聞いています。 
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 乗りかえの待ち合わせ時間が最高32分、短

くて２分。ただ、サンセットブリッジの向こ

う側に福祉センターを目の前にして役場へ戻

り乗りかえとは、実に罪な話ではないでしょ

うか。福祉センター行きバスの廃止に伴う代

替の趣旨もあります。内灘橋を渡り、福祉セ

ンターへ寄ってから金沢医科大病院へのコー

ス変更を早急にすることはできないでしょう

か。 

 ほのぼの湯の方にお聞きしますと、時間帯

がばらばらになって入浴者が訪れるようにな

ったようで、ただバス代が有料になったこと

で減ってきているように伺いました。温泉に

入り、皆さんと話をすることで予防対策、健

康の源になります。一人でも多くの人にほの

ぼの湯で元気になってもらいたいと思います。 

 65歳以上の方には、ほのぼの湯乗車は無料

にすべきではないでしょうか。また、ほのぼ

の湯の乗車口に以前手すりをつけていただき

ました。この手すりを利用するというのは難

しい問題でしょうか。 

 そのほか、乗ってみて思いましたのは、医

科大構内、またコンフォモール内灘駐車場内

を走るわけですが、事故が起きた場合、責任

の対策はしっかりできているのでしょうか、

お伺いして、３番目の質問に移りたいと思い

ます。 

 障害のある児童たちの小学６年生までの学

童保育の拡張を求めます。障害のある子らの

将来を思うとき、いつも一つでも多くの経験

と交わりの場をつくってやりたい。地域の中

で生き育っていく彼らに、障害を受け入れ理

解してくれる人をつくってやりたいと願って

います。もちろん、子より親は長く生きられ

ないのが常だから、この思いは非常に強くわ

き上がってきます。お金がかかっても児童デ

イサービスや日中一時支援、ガイドヘルパー

などの障害福祉サービスを使いながら、少し

でも力をつけてほしい。生まれてきたことに

喜びや楽しい思いを味わってほしいと願いな

がら、親や家族は毎日格闘しているのが現実

です。 

 特に長い夏休みは、親子とも日常生活が崩

れ、悩みの種になっています。健常児と比べ、

戻るのに大変な時間を費やします。また、小

学５年生、６年生になってもとても一人で留

守番をさせておけない状態です。働いている

お母さんにとって障害福祉サービスのみでは

対応できません。 

 以上の点からも、障害のある子らの学童を

小学６年生まで地域の学童での拡充を求めま

す。 

 ４つ目の質問に移ります。 

 先ほど水口議員のほうから、詳しく学校給

食の点で質問がありましたので、私のほうは

簡単に質問させていただきます。 

 学校給食、保育園給食の食の安全性につい

てお伺いいたします。 

 金沢の保育園に続いて、３月４日、向陽台

保育園においてサワラが原因の食中毒が発生

しました。アレルギー物質のヒスタミンが検

出されたときのう報道されていました。 

 また、中国製冷凍ギョーザに農薬がまじっ

ていた事件を初めとして、その後も冷凍食品

の農薬混入事件が相次いでいました。小中学

校の給食を出している共同調理場、中国から

の冷凍食品、野菜を中止したと聞いています

が、保育園給食も含めてどのような対処をし

たのか、お伺いしたいと思います。 

 先ほど水口議員も言われましたように、住

んでいる土地に育った食材が一番健康によく、

安心でもあります。学校給食におきましても、

地産地消の推進として平成22年度までに30％

以上にすることが農林水産省の行動計画にも

盛り込まれて、全国各地でいろんな取り組み

がなされています。内灘町の学校給食におい

ての地産地消率と取り組みについてお聞かせ

ください。 

 また、共同調理場で働く人々についてお尋

ねします。 
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 嘱託職員の募集が出ていました。賃金労働

条件に変更があったのでしょうか。他の分野

の嘱託職員、既存の方々も含めての労働条件

の変更をしたのでしょうか、お伺いします。 

 以前から調理場は空調が悪く、冬は寒く、

夏は暑く、大変な中、足腰痛めながら働くこ

とになることが多いようです。現状をお伺い

したいと思います。 

 また、予算説明の中で６階のラウンジに学

校給食をという話がありました。これは共同

調理場でつくった給食を６階のラウンジのほ

うへ持っていくというものなのでしょうか。

そうなると、責任問題とか、労働負担をどの

ように考えているのか､お伺いしたいと思い

ます。 

 以上、学校給食について５点お伺いして、

最後に、林帯の遊歩道についてお伺いします。 

 年々時期を問わず遊歩道を散歩される方が

ふえてきています。特にことし４月より、生

活習慣病や動脈硬化などの原因とされるメタ

ボリックシンドローム、いわゆる内臓脂肪症

候群を早期に発見する特定健診・特定保健指

導が始まります。１日１万歩とバランスのと

れた食事をうたい文句に、ますます歩く人が

ふえてきます。トイレの近い人は苦痛です。

現在、恐竜公園、鶴ケ丘神社にトイレがあり

ますけれども、もう一つ緑台方面にトイレの

設置をお願いいたしまして、質問を終わらせ

ていただきます。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川悦子議員の一

般質問から、私のほうからは障害のある児童

たちへの学童保育の拡張をという質問に対し

てお答えをしたいと思います。 

 現在、内灘町の６カ所の学童保育クラブの

うち、小学校３年生までの保育を５カ所で実

施し、小学校４年生までの保育を１カ所で試

行しているわけでございます。平成20年度か

らは、小学校４年生までの保育を１カ所ふや

しまして２カ所で試行する予定でございます。 

 議員ご質問の障害を持ったお子様について、

小学校６年生までに対象年齢を拡大できない

かにつきましては、現行での対象年齢が小学

校３年生までや、施設の状況、そして職員の

増員などの課題もありまして、現段階では難

しいと考えているわけであります。しかしな

がら、夏休み期間中における障害を持ったお

子様の小学校６年生までの保育につきまして

は、平成19年度からすべての学童保育クラブ

において小学校４年生までの保育を実施して

おり、障害を持ったお子様の保育も行ってい

ることから、今後実施に向けまして具体的検

討してまいりたいと思っているわけでござい

ます。 

 また、平成20年度から新たに学童保育クラ

ブにおきまして一時保育も実施するなど、保

護者の仕事と子育ての両立をより一層支援し

ていきたいと考えておりますので、ご理解い

ただきますようにお願いしたいと思います。 

 私からは以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 高木和彦総務部長兼ま

ちづくり政策部長。 

〔総務部長兼まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長兼まちづくり政策部長【高木和彦

君】 私から、コミュニティバスとほのぼの

湯の件についてお答えをいたします。 

 今回導入いたしました内灘町コミュニティ

バスのまず基本的な考え方につきまして、高

齢者など交通弱者に配慮した移動手段の確保、

また持続可能な公共交通の実現、環境に配慮

した公共交通の実現など社会、経済、環境と

いう３つの視点を盛り込んだ内灘町公共交通

活性化計画を基本としているものであります。

ご承知のとおり、２月１日から無料運行を開

始しまして、当初の予想を大きく上回る利用

をいただいております。 

 この間に職員も同乗しながら、直接利用者

の皆さんからたくさんの意見を伺っておりま

す。その中で、南部ルートにつきましては議
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員ご指摘のとおり、福祉センターへの乗り継

ぎの待ち時間、北部ルートでは南部地区に買

い物などに出かける場合など同じく乗り継ぎ

の待ち時間、それらを解消してほしいという

意見が多くございます。この問題は、ルート

検討の段階から課題として想定いたしており

ましたが、１ループの時間が余り長くなりま

すと、また定時制がなくなりますと、全体と

しての利用が下がってしまうという、そうい

う考え方から現行のルートを、あるいは１ル

ープの時間を決定いたしております。 

 なお、今回の運行につきましては実証実験

であります。今後、ルートなどを含めた課題、

問題点、議員ご指摘の点も踏まえて、利用者

の意見を聞きながら、町民に広く親しまれ利

用いただけるように改善を図ってまいりたい

と考えております。なお、ルートを変更する

場合には、バス停や車内放送、時刻表など変

更費用とまた手続き上、警察、運輸局との協

議や地域公共交通会議に諮るなど、費用と時

間を要します。それで、すぐには変更できな

いこともご理解をいただきたいと思います。 

 なお、バスには搭乗者の保険が掛けられて

おります。 

 また、福祉センターほのぼの湯入り口の手

すりにつきましては、コミュニティバスの車

高が高いことなどにより、入り口のひさしに

接触するということで現在使えなくなってお

りますので、今、改修方法を検討いたしてお

ります。 

 次に、ほのぼの湯を利用する高齢者のバス

料金を無料にという件でありますが、福祉セ

ンターほのぼの湯が高齢者の憩いの場として、

また健康増進と、そういう機能を果たしてい

ることは十分承知をしております。その福祉

施策として一般の方よりも安い入館料金を設

定しているところであります。 

 バス料金につきましては、収入の確保と受

益者負担の公平性という観点から、また１乗

車100円という低廉な運賃でありますので、ぜ

ひご理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 中本英夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕 

○都市整備部長【中本英夫君】 私のほうか

ら、林帯遊歩道のトイレの増設についてお答

えをいたします。 

 林帯遊歩道は、平成８年度に完成をしてお

りますが、その後健康づくりや自然とのふれ

あいゾーンとして、朝夕多くの町民の方々が

散策、ジョギングなどを楽しんでおられます。

うちなだの里から鉄板道路を越えて縁台の終

点まで、距離にして全長約2.2キロメートルぐ

らいございます。その片道の所要時間は人に

よって多少の違いはありますけれども、おお

むね25分前後かなというふうに思います。 

 現在、林帯遊歩道内には、鉄板道路とうち

なだの里の中央部に位置します鶴ケ丘神社に

併設してトイレが１カ所あります。遊歩道を

利用していただいている方々には自由に使っ

ていただいております。緑台方面での増設と

いうふうなことでございますけれども、鶴ケ

丘神社にありますトイレは遊歩道の両端から

でも15分前後の位置にありますので、トイレ

の増設は現在のところ考えてございませんの

で、ご理解を願いたいというふうに思います。 

 なお、遊歩道利用者の皆様方には所要時間

等を考慮していただいて、既存のトイレ、ま

たは周辺の公共施設のトイレを効率的に使っ

ていただきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いしたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 川口克則町民生活課長。 

   〔町民生活課長 川口克則君 登壇〕 

○町民生活課長【川口克則君】 私からは、

保育所の給食体制についてお答えいたします。 

 現在の町立保育所６カ所につきましては、

向粟崎保育所を除いて築30年以上経過し、施

設の老朽化が進んでおります。調理室につき

ましても設備など古くなっておりますが、年
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１回、石川中央保健福祉センターの巡回指導

を受けており、栄養管理面や施設の安全面を

含め、衛生管理には十分配慮をいたしており

ます。 

 また、中国製冷凍食品における健康被害が

大きな社会問題となっておりますが、保育所

における食材につきましては安全性を確保し

ております。 

 今後は地元の食材をより一層活用し、将来

の担い手となる園児が、生まれ育った郷土の

食材の歴史や生産者の苦労と喜び、さらには

ふるさとを誇りに思う心の醸成を根づかせ、

食育推進の効果も期待できます地産地消の推

進に努めてまいりたいと考えております。 

○議長【渡辺旺君】 八田精三健康推進課長。 

   〔健康推進課長 八田精三君 登壇〕 

○健康推進課長【八田精三君】 それでは、

北川議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 まず、後期医療の健診の内容でございます

が、平成20年度から行われる健診制度は、生

活習慣病の予防対策に重点を置いております

が、町ではこれまでの健診内容を極力変えず

に高齢者に適した内容で行うため、金沢医科

大学病院や町内の医療機関の先生方と協議を

した結果、国が示す以上の検査項目でスター

トすることにしております。 

 次に、低所得者に対する対応でございます

が、保険料においては１人世帯で１年間の年

金収入額120万円以下の方は、均等割保険料の

７割が軽減され、年間保険料が１万3,644円と

なり、１カ月当たりにすると1,137円となるも

のでございます。内灘町では、制度以上の保

険料の軽減対策は考えておりませんが、その

ほかに県広域連合制度として災害時等により

被災され、生活保護並みの収入と認定された

方については、保険料の減免措置が設けられ

ることとなっております。 

 次に、後期高齢者医療制度の創設による国

民健康保険への影響についてでございますが、

国保の後期高齢者支援金の考え方は、全国の

後期高齢者医療被保険者の平均１人当たりの

医療費に被保険者数を乗じた額となっていま

す。 

 内灘町高齢者の１人当たりの医療費は石川

県でも高位にあり、全国平均より高くなって

いますので、これまでの老人保健拠出金とし

て支払っていた額と比較すると１億5,000万

円程度の減額となっておりますので、現時点

では内灘町の国保財政にとっては有利に働く

ものと考えております。しかし、将来的には

後期高齢者医療費の伸びが過大になると国保

財政に大きな影響を及ぼすことになり、楽観

視はできないというような思いを持っており

ます。 

 それから次に、国保から後期医療に移行し、

引き続きその世帯に国保の被保険者として残

った場合、国保の保険税負担がふえることが

ないのかについてでございますが、新たな国

保の制度では、国保に１人だけ残った場合に

おいて世帯別平等割を５年間半額にすること

となっておりますので、ご理解を賜りたいと

思います。 

 それから次に、糖尿病等のインスリンを打

っている場合に医療になるのかというご質問

ですが、それは確かに言われるとおり病気治

療になります。ですけれども、いろんなケー

スがありまして、受けられない項目が幾つか

あるんですけれども、その中で人、人によっ

て違いますので、その辺は少し先生に相談し

て対応していただきたいなというふうに考え

ております。 

 それから、75歳以上の422万円で健診が受け

られるのかというご質問でございますが、こ

れはうちのほうは後期医療から委託を受けて

内灘町で健診を実施するわけでございますが、

一応私どものほうは高齢者の人数に受診率を

見込みまして530人ほどだったと思うんです

けれども、そういった方の費用として見てご

ざいますので、もし不足が生じれば保険等の

補正が出るかと思いますので、その辺をひと
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つご了承願いたいと思います。    〔学校教育課長 北雅夫君 登壇〕 

 それから次に、寝たきり老人等の65歳から

74歳の方なんですけれども、この方は後期医

療制度へ行くのは本人の自由でございます。

選択でございます。それで、今現在、うちの

ほうでそういった脱退届が１月いっぱいで事

務を終わらせたと思うんですけれども、ほと

んどの方が障害へ行けば無料だと。最終的に

償還払いになりますけれども、ほとんどの方

が後期に行く対象なんだけれども、寝たきり

等１、２級重度の方、３級かな、そういった

方がそういう対象になるんですけれども、そ

の方のほとんどが後期は脱退して身障医療の

助成を受けたほうが得ですから、そのほうへ

移りたいという希望の方がほとんどでござい

ました。中には何人か、いや、そんなん関係

なしに後期へ行きますという方もおいでまし

た。 

○学校教育課長【北雅夫君】 私のほうから、

議員ご質問の中で学校給食についてお答えを

申し上げます。 

 先ほど午前中に水口議員のご質問にもお答

えいたしましたが、現在、学校給食共同調理

場におきましては、町内の小中学校６校に在

籍する児童生徒及び教職員などの給食を１日

約2,900食つくっております。私どもでは、児

童生徒などに安全で安心な給食を提供すると

いうことを最優先事項というふうに考えてお

ります。そのため、定期的に職員に対して衛

生管理に関する研修会を実施するほか、栄養

士２名の指導のもとで調理士資格を有してい

る者が調理に当たっているところであります。 

 先般、中国産ギョーザが原因と疑われる健

康被害事案が発生いたしましたが、直ちに食

材などの調査をいたしましたが、今回問題と

なったメーカーを初め、そういったものを使

用した事実はございませんでした。事案発生

後は中国産の食品については、原因と疑われ

る食品はもとより、安全性が確認されるまで

の間、野菜についても中国産は使用しないこ

とといたしております。それに伴いまして２

月にはメニューの一部変更や食材の変更を実

施いたしております。 

 それから次に、年金天引き等の周知のこと

なんですけれども、今言われたとおり、確か

に私どものほうで時間帯等も少し７時になっ

たのは特定健診等の一般の方の周知もしたか

ったために、ちょっと中途半端な時間になっ

たわけなんで、その辺は少し少なかったかな

というふうな気もいたしておりますが、また

チラシを、できれば全戸に広域の制度の内容

について少し周知したいなというふうに考え

ております。 

 今後は、さらに食品の選定に万全の注意を

払いますとともに、衛生管理の一層の徹底に

努めるように努力してまいりたいというふう

に考えております。 

 それから次に、保険料を２年間上げないの

かというご質問があったと思うんですけれど

も、その質問に対しては、一応基本的にはこ

の制度は医療費を石川県全体の老人で見込ん

で14万人ですけれども、見込んでかかる石川

県の平均でやっています。それで、今のとこ

ろ、２年間で３年目に行けば医療費が過大に、

予想以上に多くなれば変わる可能性があると

いうことで少しご理解をお願いしたいという

ふうに思っております。 

 また、地元産食材につきましても、安定供

給などの問題もございますが、今後ともでき

る限り取り入れてまいりたいというふうに考

えております。 

 次に、学校給食を通じた食育事業について

お答えをいたします。 

 来年度は、役場の６階ラウンジにおきまし

て給食調理用においてつくった給食そのもの

を保護者初め町民の皆様に提供いたしまして、

食に関する啓発事業をしていくという予定で

 以上で説明を終わりたいと思います。 

○議長【渡辺旺君】 北雅夫学校教育課長。 
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ございます。現在のところ、１学期中と２学

期中の年に２回、１週間、期間限定いたしま

して、１日10食程度を有料で提供するととも

に、献立表や食に関する啓発資料などをとも

に配布いたしまして、食育を推進していくと

いう予定でございます。 

 今後は、６階ラウンジの管理受託者であり

ます管理公社と協議しながら、詳細について

決定していく予定でございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 島田睦郎総務課参事。 

   〔総務課参事 島田睦郎君 登壇〕 

○総務課参事【島田睦郎君】 議員ご質問の

中の町嘱託職員の労働条件についてのお尋ね

にお答えをさせていただきます。 

 嘱託の保育士が募集しても応募が少なく確

保ができないことなど、その待遇について議

会のご指摘もあり、見直しをいたしました。

具体的には、給与面で年２回の賞与を廃止い

たしまして年額所得が下がらないよう給料月

額に平準化して引き上げをいたしました。 

 したがいまして、基本的には年間合計でこ

れまでと変わらないようにと考えたものであ

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

○議長【渡辺旺君】 ６番、北川悦子さん、

答弁漏れございませんか。 

○６番【北川悦子君】 （議席より）済みま

せん。しぶとくお尋ねします。 

 ある時間帯にだけ、コミュニティバスにつ

いてなんですけれども、この統計で見ると１

時とか、うちのことをしてお昼から出かけら

れる方が多いのかなと思うんですが、見ると

32分の待ち合わせがある時間が１日に２本ぐ

らい、32分とか22分というのがありますので、

その時間帯だけでもちょっと向こうへ行って、

医科大さんちょっと遠慮していただくとか、

もしくはしてもらうというような、５分ぐら

いの時間が多くなるかなとは思うんですが、

そんなふうにして一番おふろへ行かれる時間

帯を試行的にちょっとやってみるという考え

はないでしょうか。 

 それと、定期券も安いのでもうこれ以上安

くすることはできないということなんですけ

れども、例えば毎週水曜日はおふろの日とか、

26日はおふろの日とか、せめてちょっとほっ

とする何かそういう町自身のユニークなそう

いうものを考えて、少しでも負担にならない

ように考えていただけないかなということを

思います。 

 それから、調理場の先ほど労働条件につい

てお伺いいたしましたけれども、そしたら、

現在いらっしゃる方も同じような条件でとい

うことになるということですね。今働いてい

る既存の嘱託の方も、それから例えば職種が

違った場合も、それによって賃金なんかも違

ってくるかと思うんですけれども、そういう

ような基本的な考え方はボーナス、賞与を全

部月にしたということですね。 

○議長【渡辺旺君】 高木和彦総務部長兼ま

ちづくり政策部長。 

〔総務部長兼まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長兼まちづくり政策部長【高木和彦

君】 コミュニティバスについてお答えいた

します。 

 先ほどもお答えしたとおり、ルートの変更

につきましては、たとえ軽微なものであって

も手続上、関係機関との協議あるいは地域公

共交通会議に諮るということ、さらに住民の

皆さんにお渡ししてある時刻表、それからバ

ス停とか車内放送を全部変更しないと変更が

できません。ですから、費用と時間が一部変

わるとしてもかかることになりますので、こ

れについては全体の今ご意見を聞いた上で、

見直しの時期に諮っていきたいと思いますの

で、ご了解をいただきたいと思います。 

 それから、利用促進策としまして、今月の

30日にも無料でバスが乗れる、そういうイベ

ント的なものを企画しておりますので、また

そういうことでご理解をいただきたいと思い

ます。 
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○議長【渡辺旺君】 島田睦郎総務課参事。 

   〔総務課参事 島田睦郎君 登壇〕 

○総務課参事【島田睦郎君】 今ほどの再質

問ですけれども、嘱託職員につきましては全

嘱託職員につきまして、先ほど申し上げまし

たような給与面での見直しをさせていただき

ました。 

 以上です。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【渡辺旺君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後３時15分といたします。 

           午後２時57分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後３時15分再開 

    ○再   開 

○議長【渡辺旺君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 10番、清水文雄君さん。 

   〔10番 清水文雄君 登壇〕 

○10番【清水文雄君】 傍聴者の皆さん、ご

苦労さまでございます。お疲れだとはいうふ

うに思いますけれども、よろしくお願いをい

たします。 

 清水文雄でございます。 

 質問に入る前に、まず、きのうから、きの

うのテレビやら、きょうの朝刊でも盛んに報

道がされておったわけですけれども、町内の

向陽台保育所で食中毒があったということが

報道されております。この議会で、まず町長

なり担当部署からその報告があってしかるべ

きなんじゃないかなと。議員のところにはフ

ァクスで報告がされておりますけれども、傍

聴者の皆さんもいらっしゃいます。町民の方

にもいらっしゃいますし、それだけ世間をお

騒がせしとるわけでございますから、そうい

う報告があってもよかったんではないかなと

いうことをまず冒頭に申し述べておきたいと

いうふうに思います。 

 よろしくお願いをいたします。 

 通告に従いまして質問に入らせていただき

ます。 

 まず、１番目の項目でございますけれども、

職員及び町民の意識改革について質問させて

いただきます。 

 この質問については、これまで私も何回か

町民の研修という形でさせていただいており

ます。昨年の３月当初議会でも質問をさせて

いただいたわけでございます。それだけ私の

見る目にとってやっぱり職員の意識改革ある

いは町民の意識改革というのが重要だという

意味で何回も質問するということに対してご

理解をお願いをしたいというふうに思います。 

 きのう発行されました町の広報３月号に第

四次総合計画に基づいて協働のまちづくりプ

ロジェクト、これを特集をしておりました。

そういう意味では、今やはり求められている

のは協働のまちづくりだというふうに思いま

す。それはやっぱり今私たちが生活をしてお

るんですけれども、あらゆる社会のシステム

というのが見直されておりますし、また見直

しが求められております。すなわち、変革の

時代というものを迎えているというふうに思

うわけでございます。 

 さらに続く国の行財政改革に伴って私たち

が住むこの内灘町も依然として地方財政とい

うのが危機に見舞われているのが現状ではな

いかなというふうに思います。08年度の予算

案を見ましても、行財政改革の断行による住

民への負担の増とサービスの低下による、い

わゆる痛みによって町財政の健全化を図り、

これからの自立した自治体として持続する健

全な行財政体質の構築を目指したものだとい

うふうに理解をしているところでございます。 

 一方では、2000年に地方分権一括法という

のができまして､地方自治体の自主性を高め

て、各自治体はそれぞれの地域の事情に沿っ

た施策をみずからの責任で行うことが可能と
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なっております。したがって、今や自治体間

は競争の時代に突入しているというふうに言

われているわけでございます。 

 「これからは町民が主役で協働して新しい

公共を創造する地域こそが時代の変化に取り

残されることなく、町民が幸せを享受できる

地域になれる。逆は波状あるのみ」と、こう

いうことを２月５日に開催されました内灘町

役場研修会で市民活動支援センター長、吉永

鴻一さんが述べられております。全くそのと

おりだというふうに思うわけでございます。 

 今、内灘町に求められているのは、町が主

体となって町民と行政が力を合わせ、自分た

ちで物事を決めてまちづくりを担っていく必

要性であり、町民、議会、行政がこれまでの

上下、師従の意識を変えて、みずからがまち

づくりに対するしっかりとした認識を持つこ

となのではないでしょうか。 

 それだけに八十出町政が目指す行政、町政

が、町民が一体となった協働のまちづくりを

進めるためには、町民、議会、そして行政の

それぞれの意識改革がより一層重要であると

いうふうに考えるわけでございます。 

 とりわけ、協働のまちづくりを進めるため

の意識改革は、まずは行政内部、職員から先

行して進めることが大切であり、これに対応

しながら住民サービスを向上させるためにも、

人、すなわち町の財産である職員一人一人の

能力の向上が何よりも重要であります。 

 町民参加のまちづくりを目指すまちとして、

そのための人材育成としての職員への研修方

針、それと研修計画をきちっとしていくこと

が必要でありますが、町としてどのように考

えているのかをまずはお伺いをいたします。 

 同時に、町民向けの研修やフォーラムにつ

いては、私も幾つかに参加をさせていただき

ました。大変勉強になる中身であるだけに、

先ほど水口議員のほうからもございましたが、

より開催の目的を明確にして参加の対象を広

くすれば、もっとすばらしく意義のあるもの

になるのではないだろうかというふうに考え

るわけでございます。したがって、そのため

の町民の協働のまちづくりに向けた意識改革、

さらには地域リーダー養成事業としての生涯

学習事業と連携した研修やフォーラムなどに

ついては、町としてどのように考えられてい

るのかもあわせてお尋ねをいたします。 

 同時に、職員の研修で外での研修、いわゆ

る派遣研修については、職員の方から出たく

ても出れば研修から戻ってくれば仕事がたま

って、出たくてもなかなか出れない、そうい

う人員削減の弊害とも言える問題というのが

現実に起きているわけであります。この問題

をどのようにして解決していくのか。やっぱ

り人というのは財産でありますから、職員と

いうのは財産でありますから、それぞれの意

識向上、技能向上のためにきちっとした研修

体制というものをぜひともつくっていただき

たい、確立していただきたいという意味でお

伺いをいたします。 

 ２つ目、防災計画についてでございます。 

 防災計画については、原子力防災も加えた

防災計画訓練について質問をさせていただき

ます。 

 昨年の３月25日９時42分に発生をしました

能登半島地震からやがて１年がたとうとして

おります。地震の規模であるマグニチュード

は7.1。１人が死亡して住宅1,500棟余りが全

半壊、今も約200世帯が仮設住宅でお暮らしに

なっていると。市を挙げて震災復興が現在進

められているところでございます。 

 また、続いて７月16日10時13分には新潟県

で新潟県中越沖地震、これはマグニチュード

6.8が発生をして、死者15名、重軽傷者2,345

名、建物被害は住宅以外の被害も入れると７

万棟とも言われている大きな被害をもたらさ

れているわけでございます。 

 さらに､この新潟県中越沖地震で私が驚い

たのは、東京電力柏崎の刈羽原子力発電所３

号機変圧器から火災が発生をして、この地震
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によって被害を出したということでございま

す。 

 皆さんもＮＨＫ新潟放送局のヘリコプター

が火災現場の空撮をして放送しているのを見

ていていらっしゃったというふうに思うわけ

でございますが、２時間近くたってようやく

鎮火したというのが記憶に新しいところでご

ざいます。 

 東京電力は、初期消火の体制、連携などに

不手際があったことを認めており、さらに少

量の放射性物質の漏れが確認をされました。

幸いにも漏れた量というのは自然に存在する

放射性物質に比較しても少量で環境に影響は

ないレベルということでございました。 

 しかしこの事故は、岩盤の上に建てられて

いるからどんな地震にも耐えられる、こう説

明されてきたはずの柏崎刈羽原発に大きな被

害をもたらし、原発の耐震安全性に関して多

くの人々が不安を感じたのであります。周辺

施設の耐震基準、震災時の災害発生に対する

対応などにおいて改善が必要であることが認

識をされ、現在、大きな問題となっているの

はご存じのとおりでございます。 

 さらに不安なのは、この石川県にも原子力

発電所があり、私たちが住むこの内灘町から

わずか約40キロしか離れていない志賀町に志

賀原発があることであります。現在、志賀原

子力発電所は１号機が昨年３月15日に、99年

６月の定検中に臨界事故を起こしていたこと

が発覚をして、直ちに国から運転停止が命ぜ

られて以来、11カ月を経過しております。２

号機は、一昨年６月の中部電力浜岡原発５号

機タービン破損事故を受けて、７月初旬にタ

ービン点検のために停止して以来、既に１年

８カ月停止をしているわけでございます。２

基とも現在運転を停止いたしております。 

 この志賀原発の耐震安全性に関しては、

2006年３月の金沢地裁判決で想定を超える地

震により重大な原発事故が起き、住民らが放

射線被曝する可能性があると指摘をされまし

た。 

 さらに、志賀原発の設置許可申請で、原発

沖合の活断層が考慮されていなかったことが

公表をされていなかったということが明らか

になっております。 

 こうした中でさまざまな被害から住民の生

命と財産を守り、安全で安心のまちづくりを

実現するための各自治体の防災計画とその訓

練の充実というのが非常に重要な取り組みに

なっているのであります。 

 現在、県や市町村が原子力発電所から半径

８から10キロ以内にあれば国の防災基本計画

で定める原子力防災計画を策定することにな

っています。そうしたことになっているわけ

でございますけれども、富山県では志賀原発

から最も近い氷見市でも20キロ以上離れてい

るのに、昨年10月の県の防災会議で県地域防

災計画の事故災害遍の中に新たに原子力災害

対策の章を設け、対策の明確化を図ることが

決定をされ、来年度中の策定に向け現在検討

が進められております。 

 大地震によって原発事故が起きて大量の放

射性物質がまき散らされると、地震災害と放

射能災害が相互に増幅し合って破局的な災害

になる。これはだれが考えても想像できるこ

とでございます。 

 志賀原発から約40キロの内灘町としても、

町民の安全・安心を確保するためにしっかり

とした震災対策と同時に、原子力防災対策も

必要であるというふうに考えるわけでござい

ます。 

 町の08年度予算を見れば、洪水のハザード

マップ、大根布ハザードマップにそれぞれ300

万円、合計600万円が計上をされております。

洪水、水害に対する町民の安心・安全対策が

強化されており、評価をするものでございま

す。 

 今後さらに加えて町として原発震災も想定

した原子力防災も加え、住民に屋内退避や避

難の指示や放射性物質の甲状腺への蓄積を防
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ぐため、住民へのヨウ素剤配布や服用の指示、

そして住民への原発震災に関する情報提供等、

現在の防災計画とその訓練に取り入れていく

考えがないかをお尋ねをいたします。 

 ３つ目。３点目の質問は、後期高齢者医療

制度についてであります。 

 先ほど北川議員のほうから質問がございま

した。多くの問題を抱えながら、この４月１

日から後期高齢者医療制度がスタ－トをしま

す。現在国会では、野党４党がこの後期高齢

者医療制度を廃止する法案を衆議院に共同提

出をしています。それには同月から予定され

ていた70から74歳の窓口負担を１割から２割

へ引き上げる措置も、政府・与党の１年間凍

結ではなく明確に廃止することや、保険料の

年金年額18万円以上からの天引き中止も盛り

込まれているわけでございます。 

 一方、地方では国の方針に基づいてその導

入に向け関係者の努力が続けられているとこ

ろであります。 

 そうした中で、この制度の実施によって一

番影響を受けるのはその対象となる被保険者

になる住民であります。しかし現在、こうし

た高齢者の方に対する制度が周知してないの

が実態でございます。 

 対象の高齢者の方からは、保険料額もわか

らず「年金からどれだけ天引きされるのかわ

からない」、そんな声が聞かれるわけであり

ます。現在の町の姿勢は、国、そして県の広

域連合が決めたものを町は対象者に案内をし

て、年金18万円以上の高齢者から保険料を天

引きをし、それを徴収すればいい、そんなふ

うにしか映らないのは私だけなのでしょうか。 

 石川県の平成20年、21年度の１人当たりの

保険料額平均が年額８万4,564円、月額7,047

円。軽減措置後の実質的な１人当たり保険料

額が年額７万1,724円、月額5,977円というこ

とであります。 

 当町の広域連合で認定を受ける方の人数と

いうのが2,082人の方が対象となっていると

いうことでございます。保険料が年金からの

天引きというだけに、年金生活者の日々の生

活に与える影響は大きいというふうに思うわ

けでございます。町として、先ほどもありま

したが２月18日から２月28日の間に５地区の

会場で後期高齢者医療制度・特定健診説明会

を開催をし、これからさらに保険料の案内の

通知を対象者に送付するというふうに思うわ

けでありますが、本当にそれだけで十分な周

知体制と言えるのでしょうか。さらに、個別

的な対応が必要というふうに考えるわけでご

ざいます。 

 町として今後どのように高齢者の方に個々

の保険料の周知や制度に対する理解を図ろう

としているのか、まずお尋ねをいたします。 

 また、保険料を払えない人の相談窓口とい

うのが必要ではなかろうかなというふうに思

うわけでございます。その体制の確立をどの

ようにするのか、お尋ねをいたします。 

 ３つ目には、先ほど八田課長のほうからビ

ラを作成すると。ビラを全戸に入れるという

ふうにあったわけでございますが、もしかし

たらそのビラというのはホームページのとこ

ろに張りつけてあるあのビラかなというふう

に思うんですが、あのビラには広域連合の電

話番号やファクス番号、そんなものが入って

いますけれども、町の担当部署の電話番号と

いうのが入っていません。そういう意味では、

町のこの後期高齢医療制度の周知に対する姿

勢というのが余りにも不十分なのではないか

なというふうに考えるわけでございます。ぜ

ひとも電話番号も入れてやるべきではないか

なというふうに考えるわけでございます。 

 また、老人保健法では10割窓口負担となる

資格証明書の発行は実施をいたしておりませ

んでした。高齢者にペナルティを科すべきで

はなく、無保険者を生み出す資格証明書の発

行をやめるべきだというふうに思います。町

としてその考えはないのでしょうか、考えを

お聞きします。 
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 さらに、現行制度では高額医療費は自動的

に償還されますが、新制度でもそれは継続さ

れるのか、お伺いをいたします。 

 ４つ目、最後の質問でございます。 

 最後の質問は、上水道事業で自己地下水の

安全、安心、安価の面で大丈夫なのかという

ことをお尋ねいたします。 

 この質問については、先ほど能村議員の質

問に対して大変詳細に答弁もされておりまし

た。重なる部分もあるというふうに思うわけ

でございますけれども、町の今後の方向につ

いてお聞きをいたします。 

 この質問については、昨年の３月当初議会

で私は、水道事業会計に対して18年度まで町

一般会計から出されていた高料金抑制対策補

助金4,000万円がカットされることによる財

源確保のための料金値上げを安易にすべきで

はない。内灘町の地下には豊富な地下水が流

れていて、浄水処理さえ技術的に解決すれば、

高い県水の受水量を減らして水道料金の値上

げも回避できるのではないかと。また、地下

水のほかに自治体間、金沢市との広域連携と

いうものも水道水の仕入れ先の一つとして考

えに入れるべきであると。その上で住民に安

心で安全な、そして安い水というものを供給

できるようきちっと研究をしていただきたい、

そんなふうに町の考えをただしたわけでござ

います。 

 この新年度予算には、先ほど能村議員から

もございました議案第18号に水道事業会計で

自己水源確保のための鶴ケ丘浄水場ろ過シス

テム実施設計費に2,000万円が計上をされて

います。工事では、先ほどもございましたが、

私の聞いたところによると１億から１億

5,000万円が見込まれるということでござい

ます。 

 しかし、聞くところによりますと、この間

の向陽台浄水場の水質検査ではヒ素を初め水

質基準に適合しない物質等の検出も見受けら

れたということであります。水道は日常生活

はもちろんのこと、生命そのものに直結する

最重要な行政サービスであるというふうに言

えると思います。それだけに安全・安心、安

価がより一層求められると同時に、自己水の

確保のためのこうした事業を無駄な投資に終

わらせてはならない、そんなふうに考えるわ

けでございます。私はぜひともこの事業を成

功をさせて、今後の自己水源確保に向けた取

り組みを強めていただきたい。そのための町

の考えと具体的スケジュールを見通しについ

てお尋ねをいたしたいというふうに思います。 

 さらに、本年１月から金沢市と災害相互応

援協定に基づいた給水も開始をいたしました。

購入単価がトン当たりにして119円の県水よ

りも安い85円で供給されております。今後の

水道事業を考えると、金沢市からの給水の活

用の拡大も重要でありまして、ぜひとも推進

すべき課題ではないかなというふうに思うわ

けでございます。 

 金沢市との協定の期限について確認をしま

して、いつまでこの金沢からの給水協定が有

効なのかということについてですが、こちら

側の自己水の確保ができるまでということだ

というふうに担当部長のほうからお聞きをし

ました。そういう意味では、しっかりと慎重

に、言ってみれば無期限とも解釈できるとい

うふうに思いますので、そういう金沢市水の

活用も含めて住民に対する安全で、安心、安

価な水道事業供給体制を確立をしていただき

たいというふうに思います。 

 以上、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私からは、職員の、あるいは町民の皆さん

の意識改革についてということについてお答

えしたいと思います。 

 まず、職員の意識改革につきましては、先

ほどの生田議員の質問の際にお答えさせてい
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○総務部長兼まちづくり政策部長【高木和彦

君】 私から、２点目の防災計画についてお

答えをいたします。 

ただきましたが、議員ご指摘のとおり、現在、

本町においては町民と行政が一体となって協

働のまちづくりを進めるための研修が重要で

あると認識をしておるわけでございます。職

員には公務員としての基本研修、勤続年数や

役職に応じた階層別研修、企画立案能力の向

上や専門知識習得などの実務研修、さらに町

の現状や将来を見据えた独自研修を実施し、

資質の向上や職務能力の向上を図っているわ

けでございます。 

 市町村の地域防災計画の策定につきまして

は、災害対策基本法第42条に作成根拠があり、

その中で計画策定に当たっては県の地域防災

計画に抵触するものであってはならないと定

められております。 

 石川県地域防災計画の原子力防災計画編に

は、原子力防災対策を重点的に充実すべき地

域の範囲について定めがあり、具体的には原

子力発電所を中心としておおむね半径10キロ

メートル以内の地域とし、志賀町、七尾市の

区域が図示してあります。 

 いずれの研修もその成果を今後のまちづく

りにどのように生かしつなげていくかという

姿勢が大切であるため、職員には研修参加の

意義を十分認識をさせ、意識改革の高揚を図

れるようそんな体制や、職員が研修に参加し

やすいような職場環境づくりに努めまして、

人材の育成に取り組んでまいりたいと思って

いるわけでございます。 

 つまり、内灘町が独自に原子力防災計画を

策定することは法律上規制をされることにな

ります。また、防災訓練につきましても、計

画同様、現行法律上は規制をされております。 

 ただ、近年の原子力発電所における事故な

どにより住民の不安が高まっていることをか

んがみまして、町独自に法令に抵触しない範

囲でどのような対応が可能なのか、石川県と

協議をしてまいりたいと思います。 

 次に、町が開催している講演会やフォーラ

ムの件についてでありますが、先ほどの水口

議員のご質問にも教育長がお答えしたとおり、

現在は各部署がそれぞれに企画立案して開催

しておりますので、これらを生涯学習課を中

心に全庁的に連携をして、より効果的な実施

方法を検討してまいりたいと思っているわけ

でございます。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 夷藤渉町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 夷藤渉君 登壇〕 

○町民福祉部長【夷藤渉君】 まず、向陽台

保育園の食中毒につきまして、議員ご指摘の

とおりご説明がおくれましたことにつきまし

て、保育所担当といたしましておわび申し上

げます。 

 さらに、職員を対象とした研修の中にも、

住民の皆様にご参加いただける研修がないか

もあわせて研究してまいりたいと考えている

わけでございます。 

 住民との協働なくして住みよいまちづくり

は不可能とまで言われる今日、まちづくり、

人づくりを目的とした講演会やフォーラムを

開催して、幅広い皆様にご参加いただけるよ

う検討してまいりたいと存じますので、一層

のご理解を賜りたいと思います。 

 先ほどから水口議員の学校給食関係、米飯、

また北川悦子議員の保育所の給食のことも関

連がございましたことで、さきに経過等を述

べるべきであったと反省もいたしております。 

 まず、経過といたしましては、昨日、ファ

クシミリで議員にお知らせしたものでござい

ますが、新聞、テレビ等の報道もございまし

て、町民の方につきましては驚かれたことと

存じます。不安もあったかと思います。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 高木和彦総務部長兼ま

ちづくり政策部長。 

〔総務部長兼まちづくり政策部長 高木和彦君 登壇〕 
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 経過といたしましては、３月４日、一昨日

ですけれども、向陽台保育園の給食後、一部

の園児が顔が腫れて赤くなる、耳が腫れると

か、口がしびれるとか、そういうような症状

が出まして、急遽、園から近くの紺井医院の

ほうにご連絡いたしまして園に出向いていた

だいて診察いただきました。それとあわせて、

保健所のほうにすぐ通報をいたしております。 

 以上が経過でございます。 

 今後も町立、法人等の私立を問わず、保育

園の給食につきましては安心・安全な、また

厳格な調理をもって、栄養のことも考えて管

理に努めたいということで思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、私のほうからは後期高齢者医療

制度についてのお答えをいたします。 

 保健所の結果でございますが、原因は新聞

等にもございましたが、向陽台保育園の給食

のサワラであるというふうなことで、検食の

昼食を持ち帰り、再度保健所では検査をして

おります。 

 まず、保険料の年金からの天引きの周知が

徹底されていないのではということでござい

ますが、制度の周知につきましては石川県後

期高齢者広域連合並びに石川県より地区説明

会等の開催や、新聞、テレビといったマスコ

ミを活用し広く周知を図っております。  結果、金沢市のほうもそうでしたけれども、

内灘の町立保育所と向陽台保育園で使用して

いた食材は同じ業者というようなことで調べ

た結果でございまして、サワラの中にヒスタ

ミンというような高濃度の物質、アレルギー

物質が検出されたということで、これは魚肉

中にヒスチジンというアミノ酸の一種ですけ

れども、そういうものがいろいろ時間の経過

でヒスタミンというようなものに生成されま

す。それはヒスタミンは熱に強くて、加熱で

は結局、アレルギー物質ですから菌は死滅す

るんですけれどもアレルギー物質はなくなら

ないということで、それが原因であったかな

ということでございます。 

 また、町独自の周知方法といたしまして、

広報「うちなだ」での掲載、また平成19年、

昨年12月以降に新しく75歳になられる方に対

しては、保険料や２月に天引きになるという

ような、そういうことでの案内のリーフレッ

トを個人あてに通知してＰＲに努めておりま

す。 

 また、２月になりまして小学校校下ごとの

５地区ですけれども、説明会や出前講座の要

請のあった２つの団体へ出前講座を開催して

おります。 

 そしてまた、出前講座も待っているだけで

なくて、こちらからも積極的にいつでも、ど

こでも出かけたいというふうなもので周知を

図っていきたいと思っております。 

 結果としましては、園児21名の方、職員６

名の方がお話をいたしまして、何らかの自宅

で静養、また医療機関に受けられたわけです

けれども、５日後の当日の朝は皆さん回復さ

れたということで、１名の方は大事をとって

休まれておりますけれども、あとの方は全部

園のほうに出向いております。 

 該当される方にとっては、新しい制度への

不安というようなものが当然であると承知し

ておりますので、周知もこれで十分とは思っ

ておりませんので、今後もその不安を払拭す

るということで全戸に行き渡るようにチラシ

等の配布を実施していきたいと考えておりま

す。 

 その結果、いろいろ保健所のほうでは、調

理のこととか、そういうような指導もまた再

度受けまして、また食材の納入業者について

は３日間の営業停止ということで、向陽台保

育園につきましても３日間、調理上の施設の

使用禁止ということでなっております。 

 ご質問の中でのチラシの配布ということで、

後期高齢者で新聞織り込みで石川県全体で配

布したものについては、内灘町の連絡先とか

電話番号とかございませんので、町から出る
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ものについて、またそれぞれ広域連合で出さ

れるもの、町ごとのものにつきましては明確

に問い合わせ先、電話番号等を記入するよう

に努めたいというふうに思っております。相

談窓口の開設につきましても、実施に向けて

検討していきたいと思います。 

 くみ上げた地下水は、水道基準に適合しな

い濃度の鉄、マンガンなどが含まれており、

これをろ過装置で浄化することで濃度を基準

値内に下げ、次亜塩素酸ソーダで消毒を行い

まして、県水とともに町民の皆さんに配水を

しているところでございます。 

 次に、高齢者や社会的に弱い立場の人の生

括設計に配慮が必要ということで、保険料に

ついてどれぐらい天引きされるのかというよ

うなこともご質問にありましたが、さきの北

川悦子議員の質問にお答えした内容のとおり

と重複するものでございますので、ご理解を

賜りたいと思います。 

 現在、休止しております井戸があり、その

ため、県水への依存度が大変高くなっている

ことから、自己水の確保に努め、水道事業の

健全化を図り、水道料金の値下げや更新事業

を進めるため、昨年、議会の産業建設常任委

員会と先進地事例を視察してまいりました。 

 この先進地の成功事例を参考にし、休止中

の鶴ケ丘の井戸で生物接触ろ過の実証実験を

行う予定としておりますが、実験期間につき

ましてはおおむね５カ月ぐらいを想定してお

りまして、この実験でろ過処理ができるとい

うふうな確証が得られれば、設備投資等に対

する費用対効果を検討しまして、実施設計に

向けまして議会の皆さんと相談しながら、自

己水の確保に努めてまいりたいというふうに

考えてございます。 

 また、資格証明書の発行をとめるべきにつ

いてでございますが、資格証明書の交付事務

は法令等で規定されております。担当の健康

推進課といたしましては、資格証明書の発行

にならないよう、極力、滞納者との接触機会

を図り、保険料の納付相談、納付指導を数多

く行っていきたいと考えております。 

 次に、高額医療費の支払い方法でございま

すが、現在と変わりのない方法でありまして、

高額医療費の該当となった方につきましては、

従来、老人保健にて加入していた申請済みの

方は引き継ぐことになり、新たに申請はしな

くもよろしいわけですけれども、新たに75歳

になられた方とか、後期高齢者制度に入られ

た方、また新たに高額医療が新たに発生され

たという方は、初回だけにつきましては申請、

銀行の口座等の届け出が必要でありますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 昨年、懸案でありました金沢市との水道連

結管が完成し、ことし１月10日から給水を開

始しておりますが、期間はあくまでもろ過シ

ステムが構築されて、内灘町の水質障害が解

消するまでの暫定的な措置というふうなこと

で給水を行っているところでございます。 

 現在、行財政改革の中でさまざまな分野で

広域化が求められておりますが、水道事業の

広域化についても今後研究してまいりたいと

いうふうに考えておりますので、よろしくお

願いしたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 中本英夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕  以上でございます。 

○都市整備部長【中本英夫君】 質問の中か

ら、私のほうから、自己地下水の関係でお答

えいたします。 

○議長【渡辺旺君】 10番、清水さん、答弁

漏れございませんか。 

 10番。 

 内灘町は、地下水をくみ上げた自己水と石

川県から購入している県水により、水道事業

を行っております。 

○10番【清水文雄君】 （議席より）１点だ

けなんですけれども、後期高齢者医療制度の

町のチラシというのは「75歳以上の皆さんへ」
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というそれなんですかね。 

 全協のときに資料として配られたあれです

か。あれだったら、あれは電話番号入ってい

ませんから、ぜひとも入れるようにしてくだ

さい。 

○議長【渡辺旺君】 夷藤渉町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 夷藤渉君 登壇〕 

○町民福祉部長【夷藤渉君】 今出されたも

のはどういうものかちょっと不明なもので、

これから出すものについては一応明確に問い

合わせ先、電話番号等を記入して配布等した

いと思っております。 

○議長【渡辺旺君】 ５番、恩道正博さん。 

   〔５番 恩道正博君 登壇〕 

○５番【恩道正博君】 議席５番、恩道正博

です。 

 傍聴の皆様方には大変ご苦労さまでござい

ます。 

 ３月議会に質問の機会をいただきました。

通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 まず、第１の質問は、子育て支援に関して

町当局の考えをお伺いいたします。 

 まず、第１番目は、子育て支援センターの

今後の運営について町の方針をお伺いいたし

ます。 

 内灘町の子育て支援の核として子育て支援

センターが平成19年４月に現在の場所に移転

オープンしてから、親子で自由に遊べる集い

の場所として、また子育てサークルの場とし

て毎日35組から40組のたくさんの親子さんが

利用されており、大変に好評を博していると

聞いています。 

 子育て支援センターでは、常駐のスタッフ

のもと、遊び場の提供、育児情報の提供、子

育てサークルの支援、育児相談などを行って

おり、また毎月ボランティアの方や子育てサ

ークルのお母さん方の企画した行事などをカ

ンガルーム通信を通じて利用者にお知らせし

ています。 

 また、土曜、日曜日にはお父さんにもカン

ガルームに来て子供といっしょに遊ぶことも

呼びかけています。 

 先日、視察で訪れました宮崎市砂土原地域

子育て支援センターは、宮崎市の中心街から

車で30分ほどの宮崎市旭町児童館に児童クラ

ブと併設されていました。児童館は遊戯室、

集会室、図書室、廊下、子育て支援センター

から成っていました。子育て支援センターは

毎日十二、三組の利用者があるそうです。 

 砂土原地域子育て支援センターを含む旭町

児童館の施設は、宮崎市が設置し、運営はＮ

ＰＯ法人ドロップインセンターが行っていま

した。この砂土原地域子育て支援センターの

特徴は、ことしの１月からここを利用されて

いるお母さんの中から運営委員として子育て

支援センターの運営にかかわるという取り組

みを行っていることです。 

 本町の財政状況がますます厳しくなってい

る折、これまではすべてに行政が町民にサー

ビスを提供する時代から、ボランティアを含

めて住民がみずからできることは進んで実行

する、このことが大切ではないか思います。 

 そこで、今後の内灘町の子育て支援センタ

ーの運営についてボランティアや民間活用も

含めてどのように進めていくのか、お伺いを

いたします。 

 第２は、新年度の重点施策にもありますフ

ァミリー・サポート・センター事業について

お伺いいたします。 

 厚生労働省が少子化対策を総合的に推進す

るとして子ども・子育て応援プランを掲げ、

目標達成に向けた施策の中に次世代育成支援

対策交付金（ソフト交付金）事業の中でファ

ミリー・サポート・センター事業があります。

その内容は、核家族化が進む中、従来の血縁、

親戚にかわるものとして地域ぐるみの相互援

助が求められており、乳幼児や小学生の児童

を子育て中の主婦などを対象とした子育て支

援事業で援助を受けることを希望する方とそ

の援助を行うことを希望する方との相互援助
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活動に関する連絡調整をその市町村が行うも

のとしています。 

 そこで、内灘町の育児に関するファミリ

ー・サポート・センター事業の今後の町の取

り組み方をお伺いいたします。 

 また、この子育て支援のほかにこういうシ

ステムを高齢者の生活一般援助として通院や

買い物の付き添い、食事の準備や片づけ、部

屋の掃除などを内容とした高齢者のファミリ

ー・サポート・センターの設置を提案いたし

ます。町の考えをお伺いいたします。 

 第３として、次も国の進める少子化対策の

子育て支援策として平成19年度から始まった

放課後子どもプランに対する町の対応につい

てお伺いいたします。 

 この放課後子どもプランは、文部科学省の

放課後子ども教室推進事業と厚生労働省の放

課後児童健全育成事業を一体化あるいは連携

を図りながら事業を実施する総合的な児童の

放課後対策であるとしています。その中で、

文部科学省が進める放課後子ども教室推進事

業の趣旨では、全国すべての小学校区ですべ

ての子供を対象として放課後も児童を預かり、

安全・安心な子供の活動拠点を設け、地域の

方々の参画を得て、子供たちとともに勉強や

スポーツ活動、地域住民との交流活動の取り

組みを推進するとうたっています。 

 特に放課後子ども教室推進事業の連携方策

は、１、放課後対策事業の運営委員会の設置、

２、コーディネーターの配置、３、学校諸施

設の積極的な活用促進となっています。 

 具体的には、放課後や週末に利用する場所

として小学校の空き教室や校庭、公民館など

を活用するとなっています。この施策を内灘

町に導入した場合、現在実施されている学童

保育との関係、場所や人材の確保、安全面、

運営方法など検討課題が重積し、この事業の

導入に対し十分な検討が必要と思われます。

そういう中で国が進める放課後子どもプラン

に対し町はどのように対応し、推進していく

のか、お伺いいたします。 

 第２の質問は、これも新年度の重点施策の

中にありました麻疹、いわゆるはしかの予防

についてお伺いいたします。 

 はしか、いわゆる麻疹、いわゆるはしかは

麻疹ウイルスによって引き起こされる感染症

で、その感染力は極めて強く、患者の約３割

が合併症を発症。まれに急性脳炎を発症し、

精神発達遅滞等の重篤な後遺症が残るか、死

亡することがあります。はしかが発症した場

合の治療として、いまだに対症療法しかあり

ませんが、ワクチン接種により予防が可能な

疾患であります。 

 我が国では、昭和53年10月からはしかウイ

ルスを弱毒化した生ワクチンが定期予防接種

となりました。また、平成18年からはそれま

での１回接種から２回接種に変更され、はし

か・風しん混合生ワクチンが主に用いられて

います。現在の小学校２年生以上は１回の接

種しかしていません。 

 しかし、平成19年にはこれまでの流行とは

異なって10代、20代を中心とした年齢層では

しかの流行が発生し、多数の高校や大学にお

いて休校等の措置がとられました。また、は

しか含有ワクチンや検査キットの確保が困難

になるなど混乱も生じました。 

 その主な原因は、現在の小中高校生や大学

生の大半は、はしかの予防接種を１回も受け

なかった、あるいは１回は受けたものの免疫

が獲得できなかったことが集団生活において

感染が拡大したとされております。 

 はしかの確実な予防には２回の接種が必要

であり、アメリカなどでははしかワクチンを

２回接種しています。日本でのはしかワクチ

ンの接種率は約70％台で経過しており、先進

国の中でも低い方で、日本ははしか輸出国と

なっています。患者の発生数は年間数万人で、

50人近くの子供さんが亡くなっている怖い病

気です。 

 日本を含む世界保健機関（ＷＨＯ）西太平
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洋地域では、平成24年がはしか排除の目標年

として設定され、国際的な責務として各国に

対策を求めております。 

 これで、私の議会での質問は終わります。 

 どうもありがとうございました。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

 平成19年７月、厚生労働省は我が国におけ

る麻疹、いわゆるはしか排除計画を策定しま

した。その内容は、第１として、はしか・風

疹混合ワクチン95％以上の予防接種率の達成

維持のための取り組みとして、現在は第１期、

いわゆる１歳児、それと第２期、小学校就学

前１年間を実施していますが、さらに平成20

年、いわゆる本年４月１日から５年間の期限

づきで中学校１年生、高校３年生相当世代へ

の２回目の予防接種計画を立てました。この

ため、厚生労働省は文部科学省に協力を要請、

文部科学省は都道府県や学校関係者に生徒の

接種歴を確認することなどを通知したと、２

月15日の新聞に報道されていました。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 恩道議員の子育て

支援の各制度についてお答えをしたいと思い

ます。 

 平成17年に策定をされました次世代育成支

援地域行動計画の中で子育て支援センターが

チャイルド・ケア・マネジメントセンター、

いわゆるＣＣＭＣというふうに言っているん

ですが、そんなふうにして位置づけられ、移

転設立したことは既にご承知のとおりであり

ます。 

 平成19年に策定されました第四次内灘町総

合計画においても、重点プロジェクトとして

子育ての中枢的役割を果たすものとする、こ

んな構想でありました。  第２として、平成20年１月１日からのはし

かと風疹は定点把握から全数把握による調査

対象疾病に変更となり、すべての医療機関に

おいてはしか・風疹を診断した場合はすべて

届け出が必要となります。特にはしかは24時

間以内となっております。 

 子育て支援センターが移転して１年がたと

うとしておりますが、この１年で子育てにか

かわる主要な機関との連携ができているか。

一つ一つ今検証しているところであります。 

 検証していく中で、関係機関が真につなが

っていくためには、これまでにも増して、き

め細かい打ち合わせや話し合いが必要である

こともわかってきたところであります。 

 第３として、はしか発生時の迅速な対応が、

対策の三本柱として実施するとあります。国

は、国のはしか対策委員会を設置し、この施

策が有効に機能しているか、実施主体の市町

村と連携し、予防接種の進捗状況について情

報収集を行い、状況によっては施策の見直し

を含めた積極的な対応を講じるとしています。 

 これからの支援センターは、もっと地域の

人への働きかけを積極的に行い、子育て支援

者のネットワークを広げ、さらなる子育て支

援の充実を図ってまいりたいと、こんなふう

に考えているわけでございます。  平成19年９月30日現在での第２期はしかワ

クチン接種率集計結果の中間評価では、内灘

町は61.9％と中能登町と並んで県内９位でし

た。かほく市は64.8％、津幡町は61.2％、石

川県は56.6％でした。ちなみに全国平均は

48.3％でした。 

 さらに、今後、子育て家族が主体的に子育

てする子育て力をつけていくように支援して

いくことも重要な役割と考え、その仕掛けづ

くりをしていきたいと考えているわけでござ

います。 

 はしかの流行が本格化するのは、例年、春

から夏にかけてであり、これからのはしか予

防対策における接種率の向上にどのような取

り組みを実施するのか、お伺いをいたします。 

 また、支援センターの運営に関しましては、

財政面だけを考えますと民間への委託や法人

化なども視野に入れなければいけないと考え

ますが、支援センターの目的やその役割を勘
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案しますと、今はまだチャイルド・ケア・マ

ネジメントセンターの基盤づくりの途中であ

るということで、現在の方法で考えていきた

いと思っているわけでございます。 

 次に、ファミリー・サポート・センター事

業の内容とその進捗状況についてお答えをし

たいと思います。 

 ファミリー・サポート・センターは、国の

子育て支援施策として平成７年度から発足し、

新たに平成17年度に地方公共団体に対する交

付金事業ファミリー・サポート・ネットワー

ク事業としてスタートをしたものでありまし

て、全国で480カ所で展開されておるわけでご

ざいます。 

 ファミリー・サポート・センターは、地域

において育児の援助を行いたい人と援助を受

けたい人が会員となりまして育児について助

け合う会員組織であります。ファミリー・サ

ポート・センターの事務局は子育て支援セン

ター内に置きまして、子育て支援センターの

職員がアドバイザーとなって、会員の募集や

登録、相互援助活動の調整などを行います。 

 主な支援の内容は、支援を受ける人が支援

をする人に決められた報酬を支払って、乳児

から学童の子供の預かりや保育施設までの送

迎などを行うものであります。 

 現在、平成20年度実施に向けて実施要綱を

定め、４月からは町民の皆様にファミリー・ 

サポート・センター事業の内容の周知、啓発

を行いまして、会員を募ってまいりたいと考

えているわけでございます。 

 保育所や学童保育クラブでの一時保育や延

長保育などに加え、さらに子育て支援の充実

を図っていけるものと考えているわけでござ

います。 

 次に、議員提案の高齢者ファミリー・サポ

ート・センターの設置につきましては、これ

からの高齢化社会の進展を踏まえれば、近い

将来必要なサポートセンターであると思いま

す。町では現在のところ、地域包括支援セン

ターで取り組んでおります高齢者の地域見守

りネットワークの中で、安否確認、食事介助、

部屋の掃除、買い物の介助など簡易な補助的

活動を含め、ボランティアによる見守りネッ

トワークの構築を進めておりますが、高齢者

ファミリー・サポート・センター事業に際し

ましては、先進地の取り組みを研究しながら、

以下検討してまいりたいと思っているわけで

ございます。 

 私からは以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 恩道議員の放課後

子どもプランに関するご質問にお答えをいた

します。 

 ご質問の中にもありましたが、放課後子ど

もプランとは、文部科学省の放課後子ども教

室と厚生労働省の放課後児童クラブ、いわゆ

る学童保育クラブが連携し総合的に放課後の

子供たちの居場所づくりを推進することを目

的に、平成19年度よりスタートしたものでご

ざいます。 

 本町では、放課後の子供の居場所づくりと

して福祉部門が所轄する学童保育クラブとし

て現在６カ所で施設設置し、受け入れ学年の

拡大の試行などが図られております。 

 一方、ご質問の中で導入の検討をしてはど

うかとご提案のありました文部科学省所管の

放課後子ども教室は、具体的には小学校の空

き教室等を活用して、地域の人々の参画を得

ながらさまざまな活動を体験させようとする

ものでございます。 

 この事業につきましては、議員ご指摘のと

おり、本事業の導入には学童保育クラブとの

関係、あるいは人材の確保、安全面、場所等

多くの検討課題があるけでございます。 

 現在、本町の教育委員会において実施して

いる居場所づくりというものは、豊かな心を

育む内灘町民会議による内灘夢教室の事業を

初め、ちびっこスポーツ教室やスポーツ少年
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団活動、子ども会や各公民館での子ども教室

等により、放課後の子どもの居場所づくりが

さまざまな事業として展開されているわけで

ございます。 

 今後、さらに地域社会の中で子供たちが安

心して健やかに育つための環境整備を図るた

めに、平成19年度から発足いたしましたこの

放課後子ども教室の制度を本町の子供の居場

所づくりに効果的に活用できないか、その方

策を研究してまいりたいと、そのように存じ

ております。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 夷藤渉町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 夷藤渉君 登壇〕 

○町民福祉部長【夷藤渉君】 私からは、麻

疹（はしか）の予防対策についてお答えいた

します。 

 議員ご質問にありましたように、はしかは

感染力が強く、免疫を持っていない人が感染

するとほぼ全員が発症すると言われており、 

予防接種が有効な予防対策となっております。

従来、予防接種は７歳未満までに１回の接種

でしたが、平成18年の予防接種法の改正によ

り、１歳から２歳未満の時期と５歳から７歳

未満の時期の２回接種となりました。また、

平成20年度から国の麻しん排除計画に基づき、

これまで幼児期に１回しか受けていない世代

に対し５年間の期間を設け、順次、中学１年

生及び高校３年生に対して予防接種を行って

いくことにしています。 

 具体的には、平成２年４月２日生まれから 

平成12年４月１日生まれの方々です。段階的

に５年間の期間ですべて接種できる形になり

ます。 

 麻疹（はしか）の流行防止には、ご質問に

もありますように予防接種の接種率向上が重

要であります。対象者の保護者には個人通知

を行っております。 

 なお、今年度については、昨年12月末現在

で麻疹・風疹混合ワクチンの２期、通称ＭＲ

２期の対象者319名のうち104名の方が未接種

でありましたので、広報「うちなだ」に掲載

するとともに、再度、接種案内を通知して医

療機関で接種の勧奨に努めております。 

 また、新年度から対象となる中学１年生、

高校３年生についても同様の対応をとってい

ることにしております。 

 また、中学生については、学校を通じての

接種勧奨も検討しております。未接種となら

ないよう周知に努めたいと考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

 また、費用については、公費負担、町負担

ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 ５番、恩道正博さん、

答弁漏れございませんか。 

○５番【恩道正博君】 （議席より）はい。 

○議長【渡辺旺君】 ７番、夷藤満さん。 

   〔７番 夷藤満君 登壇〕 

○７番【夷藤満君】 議席番号７番、夷藤満

です。 

 傍聴者の皆さんは、早朝より午後も引き続

き傍聴していただき、まことにありがとうご

ざいます。 

 平成20年第１回定例会に町政一般質問の機

会をいただきましたので、あらかじめ通告し

てあります１点について質問をさせていただ

きます。 

 答弁に当たります町長には、具体的かつ今

後に期待の持てるご答弁をいただきますよう

に心からお願いをいたしまして、質問に移り

たいと思います。 

 私の質問は、土曜、日曜日に町民課の窓口

を開く考えはないかについてお聞きをいたし

ます。 

 町民の方たちが役場を一番利用する窓口は、

やはり町民課の窓口だと思います。その窓口

では住民票の写し、印鑑登録証明書の写しな

どが発行されます。時代の移り変わりで、町

に対する町民の要望はこれまで以上にふえて
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くると思います。 

 町では、昭和61年８月３日より毎週日曜日

の午前９時から12時までの３時間の休日窓口

サービスを行ったことがあります。当時の広

報「うちなだ」などでも紹介がされておりま

す。 

 当時はバブルと言われた時代で、仕事がな

い、リストラがないという好景気の時代にこ

のサービスが他の町より進んで実施されたこ

と。今思えばとても残念に思えて仕方があり

ません。時代の先に行き過ぎたのではないで

しょうか。 

 しかし、このサービスは利用者が少ないと

いうことで閉鎖をされてしまいました。当時

のこの業務に対して町民にどれだけの周知が

されたのかと、またどのような形でアピール

がされたのかと思い調べてみたところ、広報

「うちなだ」で開設する前の月にページの半

分のスペースに写真入りで載っておりました。

あとはというと、１ページの片隅に４行だけ

で、サービスを行っていた期間のうちの半分

の月は載っておりませんでした。 

 閉鎖された理由は、町民課からいただいた

資料によりますと、こうあります。「日曜窓

口はなじみの薄いものと思われ、施行を解除

しても住民に対してはサービスの低下になる

とは思えず閉鎖に至った」ということであり

ます。 

 その後、町民課の窓口は、毎週水曜日午後

６時まで住民票、印鑑登録証明書が発行でき

るようになりましたが、そのサービスも今で

はありません。 

 県内の自治体の状況はということで調べて

みたところ、七尾市以外では、どこの自治体

でも土曜、日曜日の窓口サービスをしている

ところはありませんでした。 

 我が町は、だれもが知っているように勤労

者の町であります。町民の６割以上が金沢や

他の自治体に働きに出ているということから

考えても、今のままの窓口業務では仕事を終

えた方が取りにくるということはかなり無理

があると思います。 

 また、広域窓口サービスというものが内灘、

金沢、かほく市、白山市、川北町、野々市町、

津幡町で行われております。このサービスは

加盟している自治体であればどこからでも住

民票や印鑑登録証明書が取ることができると

いう便利なサービスです。 

 平成20年８月１日からは、加賀市、小松市、

能美市が加入予定ということで、これまで以

上にネットワークの輪が広まり便利になると

思われ、とてもすばらしいサービスだと思い

ます。しかし、身分証明書や印鑑が必要です。

毎日持ち歩いている人がいるでしょうか。身

分証明書であれば車で通勤している人は自動

車の免許証を身分証明書として持っていても、

毎日印鑑を持って会社に行く人がいるでしょ

うか。この景気の悪い時代に住民票を取りに

いくということで会社を休ませてくださいと

言える人がいるでしょうか。仕事が終わって

からだととても間に合わないということが現

状だとお聞きしております。 

 内灘町の窓口は今17時30分までです。石川

県全体では17時15分で終了するところがかほ

く市、能美市、川北町、能登町で、17時30分

は内灘町を含めて６町。お隣の金沢市は18時

まで、小松、珠洲は18時30分まで、七尾、羽

咋、白山市は19時まで窓口サービスを行って

おります。県内で唯一、七尾市が土曜、日曜

日の午前８時30分から17時15分まで駅前のミ

ナクルで休日窓口サービスを行っております。

約１日の利用者は30人だそうです。 

 また、金沢市では自動交付機を平成９年か

ら導入して市役所や市民センターなどに12台

設置されております。さらに、平成15年８月

からは土曜、日曜に加え、祝日も利用ができ

ることになったということで、昨年の自動交

付機の利用件数は８万7,366件だそうです。ち

なみに、１台当たり年間約1,000万円ぐらいか

かります。メンテナンスやサーバー代を入れ
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れば高額なものになります。 

 今、事あるごとに内部経費の節減というこ

とで出てきておりますが、職員の方々はそれ

ぞれに頑張っていると私は思います。昼休み

電気を消して暗い中仕事をしている人もよく

見かけます。しかし、町民の一番身近な窓口

がすべての業務終了と同じで住民サービスの

向上が図れているとは思いがたいのです。 

 そこで、改めて町長にお聞きをいたします

が、先ほどから言いましたが、内灘町の働い

ておられる方が６割以上、詳しく言うと

65.7％の方が他の自治体に働きに出ているこ

とを考えたら、新しく土曜日、日曜日の休日

窓口を開設する考えはないでしょうか。また、

それが無理なら窓口を19時まで時間延長する

など、そのほかにも自動交付機の導入などの

考えがないかも、あわせて町長のお考えをお

聞かせください。 

 行財政改革推進の基本的な考え方で地方自

治法では、地方自治体は事務処理に当たり最

少の経費で最大の効果を上げ、また常にその

組織及び運営の合理化を努めるとともに、規

模の適正を図らなければならないこととされ

ています。その基本原則に基づき、本町でも

平成９年３月に内灘町行政改革大綱を策定し、

人員削減、事業の見直し、事務経費の削減な

どにより行政改革を進めてまいりました。ま

た、職員の意識改革などが上げられておりま

す。職員の方一人一人が町民の気持ちになっ

て今何を望むかを考えて、これからの仕事に

生かしていただきたいと思います。 

 これで私の質問を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 夷藤議員の一般質

問から、土曜日、日曜日の窓口業務や平日の

窓口業務の時間延長についてのお尋ねについ

てお答えしたいと思います。 

 議員ご指摘のとおり、当町では昭和61年８

月から毎週日曜日の午前９時から12時までの

３時間、休日窓口サービスを開設しておりま

したが、利用者が少ないとのことや土曜閉庁

方式の導入から平成３年３月をもって閉設し

たものでございます。 

 また、現在、県内の市町で土曜日、日曜日

の交付を行っているのは七尾市、金沢市、小

松市の３市であり、そのうち金沢市、小松市

は自動交付機の設置により対応しているわけ

でございます。 

 当町におきましても、閉設後も土曜、日曜

の休日窓口サービスについて検討をしておる

わけでございますが、自動交付機の設置につ

きましては、大きな経費が必要であります。

さらに、職員を配置して交付するにしまして

も人員のやりくりや人件費の問題があるわけ

でございます。 

 しかしながら、住民票や印鑑証明は住民の

皆さんが一番必要とするものでございますの

で、新年度、平成20年度の早い時期にフレッ

クスタイムを導入いたしまして、平日の窓口

時間を午後７時までに延長をし、また広域行

政窓口サービスの住民への啓発も含めて、住

民サービスの向上につなげたいと思っている

わけでございます。 

 なお、自動交付機の導入につきましても今

後、引き続き調査研究していきたいと考えて

おりますので、ご理解をいただきますように

お願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 ７番、夷藤満さん、答

弁漏れございませんか。 

○７番【夷藤満君】 （議席より）はい。 

○議長【渡辺旺君】 13番、中川達さん。 

   〔13番 中川達君 登壇〕 

○13番【中川達君】 傍聴の皆様方におかれ

ましては、最後の最後までの傍聴、非常にあ

りがたく感謝をいたしております。やはりこ

うして議会、そして執行部、傍聴という年に

４回の大きな会議の中、これだけの大勢の傍
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聴の皆様方の傍聴のもとでの会議ということ

になりますと、議会人も大きな誇りと、そし

てまた新たなる使命に燃えるそういった意味

から、こうして傍聴をいただくことに対しま

して重ねて御礼を申し上げます。 

 それでは、平成20年度当初予算に当たり一

般質問の機会を得ましたので、通告に基づき

まして質問をさせていただきますけれども、

若干の質問の順位、あるいはまた同僚議員と

の重なる部分が多々あろうかと思っておりま

すけれども、どうぞご理解をいただき、適切

なるご使命を賜りますよう、よろしくお願い

をいたします。 

 まず最初に、今、国は非常に大きな危機を

迎えており、またその危機の管理が問われて

いるんじゃないかなと、このように思ってお

ります。防衛省のまさかのあの無敵のイージ

ス艦が小さな漁船を、そしてまた人命をとが

める、そういった事件があり、本当にこの国

はこの防衛がセキュリティが守られるのかな

というような事件がございました。 

 そしてまた、年金制度そのものの大きな見

直し、国の金融財政の危機的な状況、私たち

の年金が果たしてこれでこれから受けられる

のかなといった、そういう年金財源、及びま

た私どもが危惧をいたしておりますこの人知

れず今地獄の苦しみを味わっておる拉致被害

者のこの国が、国民を守るという義務の中で

早期に帰国をさせていただきたいというよう

なこのような思いの中、今、道路財源の暫定

税率の回避、そういったものの中で今埋もれ

ているような気がいたしております。 

 地方から何とかこういった国の人命を救う

べき大きな声が届けられないか、国ももうち

ょっこしっかりとした気持ちを持って早期に

こういった問題も取り組んでいただけないか

という今強い思いでいっぱいでございます。

どうぞそんな中で、この国の官僚たちがもう

少ししっかりとした国民に示すべく危機の管

理の必要を今問われており、私たち地方にお

って今管理の強化を待ち望んでいるものでご

ざいます。 

 そういった中で、今、本年度の新しい町の

予算が示されました。先般、町長の提案理由

も承りました。今回、基金の取り崩し、そし

て痛みの伴う、そして町民の皆様が負担を強

いられ、そういった中での改革に基づき何と

か昨年度は３億という財政効果が生まれたと

いう説明をいただきました。 

 そしてまた、今期基金から大きな資金が出

ていき、今現在、町の全基金残高、目的基金

も含めまして約６億。それに対して、地方債

の総枠は平成18年度84億8,000万、平成19年度

88億6,000万、平成20年度今期約91億の見込み

ということになっております。 

 そういった中で、町当局としてはしっかり

とした財政改革を進め、そして少しの無駄も

なく、今、行政を進めていっていると私は認

識をいたしております。 

 しかし、こういった数字を見ますと、これ

からこの内灘町はどれだけの基金、先ほど申

し上げましたけれども６億を来年度、再来年

度に使えば実質の貯金がなくなるわけでござ

います。そういった中、やはり町は２年後、

３年後に町有地の大きな売却益のもとで財政

運用をするのか、あるいはまた合併という議

論も沸き起こるのか、そしてまた、今これか

らこの状態で何とか３年、４年という、行け

るんだという強い意思があるのかどうか、二、

三年後の見通しについてまず町長に伺ってお

きたい。そして、またその方向性についても

伺っておきたいと思いますので、よろしくお

願いをいたします。 

 そして、今、新年度に予算がつけられまし

たけれども、新たなる予算づけ、そしてまた

ふえた予算づけについて若干お尋ねを申し上

げます。 

 まず最初に、大根布バイパス管整備工事と

いう形で今繰越明許、そしてまた大きなあの

事業に対する入札差金の中で少し手直しをし
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たいという報告もこれから審議の中で出てく

る、あるいはまた受けると認識をいたしてお

りますけれども、この大根布バイパス管、大

根布２丁目の皆さんにとっては長年の懸案事

項。毎年毎年水につかり被害をこうむる、そ

ういった中で早期の整備という強い意思のも

とで今しっかりとした雨水の工事がとられて

おるわけでございます。 

 当然、議会といたしましても長年にわたり、

この問題についていろいろな角度から議論を

させていただき、間違いのない、そして手抜

かりのないような工事という形で今工事が進

められております。 

 当然、上のほうから、大根布の７丁目のほ

うから、あるいはまたその近くから大きな雨

水が３丁目のほうへ流れてくるに伴い、大き

な圧力がかかる、そういった問題も議論をさ

せていただいたと認識をいたしております。 

 そういった中で、先般、工事を完成し、い

ざ水を流すと、やはり圧力によって水が漏れ

てくるという、そういった問題が発生いたし

ております。しかし、これは地面の中の工事、

やはり業者さんを責める、そして町を責める

という認識はわかない中、やはり設計をしっ

かりとした、そして管理をした、そういった

設計監理にどういった手落ちがあったのか。

そして、その設計監理の業者さんが町に対し

て、あるいはまた町民の皆様に対しての大切

な税金の中でどういったペナルティを受ける

のか。そういったことに対して町はどのよう

に指導をいたしておるのか。ペナルティがあ

るのかないのか。そして、あるとしたら、そ

の内容をまずお尋ねをさせていただきたいと

思っております。 

 続きまして、子育て支援センターの運営費

ということで、先ほど同僚議員からいろいろ

な形で子育てに対する質問もございました。

確かにすばらしい形で全国に誇れるような支

援センターだと最近認識をいたしております。

しかし、この保健センター、今また今年度の

厳しい財源の中、財源の増加が今運営に対し

て予算として組み入れられております。 

 やはり子供は国の宝、そして将来の宝でご

ざいます。その財源をふやすことに対しての

何らの私の異議はございませんけれども、そ

の内容について子供にこういった形で大きな

夢を与えるそういった内容のもし方向性ある

いは事業性であればひとつお尋ねをしたい、

そういった思いで質問をさせていただきます。 

 そしてまた、今、町内はもとより、町外か

らも大勢の皆さんが利用をしていると聞いて

おります。その利用状況、そしてまた内灘町

が他町へお世話になっている利用状況、そう

いったものもあわせてお尋ねをいたします。 

 何分、この厳しい財政状況の中、もし他町

からたくさんの利用者があるような形でした

ら、若干の委託という感じでの費用の捻出方

法がないかどうか。そしてまた、他町の自治

体に少しそういった面もお願いをするべき問

題かと思っておりますので、そういったこと

が可能かどうか、そういった面もあわせてお

尋ねをいたしたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いをいたします。 

 そしてまた、今、新たに食育予算というこ

とで予算が設けられております。先ほどこの

食育という問題に対しましても、それぞれの

議員さんのほうから質問があり、そしてまた

食育に対する説明がございました。 

 もちろん、給食の質の向上、これはやはり

給食費という親御さんが支払いをしている以

上は、当然、給食の質の向上が求められるわ

けでございますし、よりそれ以上の食の向上

というのが求められておるのではなかろうか

と思っております。 

 聞きますと、パン食、そして米飯といろん

な形で食を満遍よく、そしてまた偏らないと

いう形で苦労をなさっておるやに聞いており

ます。そういった中で、やはり今、こういう

厳しい社会情勢の中、やはりお父さんあるい

はお母さん方は何とか自分たちの家庭を守ろ
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うという中で、ややもすると子供に偏食をし

がちな傾向、そういったものもあるんではな

かろうかと私は認識をいたしております。 

 そういう中で、やはり行政として町民の子

供を抱える親御さんに朝食はもちろん、そし

て夕食という中で、こういったアイデアでこ

れだけの経費で、そしてこういうカロリーが

とれるといった、そういった指導も私は大事

なのではなかろうかと思っております。 

 やはり偏食し子供が肥満になったり、ある

いは痩身になったり、そして社会教育の中、

社会育成の中で大きな弊害を伴うことも危惧

されます。どうぞ町でそういった形も含めた

これからのとらえ方という意味合いにおいて、

この食育予算がどういった形でこれからなさ

れるのか、ひとつ伺っておきたいと思ってお

りますので、よろしくお願いをいたします。 

 もちろん、この食育というのは、先ほどあ

りましたようにやはりその食の問題、食の安

全という中で町としても非常に重要な位置づ

けにしてやるというような形での資料も拝見

をさせていただいております。どうぞそうい

ったことも踏まえて、ひとつ町民の皆さんの

子供たちが安心して食生活に携われるような

指導も町の指導の一環ではなかろうかと思っ

ておりますので、そういった面もお尋ねをし

ておきたいと思いますので、よろしくお願い

をいたします。 

 また、その予算にかかわる経費24万7,000

円というわずかな金でございますけれども、

これからこういった事業をするということに

対してはやはりそういうわずかな金でなくし

て、しっかりとした予算を組むべきではなか

ったかなと、このように思っておりますけれ

ども、そういった面も踏まえてひとつよろし

くお願いをいたします。 

 次に、企業誘致について、新たにまた予算

を見てございます。 

 今、この内灘町は、基金を取り崩し、そし

て町民の皆様の痛み、そして負担のもとで何

とかこの財政運営を余儀なくされておる今日、

そしてまた半分以上が国への依存の中、先ほ

どお話を申し上げましたとおり、この国の方

向性がこれからどうなるのか全く予想のされ

ない中、交付税参入、交付税参入という言葉

も私もよく聞きました。しかし、交付税参入

そのものが減額という中で、地方にとりまし

ては非常に厳しい今状況が続いております。

何とかしてやはり自主的な財源をしっかりと

確保する努力が今叫ばれており、各自治体に

おきましては自分たちの町にあったしっかり

とした企業の誘致あるいは地元の産業の育成

に今大きな心血を注いでおるわけでございま

す。 

 そういった中で、先般、同僚議員、同僚会

派の県への研修がございました。私もお招き

をいただき、そしてその場所へ行かせていた

だきました。県当局の話をいろいろお聞きさ

せていただき、またこういった県の企業に取

り組むあるいは地域の資源に取り組む姿勢の

カタログもいただきました。この中で、企業

立地促進法、あるいはまた新たなる事業改革

に伴う生産販売の拡大等々の説明を受け、今

県のほうでは全国で最初のこの地域資源の活

用で新産業という形で200億円の基金を創設

し、地域の、そしてそれぞれの自治体の後押

しをしっかりとさせていただくという話を聞

きました。 

 そういった中で、やはり今内灘町ではどう

いったものが求められる、どういったものが

位置づけられるのかなという同僚の発言の中

で、先般県から、今内灘町で登録をされてい

る地域産業資源という、こういう書いたもの

がございます。こういったものが提出されま

したが、この中には31品目の、そして31項目

の資料が出ております。この資料の中には、

品目別に見ますと能登栗、能登海洋深層水、

加賀ふ、加賀茶、伝統的工芸品、金沢漆器と

いう、少し内灘に合わないようなこういう項

目がたくさん並べられて県のほうへ提出され
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ております。県の担当者の方は、内灘は一体

何を方針としてしたいのか、何が地場の産業

の育成なのかということで、首をかしげてい

らっしゃいました。私もこの資料を見せてい

ただき、本当に恥ずかしい思いをしました。

まさにこの内灘は何をこれから強力に訴えて

いくのかということが一つも見えないような

状況で話だけ聞いて帰ってきたのは、私だけ

ではなかろうと思っております。ここの大勢

の議員さんもそういった印象ではなかったか

なと、こう思っております。 

 やはり今、緊縮財政の中ではございますけ

れども、この内灘町の将来をにらんだときに

は、しっかりとしたこの地元の産業の育成あ

るいは企業の誘致、そういったものに今取り

組んでいかなくては、この先、２年、３年と

いう状況の中、厳しい状況が発生するのでは

なかろうかと私は認識をいたしております。 

 そういった中で、今年度の新たなる企業誘

致の予算が組まれたと私は思っておりますけ

れども、この企業誘致の予算の金額、そして

またこの予算の中で町としてしっかりと認識

をさせるようなＰＲのそういった政策、予算

なのか、あるいはその予算がどういった面で

使われる予算なのかをお尋ねいたしたいと思

っております。 

 やはりこういった大事なことは大きな予算

をしっかりと議会の皆様に提唱していただき、

大きな予算を組むべき今努力をするのではな

かろうかなと、私はこう思っております。 

 そういった中で、やはりこの誘致に伴う大

きな思い、この思いの中でやはりしっかりと

したこの町の誘致場所の選定、あるいはまた

それぞれの自治体が取り組んでいる条件の緩

和、そういったものを明確にやはり説明し、

そして県あるいは国当局に対しての誘致合戦

を進め、何とか一刻も早く自己財源の確保を

目指していかなければならないと私は思って

おりますし、先ほどの話にもありましたこれ

からの内灘町は協働のまちづくりという町の

プロジェクトもございます。 

 そういった中で、この内灘の町民の方は６

割以上は他市町へ働きに行っており、その中

でやはり役についている方も大きく大勢いら

っしゃると思います。どうぞそういった方た

ちにもしっかりと今、内灘町はこういう状況

だ、何とかひとつ町民の皆様の協力もいただ

きたいといった思いもこれからお互いの協働

のまちづくりの意義の中の一つではないかと、

私はこのように認識をいたしております。そ

ういった気持ちもあわせて、町当局にお尋ね

をさせていただきたいと、このように思って

おりますので、よろしくお願いをいたします。 

 続きまして第２項、保育所民営化検討委員

会及び内容についてということで若干のお尋

ねをさせていただきます。 

 昨年度、保育所の民営化という中で、私も

当然、これから係る財政負担のことを考慮し、

この民営化を今日に至るまで多くの議員の皆

様と進めてまいりました。今、その検討委員

会の報告書が私の手元に今届いております。 

 この報告書をこれだけきっちりとまとめ、

そして運営に向かっての方向性あるいは財政

効果、そういったものをまとめて、やはり長

時間にわたって検討委員会の皆様にはご苦労

なされたんだなとこのように思って、改めて

敬意を表したいと思っております。 

 ただ、この中について行政当局に少しばか

りのお尋ねをさせていただきたいと、このよ

うに思っております。 

 まず最初に、この検討委員会の委員につい

てでございます。この委員につきましては、

公民館の代表、そしてまた保育所の勤務経験

者、民営化に関心があり、公募で選ばれた人

という形で10名の委員がそれぞれの学識に基

づいてこういった報告書をつくられたと思っ

ております。 

 そういった中で、この報告書の内容を見ま

すと、１点、今、大根布の保育所がこの内容

を見ますと、ハマナス台のほうに移転をした
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ほうがいいんじゃないかという報告書でござ

います。これからは町当局がお考えになると

思っておりますけれども。 

 いずれにいたしましても、この大根布の中、

そしてまた当然、今現在、遊休地として残っ

ておるこの貴重な土地、ハマナスへ行くこと

も可能かと思いますけれども、やはりハマナ

スのあの土地は非常に金額的に大きな値のあ

る土地だと私は認識をいたしております。 

 そこで、まずお尋ねしたい点は、やはりこ

の大根布という形の中で、今日まで大根布の

区民の皆様が一生懸命自分たちの子供、そし

てまたこの内灘町のことを考え、今日に至る

まで子供をかわいがり、そしてまた隣近所の

おじいちゃん、おばあちゃんと声をかけ合い

ながらお孫さんを送っていっている現実の中、

平成14年の９月ですか、９月19日に大根布地

区の大根布区長から、何とかこの大根布にお

いて、この保育所を新たに新築していただき

たいという請願書が出されており、そして私

と当時の議員でした重原さんとが紹介となっ

て町当局、議会の皆様にお願いをし、この請

願書を受理された経緯がございます。 

 そういった中で、やはり何とかこの大根布

に民営の方が来ていただき、そして町の少な

い負担で何とか解決ができるかなと、私は今、

このように思っております。 

 いずれにいたしましても、この大根布の場

所はもっともっと、その神社の裏だけでなく

していろんな形で検討すれば地面があると私

は認識いたしておりますけれども、そういっ

た検討の余地があるのかないのかもあわせて

お尋ねをいたしておきますので、よろしくお

願いをいたします。 

 そういった中で、やはり民営化に伴ういろ

いろな思いがあろうかと思っておりますけれ

ども、やはりこの請願あるいはまた大根布の

思いといった中で検討委員会の中に大根布の

そういう代表の方、あるいはまた大根布の執

行部の方がなぜ入っていなかったのかなと、

このように私は思われてなりません。 

 そして、また３番目といたしまして、老齢

医療助成金の廃止ということについてお尋ね

をいたします。 

 せんだっての議会におきまして、やはりこ

の厳しい状況のなか、何とか行政のほうでも

町民の皆様に痛みを伴ってくれ。そしてまた、

こういった形で行政運営を持っていくという

中で、今65歳から69歳の対象になる皆様方の

町からの補助というものが廃止をしました。

私も所管の委員会の中でいろいろなこの町の

取り組む姿勢について、ああ、そのとおりだ

なとこのように認識をし、賛成をさせていた

だいた一人でございます。 

 昨年度の９月にこの報告書に基づき大根布

の区議会の中でそういった行政から報告を受

けました。しかし、大根布区民の総意として

やはり何とかこの保育所の大勢の子供を大根

布区が預かっている以上、この地で解決でき

ないか、新しく建てていただけないかという

声が多くあったことは行政の皆さんもご承知

のとおりだと私は思っております。 

 しかし、この賛成の中には、やはりこれか

らこういった対象者の方々に対して予防的な

見地、そしてそれ以前の若い世代からの予防

的な見地という形で町も取り組んでいるかと

思っておりますけれども、ヘルスアップ事業、

やはり大きな成果が出ているように聞いてお

りますが、町もこのヘルスアップ事業も３カ

年という中で事業を終えようといたしており

ます。 

 そういった中で、今改めてお聞きいたしま

すけれども、今現在のこの大根布の子供さん

の中で何人の方が大根布からここへ通所なさ

って、そしてまた大清台、ハマナス、大学と

いうところから何名の方がそれぞれその地区

からこの大根布に通わせていただいているの

かをこの報告書には出ていない関係上、改め

てお尋ねをいたします。  そういった中で、どういった効果が出て、
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どういった方向づけがされたのか、そういっ

たことを尋ねさせていただき、またこの65歳、

そして69歳に対する補助金1,800万のうち、い

かほどの金額がこれからの予防に対する金額

として割り振るのかそういった面、あるいは

また事業の内容、そういったものもあわせて

お尋ねをいたしておきたいと思っております。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中川議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私からは、町立保育所民営化検討委負会に

ついてということで答弁させていただきます

が、その前に冒頭に、この２年後、３年後の

内灘町はどうする、どう見るんだというお話

でありました。中川議員ご指摘のように、大

変厳しい財政事情の中で、昨年は持続可能な

自治体をつくるためにもぜひとも３億円の効

果をという話でありました。町民の皆さんに

は多くの負担をお願いしてきたわけでありま

す。 

 いずれにつきましても、やはり厳しい現実

の昨今、そういった中、協働、そしてまた町

民の皆様と親しく公開の中で、これからの方

向性や位置づけをしっかりと明示をしていた

だきたいとこのように思っており、私の質問

は以上で終わるわけでございますけれども、

何分、こういう非常に厳しい生活環境の中、

右往左往している私もそのうちの一人でござ

います。行政に対する質問にただ誤りがあっ

た質問があったんではないか、あるいはまた

重なるような質問があったかと思っておりま

すけれども、この右往左往する人間に対して

大きな寛大な心で、改めてしっかりとした説

明をしていただきたいと、このように期待を

いたしております。 

 下水道料金の値上げもそうでしたし、65歳

から69歳の高齢者の医療助成制度についても

廃止をさせていただきました。それぞれの補

助金もカットをさせていただいたわけであり

ます。 

 そんなことも形として３億円を超える成果

をといいますか、得たということであります

から、これからが正念場、こんなふうに思っ

ているわけでございます。 

 そしてまた、今議会、行政、議会、町民の

皆様がこうして一堂に会しての本会議場、こ

の出席の中で、副町長さん初め４名の部長さ

ん方が、そしてまた次長さんがこの場をきょ

う限りで去られるわけでございます。こうい

った方々に対しまして、今日までのご労苦に

対し改めて敬意を表します。 

 今議会の冒頭にも提案理由の説明で申し上

げました三位一体改革ももう収束したという

話でありますし、歳入についても先行きが見

えるようになったということでありますが、

しかしながら、なお厳しさは通り抜けたわけ

ではないということでありますので、これま

で以上の行財政改革を進めていかないかんと

いう思いでありますので、議員の皆さんにも

お諮りしてご協力を賜りたいと、こんなふう

に言ってきたわけでございます。 

 また、この場において自分がこれから後輩

に伝える、あるいは町民の皆様に、あるいは

議会に対する思いやりがありましたら、また

答弁は別によろしいですけれども、思いやり

がありましたらひとつ最後の議場でございま

すので、発言をしていただければありがたい

なと、このように期待をいたしまして、長々

と話をさせていただきましたけれども、私の

一般質問にかえさせていただきます。 

 そんな意味では、この２年後、３年後はこ

うした厳しい財政事情ではありますが、お互

いに力を合わせて内灘町を持続していく、そ

んな意味に一生懸命に力を注いでいきたいと、

こんなふうに思っていますので、ご理解をい

ただきたいと思うわけでございます。 

 ありがとうございました。  それでは、先ほど言いました町立保育所民

営化検討委員会についてのご質問に答弁をさ○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 
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せていただきたいと思います。 

 町立保育所民営化検討委員会につきまして

は、町立保育所民営化検討委員会設置条例に

基づきまして設置されまして、委員会は議員

もご指摘にあったように委員10人をもって組

織をしてまいりました。学織経験者、各種団

体を代表する者、そして公募により選出した

町民から成りまして、各種団体の代表や公募

による町民の参加で町政に対する理解と信頼

を深めながら、公正な審議を進めるものでご

ざいます。 

 当該委員会の委員に大根布地区の委員がい

ないというご指摘でありますが、委員会が提

出した報告書には、民設民営で保育所建設を

進めるに当たっては地区住民の声は第一に受

けとめていかなければならないと、こんな考

えが出されているわけであります。 

 次に、民営化検討委員会が大根布保育所を

ハマナス地区での建設と報告していることに

ついてのお尋ねでありました。 

 民営化検討委員会は、内灘町の子供の発育、

発達状況に応じた縦割り保育の充実や安定的

な経営の側面を加味し、１保育園当たり90人

から160人定員の適正規模を算定しているわ

けであります。この適正規模をもとにしつつ、

十分な保育スペースや駐車場の確保など保育

環境を第一に考えたものであります。 

 また、定員120人の白帆台保育園の敷地面積

について述べますと、2,215.35平米でありま

して、定員140人から160人規模の大根布保育

所建設に必要な敷地面積を現在の大根布地区

で確保することが大変難しいことから、私た

ちはハマナス地区での移設を打ち出している

ものと、こんなふうに考えているわけでござ

います。 

 しかしながら、地域住民の方々の声を聞く

ために、９月に大根布地区に、11月に大根布

保育所の保護者に民営化の説明会を開催した

わけであります。説明会では、町側から保育

所設立に必要な敷地面積や、これからの保育

ニーズにつきましてご説明をし、忌憚のない

ご意見を賜ったわけでありました。 

 今後も引き続き地域の方々との話し合いを

重ねながら、ハマナス地区での建設にぜひご

理解を賜りたいと思うわけでございます。 

 旧宮坂保育所が民営化をされましてやがて

１年がたとうとしているわけであります。民

営化されるまでには地域住民の皆さんにはさ

まざまな不安や疑問があったのではないかと

推察されるわけであります。しかしながら、

保護者の方、地域の方が行政側と幾多の話し

合いを持つ中でご理解いただいたわけであり

ます。こうしたご理解に改めて心から感謝を

申し上げたいなと、こう思っているわけでご

ざいます。 

 旧宮坂保育所が白帆台保育園と名を変えて、

広々とした公園に隣接した場所で開設できた

こと。また、保育内容に関しては、独自の保

育方針を打ち出して、夜間保育、休日保育、

病後児保育など多様なニーズにこたえた保育

を展開しているわけでございます。まことに

喜ばしいことであると、こう思っているわけ

でございます。何よりも子どもたちが大人の

不安をよそに元気に保育園に通っていること

であります。 

 いずれにいたしましても、旧宮坂保育所の

民営化がスムーズに行われたことや民営化検

討委員会が話し合いを重ねてきたことを踏ま

え、次の保育所の民営化につなげていけるも

のと確信をしているわけであります。ぜひと

ものご理解を賜りますようにお願いをしたい

と思います。 

 なお、中川議員から質問のありました大根

布地区から、あるいはその他から現在の大根

布保育所に何名通っているかというお話であ

りますが、大根布地区には67名、そしてその

他の地区から34名、さらに大根布地区から白

帆台へは７名、大学、大清台、ハマナス台か

ら白帆台へは11名、このように通っているそ

うであります。 
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 以上でございます。  次に、老齢者医療助成金の廃止ということ

で、町の健康づくり対策でございますが、老

齢者医療助成金の廃止につきましては、行政

改革を進める中で治療から予防対策、医療費

の助成等から予防対策を中心とした健康施策

の推進を図っていくということで医療費が抑

制されるということで、結果的に健全財政の

維持にもつながるものとして議員の皆さんに

おかれましても苦渋の選択として今年度で廃

止させていただきました。 

○議長【渡辺旺君】 夷藤渉町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 夷藤渉君 登壇〕 

○町民福祉部長【夷藤渉君】 私のほうから

は、子供に対する食育の関係と老人医療助成

金の廃止に伴っての健康づくり対策というこ

とで、２点お答えしたいと思います。 

 まず、子供に対しての食育予算、またどう

いった方策を考えているかとのことでござい

ますが、食育は生涯にわたって健康な心と体

を保ち、豊かな人間性をはぐくむことを目的

に行うものとして、とりわけ未来を担う子供

たちには今般の食育事業を通して、食に関す

る知識と食を選択できる力を習得させ、また

健やかな生活習慣を身につけさせたいと考え

ております。 

 今後の内灘町の健康づくり対策についてで

ございますが、これからの健康対策は、生活

習慣病、メタボリックシンドロームを主眼と

した特定健診・特定保健指導を強化し、受診

率の向上と個々の生活習慣改善の推進を図り、

医療に頼る制度から予防対策に重点を置いて

いきたいと考えております。  同時に、この食育事業の展開によって食卓

を通した家族の触れあいの機会を広げること

の意義も大きなものがあると考えております。 

 平成20年４月からは特定健診・特定保健指

導として各医療保険者が実施することになり、

町の対象者は国保被保険者の40歳から74歳で

すが、町としては特定健診対象外となる20歳

から39歳をヤング健診として実施したい。 

 具体的には、新年度、内灘町食育推進計画

の策定に向けて食育ワーキンググループを立

ち上げ、関係課、保健センター、学校、保育

所、ＰＴＡとか、産業振興課等いろいろな関

係機関が現在実施している食育活動から見え

てくる食に関する課題を整理し、共通の認識

を持って内灘町の食育推進目標、指標を設定

し、今後の活動のあり方を話し合ってきて、

また今後も保育所や学童保育クラブ等で健康

づくり推進員による食育教室を予定しており

ます。それに関する補助金も計上しておりま

す。 

 また、国保以外の医療保険の被保険者の方

についても、保健指導等門戸を広げ実施して

いきたいと思っております。 

 健診受診率の向上に向けては、受診形態を

集団健診、個別健診、医療機関での健診、ど 

ちらでも選択できるようにし、集団健診の健

診期間の延長や個別健診の実施医療機関を、

今現在は内灘町内の医療機関でございました

が、金沢市までの一部を拡大して実施したい

と。  さらに、学校教育課では新規事業といたし

まして、早寝早起き朝ごはん運動の推進事業

として、各学校で保護者会を対象とした朝御

飯の調理実習と講義等の予算も計上している

ところであります。 

 また、がん検診を含めた健診や保健指導を

受けた方に健康応援券としてサンセットカー

ド20ポイント券の発行を考えております。 

 保健指導の充実については、保健センター

の保健師の増員を図り、セミナーや個別指導

などきめ細やかな指導を行っていきます。ま

た、健診を受診した医療機関でも保健指導を

受けられるよう働きかけをしております。 

 平成20年度は計画策定に向け、まずは内灘

町の食実態を把握しながら、関係機関と協力

して食育教室の充実を図りたいと考えており

ます。 
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 医療制度改革で健診等の制度が大きく変わ

りますが、保健センターでは従来に増して町

民の皆様が健康で幸せに暮らしていけるよう、

保健事業の充実に取り組んでまいりたいと考

えております。 

 ご質問の中で予算的な金額をご質問されて

おりましたが、今現在、具体的に数字は申し

上げられませんが、特定健診として国保のほ

うで医療機関の委託費については1,200万、ま

た従来の住民健診、衛生費のほうでの委託健

診が3,700万ということで4,900万ほどの健診

委託料でございます。そのほか、いろいろな

関係もございます。また、予算にあらわれな

いマンパワーを持って推進していきたいとい

うことでございますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長【渡辺旺君】 宮崎裕子町民生活課参

事兼子育て支援センター所長。 

〔町民生活課参事兼子育て支援センター所長 宮崎裕子君 登壇〕  

○町民生活課参事兼子育て支援センター所長

【宮崎裕子君】 それでは、子育て支援セン

ターの運営費についてお答えしたいと思いま

す。 

 平成20年度の子育て支援費の予算は、前年

比217万8,000円の増額となっております。そ

の内容は、平成17年度に策定されました次世

代育成支援地域行動計画を平成21年度に見直

すために行われるアンケート調査や分析等に

係る費用と、またファミリー・サポート・セ

ンター事業に係る費用など新規事業に係るも

のでございますので、ご理解ください。 

 また、子育て支援センターの運営費でござ

いますが、３分の１強が国庫補助ということ

をご承知おきください。 

 次に、子育て支援センターの利用状況につ

いてのお尋ねですが、平成19年４月から平成

20年２月末現在、１万1,000組の方が利用され

ております。そのうち、町内利用者は7,000

組で、町外利用者は4,000組となっております。 

 内灘町に子育て支援センターがなかったこ

ろ、内灘町の親子は金沢の富樫子どもの広場、

駅西子どもの広場、金沢駅子どもランド、ま

た津幡町の親子サロンなど子育て広場を利用

していたと伺っております。 

 内灘町に子育て支援センターが設立されて

からは、金沢市や津幡町には内灘町の利用者

がほとんどいないということも確認しており

ます。 

 現代の子育てをしているお母さんたちは、

お互いに情報交換しながら子育てしやすい場

所を見つけては積極的に子育てしようとする

姿勢が見受けられます。 

 核家族が進む中で地域における人のつなが

りが希薄化して、向こう三軒両隣の地域の自

然な地域の人たちによる子育ての支援が弱く

なったり、それから働くお父さん、お母さん

の就労時間が長くて、夫婦で協力して子育て

を担う環境が整っていないということなどか

ら、育児の不安に陥る親が多くなってきてお

ります。 

 支援する側は広域で町内町外区別なく支援

しなければいけないものと受けとめておりま

す。 

 以上です。 

○議長【渡辺旺君】 荒家良樹産業振興課長

兼企業立地推進室長。 

〔産業振興課長兼企業立地推進室長 荒家良樹君 登壇〕  

○産業振興課長兼企業立地推進室長【荒家良

樹君】 議員ご質問の企業誘致に伴う予算に

ついてお答えいたしたいと思います。 

 議員ご存じのとおり、企業誘致を推進し、

内灘町の活性化を図るべく、平成18年４月に

企業立地推進室が設置されました。その後、

６月には企業立地推進庁内連絡会を庁内に設

置し、企業立地の促進に係る条例、規則等の

整備、町内中小企業に対する経営支援策、そ

れに大京開発に関すること、工場用地の選定

などの検討をし、実施してまいりました。 

 議員ご提言されましたように、企業誘致に

は町民や内灘町出身者からの情報提供や人脈

 －81－



なども非常に重要な要素であると考えており

ます。 

 平成19年度は、県道東側にある大根布第１

雨水幹線の矢板水路にかかる水管橋の建設並

びに大根布小学校からこの矢板水路までの道

路に埋設された既設の雨水幹線を圧力管に改

修する工事を行っております。 

 また、企業誘致の諸条件をそろえる必要も

あり、昨年度、進出企業に対する優遇措置と

いたしまして企業立地の促進及び雇用の拡大

に関する条例を制定し、その中で進出企業に

対する助成金制度や奨励措置を盛り込んでお

ります。また、効率的な企業誘致活動を実施

するために企業立地推進員の制度も設けまし

た。 

 工期は３月24日となっており、２月２日に

仮通水をしたところ、ＪＡ石川かほく内灘支

店前の道路約5.5メーター区間においてアス

ファルトと側溝との間から溢水が確認され、

設計業者と現地調査を行いました。この区間

は、平成11年度において実施された県道改良

工事において改修されたところであります。 

 製造事業用設備には、固定資産税に係る優

遇措置としまして、条例に基づき３カ年の優

遇措置という緩和措置も町にはございます。  大根布バイパス管の設計時に当時の設計図

書を探しましたが、入手できませんでした。

設計業者は、県事業であり、その部分が既存

のボックス構造に復旧されていると判断し、

今回工事では改修を行いませんでした。 

 でも、しかしながら、工場用地の選定に時

間を要し、ＰＲや誘致活動ができない状態で

ございました。 

 現在、工場用地の選定作業もほぼ終えまし

たが、ただ、工場用地として造成に至るまで

には各候補地それぞれ課題もあり、今後、議

会の皆様に現在の状況を報告し協議したいと

考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 溢水が確認された後、再度、県道改良工事

を施工した業者に関係図書を探すよう依頼し

たところ、当時の施工図が発見され、それに

より当該箇所がボックス構造に復旧されてい

ないことが判明いたしました。 

 なお、平成20年度の企業関連予算につきま

しては、進出企業等の連絡調整費用等、それ

から企業立地推進庁内連絡会の費用を中心と

した予算を計上しておりますが、企業誘致活

動を進める中で新たな予算が必要になった場

合には補正予算での対応を考えておりますの

で、ご理解賜りたいと思っております。 

 この箇所の補強については、現在、設計変

更を行っており、今定例会中に工事請負契約

の変更及び繰越明許費の案件を追加議案とし

て提出させていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

 なお、完成は５月ごろを予定しています。 

 設計時に当該箇所の設計図書がなかったと

はいえ、溢水したことに変わりないため、設

計業者には厳重に注意、指導し、現場での試

掘調査費や補強に係る設計費、また壁の取り

壊しやその復旧などの手直し工事については

設計業者が負担することで合意を得ておりま

すので、ご理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長【渡辺旺君】 中西昭夫上下水道課長

兼新エネルギー開発対策室長。 

〔上下水道課長兼新エネルギー開発対策室長 中西昭夫君 登壇〕  

○上下水道課長兼新エネルギー開発対策室長

【中西昭夫君】 議員ご質問の大根布バイパ

ス管整備工事についてお答えいたします。 ○議長【渡辺旺君】 13番、中川達さん、答

弁漏れございませんか。  近年、大根布排水区において集中豪雨によ

る浸水被害が発生しており、それを解消する

ため、国の下水道総合浸水対策緊急事業の認

定を受け、現在整備を進めております。 

 13番。 

○13番【中川達君】 （議席より）１点だけ

訂正をさせていただきます。 
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 先ほど質問の中で「保育所」を何か「公民

館」と言ったそうでございますので、「保育

所」に訂正をさせていただきたいと思ってお

ります。 

 そしてまた、この保育所の件につきまして、

先ほど町長のほうからるる説明がありました

けれども、やはりこの大根布という区民の皆

様の総意、これからまたこの検討委員会に基

づいてこれから行政として進めていくと思い

ますけれども、町長にお願いというか、お尋

ねといいますか、もう一度、あるいはもう二

度、大根布の区民の皆様の立場に立った、そ

ういった思いというものを認識をしていただ

きたい。そしてまた、しっかりとした説得を

していただきたいと、そういう意思があるか

ないかないかだけお尋ねをいたしておきます。 

○議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中川議員の再質問

にお答えしたいと思います。 

 中川議員、今おっしゃいましたように、こ

れからの保育所の問題で、るる話していかな

ければならないということは言うまでもあり

ませんし、私も大根布出身でありますから大

根布の中でどんな形で保育所が大事なのかと

いうことは十分わかっているつもりでありま

すし、そうわかっているがゆえに、私は子供

たちが一番いい条件で保育されるように望ん

でいるわけでございますので。 

 いずれにしましても、地域の皆さんとしっ

かりと話をさせていただいて結論を得るよう

にしたいというふうに思っていますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

○議長【渡辺旺君】 よろしいですか。 

○13番【中川達君】 （議席より）いずれに

いたしましても、ひとつよろしくお願いをい

たします。 

 また、先ほど副町長さんを失礼な「助役」

さんという形で呼んだそうでございますので、

これもあわせて、副町長さん、お許しをいた

だきたいと、このように思っておりますし、

また思いがありましたらひとつよろしくお願

いをいたします。 

 以上で終わります。 

○議長【渡辺旺君】 これにて一般質問を終

了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【渡辺旺君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。明７日から13日までの

７日間は、議案調査及び議案委員会審査のた

め休会といたしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【渡辺旺君】 ご異議なしと認めます。

よって、明７日から13日までの７日間は休会

とすることに決定いたしました。 

 なお、来る14日は午後２時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

並びに採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 大変ご苦労さまでございました。 

           午後５時44分散会 

 


